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ついては宝永元年（1704）にスギ，マツ等の実は在女に

て採るべきことが令達され，享保元年（1716）にはヒノ

キ，スギ等の種子は領内所盈にて山役人に擁集せしめ，

また形態"ついてはスギのタネキは「木の色あかくし

て，皮うすく，葉やわらかにしてトケなく，罐しげか

らず，皮の肌へも細やかるを選びて」等々，皆，直接の

品種改良とはいえないが，広い意味の選抜育種を行って
いる◎

降って，嘉永年代（1848～53）には水戸領内では品種

の観念が普及し，「スギに赤，黒の2種あり，多く実を

を結ぶものは赤なり，実の少なきものは黒なり。赤スギ

の苗は成長晩しと雛も用材にしてもつとも良し，由って

赤スギの実を選む」と指導している。また大和(奈良県）

では樹木の雌雄をタネキ選抜の一指標にしたようで,｢女

杉の実は生立よろしく，夫杉はアラ皮アラアラしく，女

杉はアラ皮こまかなり」として女杉の実を優れていると

している。

このようなことは江戸時代だけでなく，それ以降にも

そして水戸や大和地方だけに，スギ，マツだけに行われ

たものでなく，特用樹種のかずかずにも行われたことは

記録に明らかとなっている。すなわち，九州その他のス

ギさし木品種,能登のアテの品種，それに木蝋を搾るハ

ゼノキの品種，クリ，クルミ，ヤマモモの品種，ウルシ

等の雌雄等たば皆民間の篤志家によって選抜育種，交雑

育種等の緒果によってつくられ,見い出されたものであ
る。

画荷に於いても優良種苗の確保については育種という

言葉こそ使わなかったが，この目的を達するため大正8

年以来次の行政措置を採ったことは御承知の通り．であ
る。

大正8年～昭和8年樹苗養成奨励規則

昭和9年 造休用種子払下の通牒と同時に

林木種子配給区域を定める。

昭和14年 林業種苗法の制定

林業種子採坂奨励蕊業助成〃

優良指定母樹の補償〃

〃 樹苗養成奨励規則

昭和17年 林業振興補助規則による樹苗養

成,種子採取費の補助

昭和24年 赫業施設負担金交付金規程によ

はしがき

こんかい，日本林業技術協会が林木の育種についての‘

特集号を企画されたことはあらゆる点で時磯を得たこと

で，林野庁においてこの仕筆を担当する私共として深甚

なる敬意を表すると共に”この機会に林野庁の洞▽k育種
事業の進めかたを紹介するベースを与えて-ドさったこと
を心からお礼申上げる次第である。

鰯

進めかたを紹介するに当って，林木育種事業を何奴大

きく採り上げることになったかを述べることにしたい。

このことは小冊陶皇｢*締§の品種改良｣(林野庁)にも述べ

られてあるように，木材需給の将来の見透しはこのまま

の状態では極めて暗いので，さらに木材利用合理化によ

る消饗節約,造林事業の積鐵勺推進をはかる必要がある。

しかしながら，これらの問題の解決だけではすべてを解

決できない。現在の既成森隊の合理的，計画的茄諜によ

る鍾重壁の増加をはかるとともに，新しく造隊するもの

は素質のよい，成長量の大きい樹木を造林し，極力短期

間に木材鋤蔚の増大をはかることが大切で，この後者の

ためにはどうしても林木の品種改良琴諜，つまり，林木

品種湾喋を強力に進めなければならぬと銅藤したのであ

る。私共はこの事業を実施すれば癖k隻源が餐易に将来

の需要を充足するばかりでなく，造林事業が企業べ戸ス
に乗って，国土の3分の2をしめる林野の経済性が高ま

り，わが国趨昏に，産業に寄与するところ大きいと信ず

るので，読者各位の絶対なる協力と御麦媛をお願いする
次第である。

こう述べたからといって，わが国で，今始めてこの育

穏襄罷農を進められたのではないし，林野庁でも今に初め

て採り上げたものでもない。このことは他の執鑑昔によ

って述べられているかもしれないが，古くは江戸時代に

於いて人為的，自然的に選抜されたことは記録に明らか

で職瘤としては針塘鋤にありてはスギ，ヒノキ，マツを

主位にヒパ，モミ，ツガを，広諜鋤としてはクヌギ，ナ

ラ，カシ，ケヤキ，クスを，また特用織重にはキリ，ウ

ルシを造林の対象木とし，タネキ（当時臓種木,種子木，

函劉の或津を使用）は所在,職冷，形態等について詳細

観察されたと記録に明らかとなっている。ことに所在に
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伊藤： 林木育種事業実施のあらまし

林木,育種場と名付ける）とこの称木育種場から受け入

れた原点種を増殖する場（これを原種苗畑と名付ける）

を計画的に設うけることを第一として，この場の設置を
急ぎたいと昭和32年度の国家予算の編成案に入れるこ

とを目下要求中である。

しかし，新しい優良品種が育成され，これが増殖され

て琴農用に供給されるのを待つことは長い期間後である

ので，それまでは現在の林分中からできる限りのよい種

子を採るようにする一方，すぎのサシキ在来品種，また

は品看鐸，あるいは従来から各地に植えられた外国樹種
(参考,落羽松の当初の輸入は明治5年で勧農案新宿農

学所時代で北米より，アカシアは#1琳品種を明治初年澳
国より，ポプラは明治初年，月桂樹は同じく明治初年，

東欧州より，タイサンポクも花木として米国より，ユー

カリは明治7年，フランスのマルセーユより職州澤祭の

ように古くから輸入された）ものの中にはストロープ，

ドイツトウヒ，モリシマ，アカシヤ等灸のように地方的

にほ立派に育ち，成長もなかなかよいといわれるものが

あるので，これらの特性等食を検討して，儀良と思われ

るものを差当って増やして行こうとするものである。更

に具体的にどうすすめるかを述べると，まずすすめかた

を暫定的のものと恒久的のものの2つに考えこれを平行

的に進めようとするものである。

暫定的の1つほ現在のﾎ扮中のよい種を選んでこれを

増やし，造祢用の種苗を供給しようとするもので，すな

わち，擬緬休を1綱霧種林と2級採種林に区分して甥鍾

は原則的には1鍵蒲霞林から採種し，1級緬林からの

採販量で不足の場合には2級採種林から銅反して，オウ鐸

種苗法の施行規則第ユ2条に溌潅されている〃体（スギ

であれば胸高周囲2尺以下で樹高が7間以下，ヒノキ，

マツであれば胸高周囲1尺5寸以FFで樹高が6間以下の

もの）や立地条件や林令から尋て成長が不良な糊くから

椎成されている汐扮（これを癖禁止林と呼ぶことにし

た）からは癖反しないようにしようとするものである。

これらの目的を達するためには1級’鍾林朧でき得る限

り澗識苗法による剛鋤林に指定してf癖を禁止し，確

保鑑存するように努め， 2級識林は母渡淋には指定し

て(顎§は制限しないが，適正伐期令以上の林分であれば

伐採届出の際，極力種子の適期に行うように指灘するこ

とにした。1級採種林とか2級採霞林という言葉を使っ

たが，1級お確林とは現在,ホ繍苗法の第3条によっ

て（基準は施行規則第2条に該当する渦赤またはこれら

の湧木の集団）指定されている。また揖這しようとする

母樹または母樹林を育種的見地から再検討したﾎ溺で，

これを言葉をかえていえば立地条件や林令からふて戊罠
がよく･幹が迩宣で枝が細く，その枝も自撒輔殿で摩な

る樹苗養成，種子採取費の補助

昭和25年 同規程による毬果郷反溌補助，

母樹林保存損失補償（母樹の補

償）（樹苗養成は公共事業え）

昭和30竿 郵池,適用試験捕助として糟英
樹の選抜とクローンの養成を一

部の県に行なう。

（註） 以上は民有林関係の措侭であるが，国有称関

係においても民有林行政に則応する措置がと

られ，ことに昭和29年より精英樹の選抜と

クローンの義成が行なっている。

以上のようにいろいろの措置がとられてきたのである

が，さきに述べたような理由からこれを大きく蕊蕊化し

ようとするもので，外国の育種蕊蕪業が進んでいるとか，

民間の叫びから論『ﾃのようにこの育種湾諜を進めようと

するものでないことを御諒承願いたい。それは林木育種

琴諜が極わめて謹蕊であり，どの蕊蕊を進めるためのす

べての準備（民有林にあっては昭和30年の現地適用試

験という名目で，国宥赫は昭和29年より莞施している

ことは前睦の通り）ができあがったので，こんごはこれ

を溌職的，計画的に実施しようとするものである。

もう一つ，このように必要であり，重要なそして昔か

ら一部に行なわれたﾎ体の品種改良,育種湾鐸がなぜ発
達しなかったであろうか。

こんなことは林業技術者であれば大方の人々は承知し

ていうだろうが，次のようなことがこれを阻害し，強く

推進されなかった理由であると思料する。

（1）木材の入手が容易であったこと。

､樫）木材の従来の需要は大部分が彊蕊銅等で，今日の

ように工業原材料としての犬需要が少なかったこ

とo

《3）林木育種の次の特性からくる困難性があったこ
と。

a・長命で，しかも長大な材科を対象とするの

で育種に特別の技術が必要であったこと。

b.長命であるがため特性の検定，開花等に長
い年月を要すること。

c、このようなことから大きな設備と経費を要

すること。

d. したがって長作物等のように個人でば困難

で，また個人が行ったとしてもその割合に

物質的な恩恵が少ないこと。

林木育種事業の進めかた

称水育種事業とはよい意味の変り種を作りだし，これ

を増殖していく佳事であるという前提で，変り種を作る

場，すなわち，林木の優良品種の育成する場，（これを

“

、

ｊ
ｊ

《
》

----‐2‐･----‐



伊藤： 林木育種事業実施のあらまし

林木からなる術燭をいうもので，勿論，その*跡は病虫

害のないことや樹冠の狭いことはいうまでもない。2級

錘林とは1級深種林と癌禁止林に該当しない林分

で，個盈の凋沐は1級鍾林を購成するようた立派なも

のやこれに準ずるような林木があっても，不良木が半分

近くまで混スしている林分を揖弥するものである。

暫定的の2つは前にも一寸ふれたが，在来品種，こと

にスギサシキ品種には同名でありながら異種のもの，異

名でありながら同種のもの筆多々あるが，それらの中に

は成長量の極わめて大きいもの，形質の良いもの，ある

いはまた病虫害，雪等に強いものなどいろいろあるとい

われているが，これらを学問的に研究調査を行なって特

性を明らかにして，優良なものはどんどん増殖していこ

うとするものである。

次に恒久的として行う彗諺鴬臓糖麺劉の選抜による育種

華を進めることに主眼を置くもので，これは現在の林

分の中から精英樹（とび抜けて戊蔓,形質のよい林木）

を選んで，この子拱を無1鐸殖によって増やすことであ，

る。この琴諜のすすめかたはまず，現在の＃綴･中から成

長の点，単位面積当の材積の点，それに地方によっては

耐病性とか耐雪性等点の特殊性等にとび抜けてよい木を

選ぶことである。これを選ぶのは誰れでもよいというも

‘のでなく，選びかたのよしあしによって，これからでき

た子拱の良否に極わめて大きな違いを生ずるので，慎重

Wこ選ぶことが犬切である。それで,精輯封の窒繧を作り，

それによって民有林関係であれば地方庁の出先機関の林

業鈎術者が，国有林関係においては営搾暑がそれぞれ自

分の管内より候舗木を選んで，それぞれの監嘗機関（地

方庁，萱たは営林局）に報告し，溌瞥機関ほこの報告に

基いて堯也に再検討して最後的決定を行うのである。

精英樹の選抜遊興堂とはどんなものかというと，これは

樹種により，または瀧諺調選抜の目標を何に置くかによ

って，また同じ捜腫，同じ目標であっても人工林の場合

と天然林の場合によって異なるが，現在までの謡調査

等からば形質の点は極わめて困難であるから，差当って

は戊農のよい，そして単位遁職当の材積の多いことを目

標とし選抜しようとするものである。したがって，これ

から述べようとするものは人工林の場合で虚長の早いも

のを目標とした"Eである。

（1）直径の棄却検定を行なって次の麹陰の危鐸で棄
却する。

スギ，ヒノキ，アカマツ，クロマツ，カラマツで′

あれば1％以下を。しかし，形質が特によいもの

であれば5％以下までを許容することにし，エ

ゾマツ，トドマツ，ヒバ等は5％以下のもの。

個候繍木の周囲の3大木の材稜を測定して，その3

大木の平均材積と候補木の材積を焔較して，後者

ほ50％以上大きいこと。しかし，この場合も形質

が特によい場合は30％以上でもよいとすること

にした。

（8）樹冠力;狭いこと。この樹冠の狭いことの調査は樹

冠の直径と樹高直径から枝張数を計算して，枝張

数の小さいことを良とし，スギであれば45以下，

その他の樹種は50以下のものとした。

（4）その他，1級採種林を織成する林木の条件の際に

述べたような条件,枝が細く，自然落枝の侭秀，

幹が通直，病虫害にかからぬもの等禽朧当然で，

スギなどほことに心材が赤いことなども選抜基準

として考慮することにした。

このように選ばれた精英樹の保存はやばり1級採霞林

と同様に林業霞苗法によって母樹に指定して伐採を禁止

する措置を採ることにしたが，現在の種苗法による母樹

または母樹林の基準は大きさ挺重点を置かれているた

ぬ，その全部を母樹に指定することが現行法では不可能

であり，この選抜の進むに伴い，このようなもの瀧相当

量あるとすれば適当な措置を識じなければならないと考

えている。

かくして鞘英樹が選ばれたら，次はこのホを採って，

ザ･シキのできる樹種はサシキによって苗を養成し，その

苗を使って採ホ台木を養成し，この台木からのサシキ苗

で採ホ園を作り，サシキのできない樹種はツギホを糖英

樹から銅反してツキギ苗を養成して採龍園を作り，事業

用に供給する仕組である。

勿論，次代検定を行なわずして，事業用に供給するこ

とは一部の学者間に健異論めいたことがあるだろうが，

この供給の方法を精英樹の所在地と同じ環境に限定する

ときはそれ程の心配ばなく，また現在のものよりも少し

てもよくなるという前提であるから異存がないことは識

者の認める所である。

以上の暫定的な事業，恒久的な事業を平行に強力に行

うことが，林野庁の育種事業の大要である。これを組織

的，計画的に行なうために，新品種を育成する場と，こ

れから流れ出る原を種を増殖する聯ま絶対的に必要であ

るので，目下，予算案に編入方を大蔵省に要求中である

ことは前に述べた通りである。この場の權想は，少なく

とも新品種の場は全国に7カ所を護うけ，これは国営と
し，原を種の場は府県を区域として1～2カ所を設け，

民有林関係は府県営の苗畑，または地方林業試験の郵剛

を,､国有林関係は代表営林署苗畑それぞれの体勢に整備
することである。

なお,取扱う樹種は差当り針蕊樹に重点を置き，スギ，

ヒノキ，アカマツ，ク戸-マツ，カラマツ，エゾマツ，ト

ドマツとし，国有林関係にありては以上の外，ヒパ，ヤ

チ書ﾓを行うことにした点をつけ加えて置く。

4
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は10,000円内外かかるのに， タネの祠而はお端むね

500円師菱にすぎない。濁乍物では品種を吟味しないこ

とは，とうてい考えられないが，林木でばテシキを実行

している地方で，スギの品種をわけているだけである。

すなわち，ほかの地方では，枝葉や樹皮の特徴でいわゆ

る品種をわけているが遺体の実際とは無関係である。

形態で品種をわけるのは，人相で善人と悪人とを区別

するようなもので，むしろ有簔撫益である。形態で品種

をわけているぱわいに，品種別に造休成績を比較した報
告が知られていないばかりでなく，タネやサシホを集め
るさいに，いわゆる品種を毒穂していないから，造林_上

は有名無簔であるが，世人をまどわせる点はあきらかに

有害である。

剃業技術者が品種を理解しはじめたのは最近である

が，いまだに品種の意味をはきちがえている樹術者があ
る。

1951年秋,鮨木果の福田孫多氏の鶏費を紹介したころ
には，品種をクローンに限定することは不合理であると

いってｦ澪堆した獅|『者があったが，近ごろではクローン

であるか，あるいばクローンに近いものでなければ品種

としての価値が低いことが，ようやくわかってきたよう

である。

エリ戸ト（精英樹)をえらんでクモトウシ（雪甑，ヴ

ンツウ）のような擬良品種が育成された例もあるがエリ

戸ト熱が高まったのは，日本人の避辨として，外国の影

響をうけ燕結果である。

すなわち，1952年にLindquist教授が来朝し，各地

を旅行してエリートの知識をひろめた。

その翌竿から欧米へ出張して獺<育種の実際を視察す

るものが続出し，エリートの選抜やポプラの造林などが

さかんに宣伝された。ポプラの造林は，ユーカリとおな

じように，一時のはやりものにすぎないと思うが，へた

をすると渦ﾜk育種そのものまで，そのまきぞえをくうお

それがある。

エリートの選抜は全国的にはやりものになってすでに

公表されたものだけでも，かなりたくさんになった。

エリ戸卜が選抜されることは災ろこばしいとしても，

林木育種の夷喋とどんな関係にあるかを，冷静に謹篝す
る必要がある。

エリートがどれだけりつばであっても，蕊謬勃;めぐま

れているためであって，適云子にはぽとんど長所がない

ことがめずらしくない。すなわち，人間の社会で「ウジ

（氏)より育ち」といわれるように，ホ衝くでも難覚によっ
てりつばに育っても，そのタネまたはサシホで育てた苗

木が，母樹といちじるしく､らがうことがある。

エリートをえらんだら，次代検定をおこなって，その

遮伝子がすぐれているかどうかを吟味することが隷勝で

ある。しかしながら進淋成績ほ，蕊寛や造林保育法によ

って，いちじるしくちがうことがめずらしくないから，

次代検定の結果がそう簡単にわかるはずはない。たとえ

ば，甲地ではよいが，乙地ではわるく，丙地では鍵初の

生育はよくてもまもなく成長が苧ったり'病虫害が発

－＝一一r＝b一口屯負一一ご軽査・才 ロ…、･や￥年一

林木育種の動向

中村賢太郎
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林業.林学には流行がおおすぎる。大正の終りから昭

和の初めにかけて，全感をうたわれた自然法則尊重はそ

の代表署である。天然更新●択伐作業・混交林．複層林

などを理想とした当時を知る人が，現在の反動状況を見

たらおどろくことであろう。強庭間伐や1密生造林もお
なじような動きをしめした。

日本人の通弊として，はやりものになると，これにさ

からう人がほとんどいないことは，1953年に流行したユ
ーカリを思いだしてもらえばよくわかる。

澗永育種を流行のなかまえいれることは不都合である
と，いきりたつ人がおおいと思う。しかし厳がら，世人

がこれをさわぎだした顛艤を救獄してみると，かならず

しも健全な経過をたどっているとは考えられない。

称木育種が一時的の流行におわることな,く，健全に発
展するに朧，すべてのﾎi業技術者の理解ある協力が必要

である。

したがって，過去，壬睡および将来をかたることが重
夕

要であると考える。

育種には週友と交雑〈カケアワセ）と突然変異とがあ

るが,農作物では栽培上すぐれているものをえらびだす
のが最初であって，育種がかなり進歩してから，蚕雑や

突然変異にとりかかるのが普通である。

澗赤では，鍵初さかんに実行されたのは，コルヒチン
による倍数体の育成であるが，研究者の努力がむくいら

れなくて，まだ実用にならないことは遣憾である。

しかしながら，澗雲にとっては林木の育種はまった

く対岸の火蕊であって，現在でも大部分の棒幾家ば，樹

種がちがわなければどんなタネでもよいというのが普通
である。ヨシノスギを多雪員防へうえると杢育がわるい

ことは，古くから知られていて，造赫朔のタネの配給区

域がきめられたが，どれだけまもられているかうたがわ
しい。

いわんや，すぐれたf罰封をえらぶことは，九州その他

獅鳴の地方のスギにかぎられる。タネの活力すなわち発
芽率や発芽勢などは，まきつけの分量をきめるために，

おもく見られるが’もつともたいせつであるタネの遺伝

子ほほとんど問題にされていない。

サシキのばわいには，品種を吟味している地方がおお

いが，ミショウのぱわいにはすぐれたf罰謝をえらんでタ

ネをとることはまれであった。すなわち，催良母樹のダ
ネを集造ると，スギでは1,000～1,500円，アカマツで

一

毛
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中、村：林木育種の動向 I

純分や催良f馴封の女ネを集めるように努力することが，

つぎの段階である。現在では，エリートのタネまたはサ

シホにかぎることは，夢のような話である。ただし，エ

リートの知識が普及すれば，論のずから不良母樹のタネ

を使わなくなることが猟誇される。

エリートでなければ，造休伽植がないような宣伝をす

る非常識な学者があるときくが，それはすくなくとも

20～30年以上さきの話である。

つぎにエリートとして，凋質におもきをおくか，ある

いば成長量をおもく見るかを，論議することがあるが，

両者ともに老溝する必凄勤:ある。生産の目的によっては

材質が重要であるぱわいがあるが，成員があまりおそく

ては造休の佃植がない。これからは成長がはやく，伐期

がひくいことが讓窪されるとしても，澗撹があまりわる

いものは，エリ－1､といえない。なお病虫害も重要であ

って，すでに南九州のスギでは，スギタマバエに対する
抵坑が重要な性質になっている。

スギは古くからサシキを実行して，優良品種の選抜育
成に努力したため，世界の主要造林樹種のうちで育種の
実際がもっとも進歩している。外国でも‘サシキを実行
できるポプラがまずとりあげられたことは当然である。

菱難による育種は有望であるが，戊長のはやい個体を
えらびだすには，ポプラほ便利である。

ポプラの育種はもっとも進歩しているとしても，わが

国に造休の適地がないばかりでなく，欧米でも鎮プラの

造獅薗地はかぎられているから，近い将来に林木育種の
対象ほ針鴻鋤にうつるであろう。

すでに成果をおさめているのはカラマツであるが，こ

れからはマツ類の燕隆が中心になると思う。

それだのにわが国には，スギやマツ類の育種を忘れ
て，外国かぶれをしてポプラの育種を宣伝している学者
がある。

林木育種は造休のひとわの補助手穀にすぎないのに，

造隊の実際を知らない技術者が，育種を論議している傾
向があるが，造林をはなれた育種は実用にならない。

突然変異による新品種の育成も考えられないことはな

いが，交雑と選抜とが中心になって進歩することであろ
う。

獅木育種には短気は禦吻である。わが国では，正常な
コースを経て発達していないだけに，過去におけるいろ

いろのばやりものとおなじように，線香花火におわるこ
とが憂慮される。とくにポプラに重点をおくようでは，
数年後には忘れられるであろう。

澗永育種を睦実に進歩発展させるには，不良母樹を避
けることを第1として，順次すぐ・れた母樹をえらぶよう
に努力すべきである。

現伏のまま，ただちにエリートにかぎるように宣伝す
ることは，おおきい飛躍であるだけに，危険をともなう
不安があ“造林は健実をモツI､－とすべきで，鐵幾的

のしごとをつつしむことがたいせつである。

一部学者の空想論に反して，林野庁造林保護課育種班
が健実なti率をしていることはよろこばしい。

生することがある。生育伏態が遺伝子によるか，環寛に
支配されているかを，判定するキメテがないことが，造

洞談術者のなや象である。ともかく，剛封がすばらしく

･鰯露であるとしても，それだけで造林価値を想定するこ

とはすこぶる危険である。

もうひとつのなや承は，すぐれたエリートをえらびだ

しても，これを急にふやす方法がないことである。サシ

キを実行できるぱわいは比較的容易であるが，個体によ

っては発展が不可能に近いほどむずかしいことｶﾐある。

いつばんに高冷になるほど発梗しにくいから，エリート

をえらんでこれをふやしはじめても，等崇的に造休でき
るのは20～30年後になるであろう。

ミショウのぱわいに獄，ツギキ苗をしたてて，銅重園
をつくることになるから，タネを集めることが容易でな

いばかりでなく，花嚇3の影響があるため，遺伝子がす
ぐれているかどうかを吟味することが，サシキのぱわい

よりは，はるかに困難である。

個燐雲抜を理想とするとしても，実質的に集団懲友と

鐘がないとすれば，プラス林分のタネの集めるほう

が，採瞳園をつくる経費がいらないだけに，さしあたり

は効果がおおきい。銅重園をつくることはもちろん将来

の理想ではあるが，ばく大な経費を要するだけに，とく

に催鋳なエリートをえらんでツギキ苗をしたてる必要が
ある。

さらに禰妹育種上こまかいことは，どんなぱわいにも

すぐれた成績をしめす万能品種がないことである。すな

わち，どの品種にも一長一短がある。

たとえば，成長がはやい品種は，やせ地では生育がわ

るくこえた搾池を必要とするばかりでなく，成長がはや

いと材質がもろいためか，雪の害がはなはだしい。たと

えば富山県のポカスギは，成長がはやいかわりに雪の害

にかかりやすい。

また富山采のタテヤマスギ（立山杉）や秋田県のトウ

ドウスギ（#蛎杉）は，寒さの害がすぐないとしても，

幼時の成長がおそい欠点がある。

稲作では，冷害腫そなえて脈農劉生帰種をえらぶか，あ

るいは多少の危険をおかしても収量のおおい品種をえら

ぶかが問題になるが，*礫においても，品種のえらびか
たにはかわりがないはずである。

それだのに，エリートを宣伝する学者が，商品の広告
とおなじように，長所だけをならべたてることはよろし

くない。既成の品種では，おおむね長所も短所も知りつ

くされているが，エリ－1､をえらんで育成される新品種

は，宣伝鄙長な承の名文句がならべられるため，これを

造隊して失望する*鐸家ができることであろう。鐸教
授という地位を利用して，育種をクイモノにしている学

者があるという声をきくが，とくにエリ戸卜にかんして

は過去の宣辰は有害である。

造林成績をよくするには，マイナス純分や不良餓勧の
タネを使わないようにすることが急務であって，プラス

■一q
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日本に於ける林木育種の変遷

敬佐藤
一
一

れを自己所有の大字西)I1字登山の山林ユ町5反2畝歩に

植栽した。今からおよそ280年前で，これが日本に於け

るスギの育種のばじまりと云えるようである。

福岡伊右循門の選んだ白杉が，1本の母樹を元甫とす

る純粋なク画一ン（栄義系）であったか，それとも類似

の形質を有する何本かの母樹から採穂して挿木繁殖した
クローン・コンプレックス（栄養系群）であったかは，

今から知る由もないが，想像するところ，多分後者でば

ないかと思われる。何となれば，1町5反2前捗の植栽

に要する苗木は少くとも5,000本以上に上り，この多数

の苗木を当時ただ1本の剛勧から蕊直せしめたものだけ

で充たし得たとは思われないし，また，その後この「白

杉」からホシジロ，ミネヤマジロ，ホオズキジロなどの

租瀕を選抜していることからみても，最初の白杉が，純

粋のクローンではなくして，クローン・コンプレックス

であったと見る方が妥当であろう。

妖II馳方のスギの銅くは，今からおよそ370年揃天IE
11年頃,伊東祐隆が妖肥に封ぜらて藩財政の窮乏を救う

手段として極力杉の造林を奨励したことに始るとされて

いるが,歓肥杉のいわゆる肯葱,其赤,荒皮,擁赤,校
長,枝太,澗<,真黒，土佐黒,半黒，ガリン，カラツ

キなどが，何人の手によって，何時どうして出来たもの

であるかは明らかでない。

"ll,幕府は，明和元年(1764)に「差杉仕様」の布令

を出し，また明和6年（1769）には「御林植漆除場空地

苗木植付,差木其外差杉仕様御達書」を出して，挿木造

林の蝿を行ったが,まだ驫癒選抜の点には意が動いた
形跡がなく，単に「鰯封は10年生位の若い鰯劉から，

勢のよい枝先をとり，3年生の部分を残して，1尺5寸

ないし2尺5寸に穂作りするように」と指示しているに

留っている。

しかし，その後に起った民間の造林篤志家のなかに

は，次第に母樹のもっている優良な形質や戊長は，挿

木によれば次代の林木に継承せしめ得ることを，纒険に

よって知るに至り，彼等が見て潤以の樹生をもつものと

判定した剛徴(複数)から銅患を採集して，特性毎に別点

に義苗して，それらの各群にそれぞれの呼名をつけて，

区別することにした。このようにして出来たものが，こ

んにち日本各地の杉挿木造林地方に知られているいわゆ

る「挿杉の品種」であろうと，筆者は考えるのである。

H.W・ウエーバ戸はその名著｢剃鐸の体系」のなか

で，林学の誕生をした時をI日蔭に示めすことは，かなり

むづかしいことである。何んとなれば歴史は，いわれる

ごとく「夜つくられる」からである。と述べているが，

林木育種の発祥もそれの変遷も，これを精確に云うこと

はなかなかむづかしい問題である。小さい芽生えが何時

とはなしに大木となるように，落葉の底をくぐってジメ

ジメと泌承出した水が流れ集って，除盈に渓流となり，

大河となるように，初めは人目につかぬ些凌たる仕事

や，あちらこちらのパラバラの経験的災感が載り童って

こんにち－何100年の後になって一料沐育種と呼ば

れる事業にまで成長してきたものである。

割合に早い林木育種の芽生え

日本に於ける林木育種の起りは，ハツキリとはわから

ないが，匙較的早いもののようである。そしてその特色

は,今日行われていると同様に，スギの掩木鋤尚法によ

る選鋳罰重にあった。これは後に述べるように大いに有

意義であり，かつ，また適切有効な方法でもあったので

ある。

ス雫の挿木は，史実によれば，京謝恥山地方の台杉作

業に行われたものが最も古いものといえるようである。

伝説としては，神武天皇，神功皇后その他の挿杉が伝え

られているが信をおくに足らない。

北山台杉の起原は,今から零0年余り前の，応永年間
だとされている。当時京都は，平安遷都以来の都市の繁

栄と共に，大いに木材の需要を増し，ひいては植称の必

要に迫られ，結果として応永年間の株杉作業の開始を見

るに至った。時恰も室町時代で，茶の湯の流行に伴い，

茶室の建築が磯んであり，杉丸太の需要がおびただしか

ったために，株杉作業の発展を来したものであるが，降

って応仁の乱後は，その需要が一層多きを加え，従来北

桑田郡山国郷一帯に限られていた杉林業は次第にその区

域を拡張して，南部諸村及び隣接の葛野郡小野郷や河内

弧坊面にも及んだ。初期の台杉も挿木によって繁殖して

いたことは間違いないようであるが，その場合，挿穂を

特に遥ばれた母樹からだけ採集したものか，あるいは母

樹を選定することなしに採集したものかは判明しない。

しかるに，延宝5年（1677）には，中川村の福岡伊右

衛門が，特に優良種「白杉」を選抜して挿木謹苗し，こ

ユ
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佐藤： 日本に於ける林木育麓の変遷

これを，前に述べたようにクローン・コンプレックスと

呼んで，純粋のクローンと区別する所以である。

育種法を実際的手段によって分鱗罰薗と蚕雛育稲とに
分けることは，非メンデル式育種法の知られなかった往

時の育種時代に於いては，普通のことであり，特に初期

の時代には，分離育種がもつとも一般的な育種法である

ことば，一般作物に於いても，桑や茶，園芸作物などに

於いても同様である。分離育種のなかには衆知の如く。

純系分離，系統分離，栄養系分離，自然的突然淡異の利

用などがあり，系統分離には更に集団選抜と個体選抜と

があるが，日本の林業に於いて最初に発達した初期の育

種法憾，上に述べたように，集団選抜による栄謎系分離

法とでも云うべき特殊の方法であったと象ることが出来

よう。すなわち，目的とする特性をもった母樹を，個体

別にではなく，数本（時として数10本）選抜して，これ

から挿穂して挿木増殖し，クローン・コンプレックス，

クローン群，あるいは準ク戸一ンとも称すべきものを創

造したのである。

その効果は，しかしながら，今日先進林業地に見る如
く，相当のもので，成長や形質の点に於いてかなりよく

揃ったおおむね良好な林分が，挿杉地方には実現されて
いる。例えば，成長壁についていえば，ウラセバルスギ

をその最適立地に植職した場合,40年生で約4,000石，

年平均成長遼町当り約100石という驚くべき成長を示め

す林分も現実に出来た程である。

次に起ったクローンの育成

江戸時代中期以後のはなばなしい育種事業は特用樹種

に於いてゑられる。そしてその特色は，自然突然変異あ

るいは枝礎り（芽条突然変異）を接木によって増殖する

ことにあった。その典型的な例はハゼである。

もともとハゼは正保元年（16“）異国船が薩摩の桜

島に漂着したとき，土民に伝えたものであるといわれる

が，今日の原子力の如く，時代の寵児として，急速に西

日本各地に拡がった。ローソクは当時，こんにちの電灯

であり，鍍光灯であり，ネオンであったからである。

伊吉ハゼ，王炉，葡萄ハゼ，松山ハゼは後世までハゼ

の四天王と云われたハゼの代表的優良品種であるが，昭

和初期に本田武典によって世に紹介された昭和福ハゼと

共に，接木によって育成されたクローン:である。

伊吉ハゼは，福岡采三井郡小郡町の内山伊吉が，今か

ら約200年程前，特に豊産の1異品を得て，これを普及

したことに基いており，王頼は，愛媛県周桑郡中ﾉ1I村の

野田文治が，庭内の自然生炉樹について，その2又に分

れた枝のうち，赤芽で豊産の1校をとって，接木増殖し

たもので，接木を始めたの妹安政年間（1854）である

が，接穂の豊富となるに従って，明治初年から急激に拡

まった。王炉の原木は明治19年（1886）に暴風に遭っ

て倒れた。葡萄ハゼは，天保年間（1830）に，和歌山泉

那珂郡志賀野村の吉瀬勇三が，自家栽培中のハゼから特

に大きな果実を着ける個体を発見して，これを接木によ

って増殖したものであり，松山ハゼば，宝暦4年(1754）

に,福岡県浮羽郡船越村の竹下周直が，実が大粒で，房

が短く，鴫め歩止りがよくて，品質も腱れた，1優良樹

を発見して， これを接木によって増殖したものであっ

て，竹下の死後は江戸時代の農林学者大蔵永常によって

天下に奨励せられた品種である。すなわち，大蔵永常

は，享和2年（1802）に出版した彼の名著「農家益」に

この優良品種を紹介すると共に，自からその苗木を養成

して無俄配布した。筑後浮羽郡に育成された松山ハゼが

東へ東へと海を越えて，三決,遠江へ，さらに大銅1Iを

渡うて駿河まで，拡がるに至ったのも実に永常の努力の

賜ものであった。

な鎚利太治ハゼは，愛媛県西宇和野営内村の平家利太

治の育成にかかるもので，彼は天保10年（1839）の夏

たまたま自家の庭前に1本の実生ハゼが勢よく生育して

いるのを発見し，成長力の旺盛なことに心を惹かれ，こ

れを数町隔てた自家のキビ畑中に移植したが，10年後に

は未曾有の鐸を得たので,これを他のﾊぜﾉｷに接木
したところ何れも生育旺鐡で，多額の収謹を挙げた。安

政2年（1855）頃からは，伝え聞いてこの接穂を希望す

る者力職出し，この原木から多くの接穂を配布したの

で，近隣一帯のハゼ実の産額は大いに増加し，地方産業

としてのハゼ実の生産は頓にいん賑を極めたq明治27

年，時の愛媛県知事が彼を追賞したのも宜なるかなと肯

づける。

他のハゼの品種たとえば，辰江，石成，長房，隆蔵，

与右衛門，銀実,霜被，上妻などについても，上の品種

とほぼ同様な成因が考えられ，昭和福ハゼは明らかに突

然変異の1個体に由来するものである。

接木によるクローンの育成は，ひとりハゼの承に止ら

ず，クリについてもまったく同じで，数ユ0による品種

が多くこのような方法によって育成された。

日本紙の原料であるコウゾでは，接木によってではな

く，株分けや挿木などの方法によって，多くのクローン

が育成された。たとえば赤緒，青猪，真楮,黒猪，白

猪，手折，高猪， まむし，麻葉,芽高，円蕊ナマズ

尾，帽子被りの如きものである。しかしコウゾの場合に

は，純粋のクローンだけでなく，クローン・コンブ?レツ

クスと認められる場合も少くないようである。

ボヤけていた種子利用の育種

挿木,接木,株分け，伏条(例えばアテ）などの無性
繁殖を利用する場合にくらべて，種子を利用する場合の

育種は甚だポヤけていて誰がいつどこでかくかくの品種

を育成したというような例は始んど知られていない。

民間の実生造休として最も古い歴史をもち，蓑た最も

進歩した技術をもっと思われる吉野地方の杉林業に於い

ても，その品種的考慮はそれよりもズツと遅れて発達し

た他の挿極諏醐坊にくらべると，同日の論ではない。

現在の林相を比較しただけでも，その差は一目瞭然であ・

り，前者の株分内にある林木個体間の形質の差は極めて

睡二
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佐藤： 日本に於ける林木育種の変遥

使ったi剴束地で，尚玩産のタネあるいば山引苗を使った

所では天然生林と同じように立派に生育していることが

わかった。ま酒溌友高およそ500～700mの比較的低

いところでは，千葉県その他低鮒灌のタネを使った造林

地もよく生育していることを知った。

これらの研究が，さきにドイツを始め他の諸国で行わ

れた多数の試験研究滞銀と共に，後日種子配給区域設定

の重蕊な基礎資料のひとつとなったことは，争そうべか

らざるまである、

産地の選定は，けれどもどちらかといえば，「より良

いものをとり出す」という積極面よりも，「不成績造林

地をつくらぬ」と､､う消極菌に重点が置かれていると云
えよう。

職種'約に優良なものをつくり倒すという方法として

は，「母樹及び母樹林の指定｣を規定する林業種苗法が，

昭和15年1月15日から施行されている｡

種子による育種は，自然交雑の関係で，その効果の的

確を期しがたいので，外山三郎の黒松26号の場合を除

いては，実用的に顕著な成果を実証されたものが殆んど

なく，民間の篤林家はむしろ挿木によるク戸一ンの育成

によって，林木育種の実効を挙げつつある。

熊本県菊池郡水源村の武藤品雄は，その管理下にあっ

た杉造林地の中から1本の異常成長木を見掛し，これか

らタネを採って播種,育苗を試みること数年，丹誠こめ

た保育にもかかわらず，その子は文字通り不肖の子ばか
りで，これぞという優良児が得られなかったところか

ら，後には方法を変えて挿木増殖に移したが，結果は思

う壷には寮って，優良グ戸一ンが得られ，遂に雲通杉の

育成に成功したのである。

千葉県市原郡姉崎町の福田孫舞ま，単に成長の点に関

しての験ならず，適応性，熟期，耐陰性などの諸特性に

関しても，それぞれの特性をもった多数の優良ク圃一ン
の育成を，同様にスギについて行いつつある。ただ福田
の場合は1林分1品種だけで出来た成熟林がまだ出来て

いないようで,プロジエニー･テストの完成が望室れる。

なお，兵庫県には妖肥スギから分離したという松下仙

蔵の松下1号～5号が知られているが，これが，前二者

の場合と同様な純粋クローンなのか，あるいはあり来た

りのクローン・_コンプレックスなのかは明らかにされて

いない。

このようiこ見てくると，日本に於ける過去の洞永育種

の実漂は，その識§が無性繁殖によるクローンの育成に

あったようであり，擬沐あるいは鐸kによるクローンの

育成こそは，日本の布にk育種の犠敷であったと，云える

のでばないかと思う。われわれは決して過去にこだわっ

てはいけないが，同時にまた過去を無硯してはならない

と信ずる。

カントが述べたように，既にとり急ぎ建物をたてはじ

めてから，その後で土台がシツカリ据っているかどうか

を吟味することは,人間の理性にありがちな弱点である。

大きく，一見雑ぱくの観を呈するのに反して，過歩した

挿杉釧樺鮒滞の林分内の林木は揃っていて，斉一の観を

呈する。

吉野の罐ほ文亀，永正，大永，享禄の頃（1501～

1531）から始ったと伝えられるが，森庄一郎著「吉野休

業全書」（1898）によれば，「下り枝杉は渋強く，指枝杉

は色美しく，木質上等である」として，僅づかに鰯薗の

選定について触れるに止り，杉のう噸につき差別を生ず

る因子としては，第1土地の寒暖，第2土地の肥鋳，第

3栽培の適否,第4樹木の性質，第5天然の愛化,第6

外部よりの餓菩として，むしろ「氏より育ち」の見解を

とっていたものの如くである。

しかしながら，往祷，母樹の選択についての関心が全

然なかったわけではなく，元駁時代（1696）になると，

スギの種木には「木の色赤くして，皮薄く，まらかに

して刺なく，挺髪しげからず，皮朋細かなるもの」を選

んでbタネを採らなければならぬと，鰯封の滅郵斜寺性

についての要求を，宮崎安貞の鐸篶全書は掲げており，

文化6年（1809）佐藤信淵はその種撒蝿遮莫に，「赤杉の

性よき木」を顕劉として選べと説き，文政の頃（1820）

若槻新六は，スギの種木には「ヤクモあるいぼサツマス

ギという木目細かにして紅色を帯びたもの」を選ぶよう

に寵意している。嘉永年代(1848)水戸藩では,スギを赤，

黒の2種に分け，赤杉は戊農はおそいが良材･となるから

赤杉からタネを採るようにとさとし，嘉永2年（1849）

與野隆雄の「太山の左知」には，「親木の癖なく，すな

おに庇罠する，葉色の黒承なく黄ばんで，葉毎にさらさ

らとした杉の木の実をとるべし」と述ぺている。

また明溶初年，沖繩地方では，マツのタネは素性のよ

い木から採るように緯暮し，また明治7年(1874)津田

仙の「鐸三事」にも，一般にマツ，スギ等はなるべく

下に傾いた枝のある水からタネを採るようにせよ。その

故は，すべて草木共に自然その院種に似る．ものであるか

ら，その子もまた自然と繁茂するにつれて，その枝が原

木のように下に傾いて成長し，木材となることが最も早

いからであると論じている。

近代育種の台頭

近代の満永育種はタネの産地問題に端を発する。

山形県最上郡金山町の川崎吉次は大正年間，吉野杉，

秋田杉及び地元の山形杉のタネをとって養苗し，これを

金山町の自家所有の料地に並べて植栽したところ，吉野

杉は堅砦その他の障害のために殆んど滅亡して，成林を

見なかった。白沢保美臓その実情を調査し，またその原

因を朋究して，裏日本と表日本との気象条件の相違，な

かんずく，その年を通ずる降ﾇk量の琴獅的分布の差異に

基づくものであると判断した。これが今日，表杉と裏杉

との区別をなさしめるに至った根原である。

大正12年(1923)北島君三は，富士山麓の海陵1,000
DXn内外の吉田付近のアカマツの不成緯銅地をしらべた

ところ，不成績となったのは千葉県など低地産のタネを

ユ
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くなりますが，育種の原理そのものはきわあて簡単で

す。遺伝的にすぐ．れた親を見出してその子供を使うこ

と，多くの個体に分散しているすぐれた性質をひとつに

あつめること，このふたつが育種だといっても云いすぎ

lではないと思います。この目的の為に，すぐれたものを
多く集めることが絶対に必要です。集める数が多い膳

ど，その中にほんとにすぐれたものがスっている可能性

は高くなります。また，相補うような性質をそなえたも

のも多くふくまれ童す。集めることは，このように基本

的な仕事なのですが，限られた育種関係者だけの眼では

ごく狭い範囲しか見られませんので，林業技術者全銭の

協力を望む次第です。

この点に関連して，特に収穫関係の技術者の方准に御

熱､しておきたいことがあります。それは，材質のすぐ‐

れたものの選出に協力願いたいことです。

品種改良にあたって，堂の増如と同時に質の向上に努

力せねばならないことは云うまでもあり室せんが，澗質

のすぐれたものの選出というのが，育種屋にとってはな

かなか実行困難なことです。ヤマヘ行ってぶても，木材

は皮の下にかくれていて見えません。成長錐を入れてぷ

てもごくづずかのことしか知れ霞せんし，第一片端から

穴をあけて重わることも実際上不可能なことです。鍵採

の現場へ行くのが一番よいのでしょうが，これもなかな

か困難です。私共もいくどか伐採現場での選出を計画し

て承ましたが，1林分の伐採が長期間にわたる為，毎日

ちょっと行って来れるような場所でないと実行不可能だ

とわかりました。従って，現在では，ほかの理由で選ば

れたものの中に，たまたま材質もよいのがスって来るの
p

を待つという，非常に不満足な状態になっていますヶ

材質の良し悪しというのは，本当は乾燥し製材してゑ

てからでないとわからないのかもしれません。だが，伐

倒し，玉切り，皮はぎを行えば，かなりのことは知れま

しょう。収穫関係第1線の技術者は(癖の現場とつなが

りを持っているのですから，材質のすぐれた個体を発見

する機会は育種関係者よりもはるかに多く持って居りま

す。材賀のすぐれた木を伐ったならば，簡単な記載（場

所，年令，直径，高さ等）をそえて，サシホ，ツギホを

育種関係者の所へ送るだけの労をとっていただきたいと

蕊堅します。

南九州の纈童のカシ用秘称は，鋸庄でははなはだ評削

が悪く，新しい造泳は行われなくなったようですが，成

長関係のほかに，用材の単価が案外に安いことがその理

由にあげられているようです。いろいろの用途にすぐれ

た性質を示めすカシ材がなぜそんなに安いかとしらべて

見ますと，出て来る材の多くに』上割れ等のキズがあって

使えないので，これらをゴミにした単価が非常に安くな

るのだとオブかりました。従って，品種改良によって，心

育種と林業技術者

× × ×
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近頃虫やかましく問題となったペニシリン・ショック

は，ペニシリンの乱用が原因だといわれています。終戦

当時，あのような貴重薬だったペニシリンが，こんな意

外な結果を生むほどに乱用されるとは，、ちょっと思いよ

らないことでした。それほどにペニシリンの侭菱は急激

に下りました。その原因にば，生産技術全般にわたる大

きな進歩があったのはいうまでもないことですが，その

基繊こば，生産菌の品種改良が大きい働きをしていま

す。巨犬なタンク壌隆による大溌生産も，生産性の高い

菌株がなければ実行不可能だったでしょう。

私がこんな話を持出したのは，生産性の高い優良菌株

が見出された由来に興味を持つからです。 10数年前の

ある日，アメリカのある町で1人の主婦がラジオの二二

F-スを聞いていました。ラジオは丁度，ある研究所がペ

ニシリンの生産の為にアオカビをあつめていることを話

していました。その主婦は，台所のすふに，前日か前倉

日に食べたメロンの皮にアオカビがいっぱいついたのが

あるのを思いだしました。あんなものがと，思ったかも

しれ寮せんが，この人はそのカビのついたメロンの皮を

′研究所に送りました。この時その婦人は知らなかったの

ですが，この鐵栄こそ，後のペニシリン工業の基礎にな

った生産性のきわめて高いものだったのです。

林木の育種の発足にあたって，第1線按砺昔の方盈に

まず御瞬､したいことは，このように，材料をぶつける

ことです。担当区の方をばいうまでもなく，経営の人も

噸塑の人も土木の人もすべて，山を歩いていて，これは

いいな，という木があればすぐ育種庭知らせるように心

掛けていただきたいと思い主す。どんなのが良いかわか

らないといわれるかも知れませんが，それは本当は育種

屋にもわからないのです。精英樹の要件としていろいろ

のことがあげられていますがそんなやかましいことは知

らなくとも，日下笥駿官のいう＄l集常識で，こんな木ば

かりならいいな，というような単木が数多く得られれば

いいのです。

育種も，遺伝子だの染色体だのといいだせばむづかし

一
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戸田：育種と林業技術者

割れのできないカシを作るならば,単価はずっとあがり，

有利な造林樹種として残り得るものと思われます。品質

の向上によって遇剰而値の出る樹種はその緑かかなりあ

るものと考えられ，収穫関係の方灸の協力によってそれ

らの職睡のすぐれた個体を集めたいものと思っていま

す。

次に，造林関係のｲi窯にたずさわっている披澗繕への

注文を申しのべ案しよう。

第1に御瞬､したいことば，育種以前の問題なのです

が，種苗の素質に深い関心を持っていただきたいという

ことです。ニワトリを飼うとき，1年300卵を生菫せよ

うと思えばしっかりした種難易から，織層の高いヒナを

求めなければ，いくら餌や管理に注意しても無駄なこと

はあきらかでしょう。また，食べ残したク〆モノの女ネ

で果樹園を開こうと考える人は，よもやありますまい。

だのに，剃永の種苗はなぜこんなに軽くみられるのでし

ょうか。

間伐木は，残される木よりも，それまでの成育が劣っ

ているか，形に欠点があるか，どちらかの場合が多いで

しょう。これらの欠点がすべて遺伝的に走ったものでは

ないでしょうが，つまり，間伐木の中にも遺伝的に染て

そう悪くないのも入っているでしょうが，それでも，間

伐木全体の平均としては，かなり劣ったものだろうと容

易に想像されます。私は何度か，単価を安くあげる為に

間伐木からサシ象をとったという話を聞いたことがあり

ますが，無茶なことをするものだと感じないではいられ

ま菅ん。サシホの単価を少しばかり安くしても何んにな
りましょう。そんなことをくりかえしていれば，拝栗の

澗味の避伝性は悪くなる一方ではありませんか。

タネについても同じことです。マツの人工造料地に不

成績が多いのはよく知られた事実で，その原因として，

植える時に根をいためることが悪い等といろいろ考えら

れてい蚕す。たじかに，植え方によって成績が違うこと

があるようですが，それと並んで，人工造赫に用いられ

たタネも悪かったに違いないと私は確信しています。わ

が国の赫木の中でも，マツほ樹形のいいものと悪いもの

の差の最もはなはだしいもののひとつです。すらりとの

びたゑごとな泳分が承られる一方，低い，まがりくねっ

た幹をもつj秘も少くありません。よい木にのぼってタ

ネを坂るのば本当にかなり困難なので，造林用の女ネで

そういう良い澗扮からとられたものが果してどの位あっ

たか，私は疑わしく思います。さいわいマツは容易漣天

然夏噺しますから，まだ優良な称分があちこちに見られ

ますが，もし人工造称だけが行われていたとするなら

ば，おそらく近い将来に，ヌ跡＃価値のないガラクタ禮緬

として捨てられてしまう運命にあったのではないでしよ

うか。

搾鴬は100年の計ということをよく申します。しかし

実際は，ブンガイする人もありましょうが，＃操ほど先

を考えない，その日限りの仕事をしている所も少いので

はないでしょうか。迩云質の劣った種苗を用いることは

国土と国民に対する罪悪だということを心の底にきざ染

込んでおいていただきたいと願う,次第で毒。

それと同時に，造林に用いられた種苗の記録を腱つき

りと残してお1,,ていただきたいと思います。

私は，国有称の仕事のことをよく知らないのですが，

ある造林地潅植えられた苗木が，どこの苗畑で養成さ

れ，そのタネはどこからとったものだとわかることば，

催とんど無いようです。こうした認騒の不備が，どのく

い育種の仕熱のさまたげになっているか，鮨そらく想像

をこえるものだと思います。

もし，ある営泳署で，造林地に用いられた種苗の記録

が完全にそろっているとします。そうすれば，造赫年産

は異っていても，すべての〕錘鈍をタネの出所別に色わ

けすることができます。色わけの結果，どこそこの寮ネ

によるﾎ鰯の成績は全体としておもしろくない，という

ことがわかれば，その親j秘，またそのタネによる造林

地からはタネやサシホをとらない方がよい，という溌論

がすぐ曝得られ室す。また，このような澗分の中に漏瑛

樹の規準に合う単木があっても，これをよい赫扮に持っ

て行けばごくありふれたものであるかもしれません。だ

から，精英樹はまず，遺伝的にすぐれていると思われる

林分からとるのが望ましいのです。だが，現在では，タ

ネのもとによる針銀地の色わけができないために，凋扮・

の成績がよくとも悪くとも，それが遺伝によるものか，

蕊寛によるものか知ることができず，悪い群の中の比較

的よいものをも，よろこんで取らねばならない破目にな

っています。ずいぶん無駄なことですがやむを得ませ

ん。

造林木の由来の記録さえはっきりしているならば，大

鐡莫な育種事業によらなくとも，ホィホの素質の敬善ばか

なりのところまで行われることができます。すなわち，

いまのべたタネの由来による造赫地の区分によって，最

もすぐれた成績のものを選ぶことができます。この場

銭それらのタネをとった縄休分がすでに伐られていて

も，かなりの本数の燭樹からタネがとられていれば，子

供の泳分の遺伝間鐸質ば親泌分とほぼ同じになりますか

ら，子供泳分の中の方でタネをとれば，望むとおりのよ

いタネが得られます。このような認識がちゃんと残って

いるところがもしあれば，ぜひ一度タネのもとによる造

林地の色わけと，その比較をやってみていただきたいと

思います。

一

《
星

－10－



、

戸田：育種と林業技術者

が，林道網の充実によって集約度がたか震れば,育種事
業の進度にもよい結果をもたらし，優良品種の育成をは

やめる等，間接には思いがけ麹経渋効果まで生むものだ

と考えていただきたいと思います。

育種事業を進める上に事業の集約なことが必要です

が，反対に，育種が進めば，それによって集約な称業が

可能になってき童す。優良品種を植えることによって土

地と労力からの利益がふえますので，それだけ多くの没

資を行うことができるようになりましょう。イネ等の農

作物で多くのi畔Iに耐える増収品種の向上と誰佇して多

肥栽培法が発展し，その両方の協同作用によって現在の

ような多収穫が可能になっていることに注目せねばなら

ないと思います。

育種は魔法でばなく，それどころか可能でもありませ

ん。育種の可能性の限界は，普通に予想されるよりもは

るか遠いところにありましょうが，その実現は泳業の経

営が持ついろいろな条件によって制約されます。そして

この多くの条件のうち，育種関係者あるいは造林関係者

だけの手で調懲できるものは割合に少く，多くは，称業

技術者全般の育種に対する認識の如何にかかっていると

思います。

赫永の育種は他の植物産業にくらべてはなはだしく遅

れて発足しましたが,戦後10年の各国の動きを承ます

と，職簔な1歩をすでにふみだしたといってよいと思い

ます。この動きが，これまでにしばしばあったような，

一時のブームとして消えさることは絶対にありません。

わが国の育種湾諜ほ，はじめ搾蕊試礎で小さくとり

あげたものが，外国からの刺激によって急に大きくふく

れ上ったものですから, IJ,ろいろの欠陥をそなえてお

り，悪くすれば一時の劉蔵ぎに終ってしきう危険もふく

まれています。溌薩の段階でば，日本の林木育種が外国

にいちじるしく遅れているとは私は考え堂せんが，もし

不幸にして空騒ぎで終ってしまったならば，その時こそ

坂返しのつかぬ開きをつけられてしまうでしょう。その

ようなことにならない為に，凋崇技術者全体が育癖業

に対して理解を持ち，関係渚をバックアップされるよう

お願いする次第です。

造＃妹の由来があきらかになっていれば，そのIほかま

だいろいろの利点が考えられます。その内，われわれ育

種関係者にとって最も童葵なのほ，育種の基礎となる林
木の遺伝その他の貴重な知織がそこから得られるという
ことです。たとえば，次のよう涯知識は，どれほど育種

方法の進歩に役立つでしょうか。

淵▽kの育種には長い年月がかかるということが難点と
してあげられていました。この難点は，糖英樹による混

合弗癒園，混合採穂園という方法によって，いちおう回

避することがで皆ましたが,でも本当に解決されたわけ
ではなく，全体の平均としては良くなる筈だという確率

でおしているにすぎません。本当のことは，やはり苗木

から，成木となり伐期に至るまでの成育の緬圖を見守ら

なければわかりません。ですから，林木のいろいろの性

質が成育にともなってどう変っていくか，その経過にど

んなタイプが見られるか，などの知識は，短期間に材料

の良否を判定する上の大きな力となり震う-。

もし，あるきまった親,単木もしくは特定の澗分から

のタネで仕立てられた老幼各段階の＃紛・がいく組もそろ

っているならば，それらをくらべることによって，単木

または赫分の成育経過を時間的に追かけるのとほぼ同様

な結果を得ることができ，育種試談にとって非常によい

掲針を与えてくれるでしょう。

これまでに造林されたぷんはもはや仕方がありません

が，今後はぜひとも完全な謙録を残して行っていただき

たいものです。そのことによって直接遺伝扉罰重の問題を

解くのに役立つばかりでなく，タネの素質というものに
」

対する認冒諏魯，現在より，はるかに深くなるものと期待

されます。

最後にふたたび全般的な問題にもどります。価睦かほ

かの文にのべたことですが，ホ礫の育種は，鐸蕊や畜産

の場合とちがい，試韓や研究所の鐵莫では実行できま

せん。大きい樹木が,長年にわたってひとづの場所を占
領する為，農作物の場合にくらべて莫大な用地が必要に

なるためです。従って，いきおい，育種の実行は営林磯

関ふずからの仕事となり，営朴業務それ自体の中にいろ‐

いるの育種試験を組込んで行くことになります。という

より正常の営称業務そのものを，育種試験として役立た

せるといってもよいかと思います。

これが実行できる為には,.林業経営が現在よりももつ

ともつと集約に行われなければなります蓑い。大ざっぱ

に考えるとき，林業の集約の度合を麦配す司るのは道路網

の発達の程度と考えてよいでしょうから，林道の開設と

整備により一層の努力がのぞましいと考えます。いま，

林道をつけるときに考慮される経済効果は，現在ある蓄

積の価格増だけが考えられているように聞いています

一

L

▲

××

××

－11－



もの，③利用目的に合った良質の収穫を得られるもの

－に要約されるであろう。そして，これらの諸条件と

倍数性についての我,々のおぼろげな概念とが，はっきり

した拠り処なしに何となく頭の中で希望的に結びつけら

れていたと云うのが実状であった。

林木育種のねらいと倍数体の一般的性質

植物の倍数体が，不利な環境に強いらしいと云うこと

は，殆んど常識になっているが，果してそのように判断

してよいものであろうか。又，果してその考えを林業に

そのまま持ち込んでよいものであろうか。そのような先

入観のもとをたどると，恐らく(1)現在栽培されている

作物は，その近縁の野生種にくらべて,染色体数の多い

傾向がある。そして一般に栽培作物は野生種よりも寒地

高地及び不利な立地にまで生育地が拡げられていると云

うこと。(2)北方，寒地高地にば， 暖地低地にくらべ

て，倍数性の植物が多いこと。(3)倍数体は二倍体より

も分布が広い。叉，適応性も広いこと｡＝一などのこと

が，あたかも法則性のように信じこまれたことに由来ず‐

るのではないだろうか。もう一歩さかのぼれば，林学の

分野で遺伝や進化と生態とのつながりを考えることな

く，植物学者や農学者の論文をあまりあっさり林挙に応

用しようとした為でもあろうか。

しかし，これらの諸性質は，いづれも林業にとっては

非常に好都合のように思われるので，林木の倍数体を作

れば直ちに北海道にスギの倍数体を，ブナ跡地にアカマ

ツの倍数体を造林すればよかろうと早合点されやすい。

しかし，「鹿も四足,馬も四足」と云う訳には参らぬも
ので，倍数体ならすべて耐寒性とは限らない。

第2には，耐寒，耐乾性の植物には，たしかに倍数体

が多いが，それらは，永い淘汰を経た末のことであっ

て，我☆が苗畑や実験室で，コルヒチン処理で作るもの

とは質的にずい分違ったものである。叉，その成因もお

そらく複雑な交雑を,時に近緑異属との間の交雑をも交
えて重ねて来たことにもよぁであろう。コルヒチン処理

で得られる倍数体は，遺伝形質はその童霞の同質倍数体

（厳密に捻尚細分されるだろうが）であって，演接改良

品種として利用され得るものでほない。

自然に見られる悟数性の性質

育種への直接利用から少し離れると，植物の染色体数

を調べて整理することによって，植物の世界のいろいろ

の関係が解るが,叉,我灸の木本植物をも含めて,植物相

を観察する大切な武器としても役立てることが出来る。

「染色体数は植物によって一定している」と云う古く

からの法則は，今日ではあまりにもあいまい過ぎる。よ

り正しく云えば「植物の染色体数は，属（あるいは科）

の中で一定であるか，ある基本数の整数倍関係になって

いるか，あるいは時に整数倍十ユのような異数性の関係

がある」とで、云わねばならぬだろう。しかし科の中に

ば実際には染色体数間に関係のないいろいろの属が含ま

れていることがあり， また，雑種起源の種を含む属で

は．もっと複雑な気まぐれな数が現われて来る。

ところでこのような定義を与えてみると，例外的なも

林木育種と

僑数性
〕
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林木育種の考えが今日のように普及する以前には，実

験例の少なかったためもあって，林木の倍数体が耐寒性

であろうとか，成長が速いだろうとか一般に考えられて

いたことがあり，倍数体を作ると云うことはすなわち改

良された品種を一気に作ることであるかのように誤解過

画 信されていた。叉今日でもそれに近いことを考えている

人もあるようである。それとは逆に，今日林木の倍数体

を論ずることは，ホ体育極上震ったく無意味無価値であ

って，精英樹の選抜だけを進めれば足ると断じている人
もある

ところで一口に倍数体と云っても，その内容からいろ

いろに分けられるが，林学にとって便利な分けかたとし

て，「天然に種あるいは変種と云う植物分類上の単位と

して成立している所謂倍数種」と「分類上の単位として

成立していなくて時たま突然変異個体として発見される

訳#鱸数体」及び「人為突然変異による人為倍数体」の
3つに分けて考えることが出来よう。

苗畑で稀に発見される，スギ，カラマツ，マツ類など

の倍数体，混数体は，最近になって突然現われ始めたの

ではなくて，おそらくは古くからずっと起ってはいたの

である易が,針葉織頃では,'セゴイヤ(Sequoiasem-

pervirens)を除いては倍数種として成立している倍数

体は知られていない。すなわち天然には稀にではあるが

倍数性のタネを落し続けて来たのに，子苗時代に完全に

淘汰されてしまうことがわかる。広鶏劉の仲間には倍数
種も可成り知られるが，やはり例外的である。そのこと

が解っているのに何故我殉は苦労して倍数体を作ろうと

しているのであろうか，叉，自然は何故倍数性のタネを
作ることをやめないのだろうか。

植物の進化や育種は，変異があってこそ初めて可龍で

あるが，稀に倍数体と云う変異体が現われると云うこと

は，週上と育種への重要な緒となっていると考えられ

る。そこで植物育種を目論む人々は，単なる偶然をねら

っていろいろの装作や処理をするのではなくて，進化の

進行を人為的に促進させ，その方向を人間の目的に合っ

た方へ向けかえさせようと考える。ところでその目的と

砥，我を造林学の立場からは，多分(1)もっと，オ荊な
奨境や危害に強く，適応力の広いもの，②成長の速い
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船引：称木育種と倍数性

鰯生，乾地性湿地性，常緑性落葉性，一年生多年生，種

子繁殖性無性繁殖性･…．．などと染色体数，叉一つには

分布(地理的分布と垂直分布）と染色体数，との間に規

則性のある関係が見られるのではないか，との想定のも

とに多くの調査研究が行われた。

それらの結果を大ざっぱにまとめて承ると，一般的な

傾向として(1)乾地性の植物及び逆に水生植物(2)無性

繁殖植物③極地寒地高地の植物側石灰岩地，海水の

浸す地，その他生育に不利な立地の植物一の中には染

色体数の多いものが高率に含まれている。

欧州で調べられた例では，シシリー島（31.3％)ルー

マニア（37％）スエーデン（56.9％）中部ヨーロッパ

（59％）アイスランド(65.9%)S.W.グリーンランド

（74％）スピッツベルケン（76.2％）で，極地近くなる

に従って，はるかに倍数体の率が高い。そして一般には

北欧の植物の90％以上が倍数体だろうとも云われてい

る。叉，熱滞植物についての研究が甚だ少いが，大体の

推定によれば，現生植物のうちの30乃至35％が倍数化

した種だろうとされている。

ところがその内容を詳しく見ると，属によって(1)倍

数体が極鋪型(2)逆に二倍体力種地型で倍数体が暖地型

(3)倍数性と分布にほ関係が明らかで漁､ものなどがあ

るので，倍数体すなわち寒地極地型とは云えない。キイ

チゴ属では高倍数種は常緑越冬性であって低地暖地型で

ことが知られている。叉，倍数体の性質として知られる

ある葉肉の厚い性質も多肉植物化すなわち耐乾性と考え

る人もある。しかし，これらの性質については，木本植

物ではまだ詳しいことは判っていない。

染色体数が増大すると，一般に個体維持力が強くな

り，多年生，ムカゴ，地下茎，球根など力:見られ，それ

にくらべて二倍種では種子薬殖による種族維持をはか

り，個体維持力は比較的弱い型のものが多い。この傾向

は，植物進化の断面を表すものであると思われる。すな

わ襖染色体数2と云う嫌光性の菌から， 3→4→6.,･…

と，次第に嫌光性好湿性から離れ，高等植物では適応性
も広くなり固定した分布を持つようになっている。
、

結 ぴ

限られた頁数でまとめ難いが，与えられた表題が育種
であるので，興味につられて深入りすることも出来ぬの
で，残念ながら半ぱな諭旨のままで結夢ことにする。

染色体数の増加と云うことば，蔵妾には植物遺伝の問

題であるが，自然の中では，それは生態の問題とすぐ．に
結びついて現われている。生態の問題とあれば造林の問

題の背後にある林学の基礎である。
品種を庭先だけで改良することが許されない我なの立

場では，例えば倍数性と云う武器を持ってもう一度先輩

の拓いた森林生態の分野へ分け入って象ることも意義が
あり，また，面白いことである。

新しいゲノム組合わせを持った異質の倍数体を，我食

の計算によって組立てて行くような林木育種の時代を目
指し，エリート万能のような今の時代にも，やはり染色
体を林学の中で観察し続けたいものである。

のが出て来た時には，一応分類の方を疑って雛てよいこ

ともある。その好例ほマンサク科で：ドサミズキ属(n

＝12, 36）イスノキ属(n=12)Fothergilla属(n=

24, 36)，マンサク属(n=12)Parrotiopsis(n=12),

Sinowilleonia属(p=12)フウ属(n=15)が知られ

ているが，これで直ぐ気がつくことは，この科に共通な

基本数がb=12であることと，ブウ属だけが例外であ

ることである。

この科に12と15とがあることを，バラ科の基本数

の6，7，8から由来しだのであろうと考えた人もある

が，別に認培惇的にフウ属を調べて他の詫掘と著しく性

質が違っているので，マンサク科から出すべきだとの説

があり。これは染色体数からの瀧論と一致する。

科についての他の例をあげると，クワ科には：

b=13-コウゾ属，イチヂク属

b=14-クワ属,ハリグワ風,Dorstenia",

ArmcarPuS属

の2つの系列があることが判っているが，コウゾ属とク

ワ属とは別科に分ける樹処はないようである。従ってこ

の例からも，一科内に違った基本数の幾つかの系列があ

り得ることが解る。

木本植物の科についての例を尚2，3あげると，カパノ

キ科には2n=28,42, 56, 70などの染色体数の種を含

む属があり，基本数ほb=14(あるいは実に7？)，叉，

ナシ科ばb=17の幾つかの係数種を持っている。バラ

科のキイチゴ属，バラ風は共にb=7の二乃至八倍体

がある。このような倍数種のある属では，その数の関係

と還元分裂の様子とから，旧来の分類法によるのが必ず

しも進化上の系統と一致しないなものがあることも判っ

た。そして，幾くつかの種や変種についての細胞学の立

場からの分類の訂正も行われている。

問 題 性

属，科内に倍数種を含まず，全種が同数の染色体を持

つ場合，倍数性に対して同数性と云うが，広く見れば針

鶏鋤類が2,3の例外を除いては，基本数b=11, 12の
ただ2つの系列の2倍種で，倍数種は前記のセコイヤ属

一種だけであって,結局2つの同数性の群と考えられる。

身近かな棚物では，タケ科がすべて2n=48で四倍体

の同数性，カエデ属がn=13, 2n=26,また，ナラ属，

クリ属，クスノキ属は，いづれもn=12, 2n=24の

同数性であって，森林植物の中には倍数種のない，同数

性型の属が可成り多いように思われる。

倍数種を含承染色体数の変異に富む属，科は，生育地

も変化が多く．分布も広いが，同数性の仲間はこれにくら

べて割合に限られた類似の環境の所に比較的狭い分布を

している。

信数種と適応

倍数植物が，自然環境の中で，どのような坐育の様子
をしているかについては，古くから興朱を持たれている

が，一つにはその生育の特性すなわち，例えば障池性向

～

一
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係を吟味すべきである。＃悔代は巨体であるからこの種の

実験ができないと投げてかかるのはいけない。この問題

に良いヒントが最近山誇の斎藤孝鯛嘩士”等によっ

て出されている。近頃小赫準一郎氏の発言によって注目

されるようになったシラハ女マツの根系発育型が幼苗時

から雷圃のアカ寺ツにくらべ:て強い謀銀性(嘩性）を

詞愛することである。シラハタマツの根に現われたこの

特徴は恐らく地上部の上長伸長の良いことや幹の通直な

ことと関i璽生があるものと判断され，今後の研究に大き

い期待がもてるだろう。この種の研究“寺定の品種だけ

について行うよりも,全国の有名*燭･を織成する代表職

できればその集団について広く行うべきであり，研究の

方法論についても「秘学的」であるよりはむしろ「植物

ｿ蹴員学的」であるべきではなかろうか｡‘

このような実鋳清果は恐らくこれまでにも｢産地試験」

や苗畑試験において技術者から発見されるチャンス臓い

くらでもあるであろう。特定汐紛･から育てた子苗がある

域断の蕊寛に適応しないことが判明したなど癖それであ

る。しかしこのような断篇的な…吉果が個別にいくら

集綾されても，そこから一般に応用できる法則性は生れ

ないだろう。嗣要なのは組織的に総合う-ることである。

一個所にまと霞って条#牛の揃った地積を広く得ること

が困難であることを反対理由にする人もある。「条件の

揃った」ということが「立地条件の均閏生」を主として

意味するならば，問題は今日の一般鐸植物の育種鰯『
面ではもはや統計学的に解狭の道が開かれている。この

点でば所要面淘省どんなに広くなろうと，ホ鐸だけが一

般農業と鍵本約に相異があると隙思えない。

一値断にまとめて木を植えることに関連して触れてお

きたいことがある。近頃でこそ鐵ﾐやサシ木などで優良
樹のクローンを作ることが叫ばれるようになった。もと

もと日本の鉢業技術者ほど鶏憤用の親木を大切にしない

ものはない。その訂誕には日本にあえて国営といわず樹

木園というものが設うけられた話をきかない。せいぜい

植物園の中に分鐸上の見本園潅涯のものがあるくらい

だろう。一般農業植物でば育種の素材としての系統保存

は重謁生において試験や研究と同様に扱われている。そ

れがすぐに役に立つと否なとにかかわらず，世界中から
集められたものが，たとえ栽培“『がむづかしいもので

も経菱をかけて保存している｡純粋に学問的な立場で大

切にされている場合が多いけれども，新しく病虫害の発

生した場合など，その*鐡性遺伝子をストックの中から

見聞された例は多い。保存の最も容易なのは何んとも､っ

ても鎖生物であり，逆に湖木などは最も厄介な淵噸に属

するが，工夫のしかたはいくらでもある。今からでもや

らないよりはましである。せめて日本の優良樹叉は剃冷
だけでも速かに着手されたいものである。

話を本すじにかえして，研究材料が身近かにあって実

験できることがどれだけ研究の進歩に役立つかは，どの

学問についてもいえることだが，とりわけ生物を扱う場

合に切実である。「窓下にある数坪の実験畑は数粁を雛

＝

＝

日本の林木育種批判
一細胞遺伝学を中心として－
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国立の林木育種中央研究機関をつくれ

日本の林木育種も漸くし戸ルにのったといえようか。

これを裏づける窺実の一つば先ぎに王子製紙が独力で巨

費を投じて北海道にﾎ休龍研究所を設立,したことであ

る。このことは企業会社が自からﾎｲﾎ育種に関してまと

まった研究機関をもつことの意畿と価値を正しく認識し

たものであり，日本の林業生産技術の発達史上に一鰯を

画するものであった。今一つの箸るしい出来事ば林野庁

力沸休育種を鰯業面に生かすことをモッ1,-として大き

く乗り出したことである。いささか民間人の育種熱に尻
をたたかれた感がないではないが，今からでもおそくな

い。大いにやって頂きたい。しかしやるからには線香花

火のように尻切れトンボにならないよう本腰を入れても

らいたい。そこで改めて提案する。国立の*財く育種中央
研究機関をこの機会に思い切って設置されたい。中央機

関としての組識化が生承出す織眉朧大きいだろうし，ス

タツブや設備,予算の面でも優先性が与えられようか

ら，研究成果にも期して待つべきものがあろう。立ちお

くれをしてしまった日本の詠木育種を本格的に推し進め

るために最も有力な手段として，その設立に林野庁が一

歩を踏承出されることを勧告する。

筆者ほこれまで機会あるごとに，この種の研究機関設

立の急務であることを説いてきた。しかし残念ながら今

までその機運は一向にあがって来なかった。国が足踏承

をして見送っている間に，条件は異なるにせよ一民間会

社力筵んで先鞭をつけたのである。もはや考えている時

ではあるまい。

もっとも国立の中央研究棲関を設うけることには反対

する人がないではない。反対の理由の一つに，日本の自

然立地特に地理的環境条件の多織性と複雑性とがあげら

れる｡このことばたしかに事実として認めてよい｡といっ

てその条件が中央研究機関設立の重要性を抹消する理由

にはならないと思う。日本の自然立地が捜雑であればな

おさら環境適応性のちがうと判断されるものを一個所に

集めて検討する必要がある。発育段階のちがったものに

ついて，できれば立地条件を人工的に種を変化させるな

どの研究手段を駆使してでも，遺伝性と環境条件との関

星

“
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実用形質に関連づけて解釈すれば，あえて差支えないと

解されるかどんなものだろう。この問題とはしかしまだ

論議の余地がありそうである。

とにかく針葉樹の他家浸粉を前提とする限り，遺伝的

に純粋な個体といったものは自然には存在しにくいだろ

うし，また仮りに生れて来ても他の雑種性個体との鋪争

にまけてしまうだろう。林木育種がやかましくなって以

来，今までのタネトリが余りにデタラメであった事に対

する反省から，余りに厳しく遺伝的な固定にこだわりす

ぎたようである。この考え方を広めると2本の両親個体
と指定しなくとも，例えば一・つのプラス林分に諸いて集
団的にタネI､リをやった場合においても，その子孫の集

団を品種とI乎くる場合があり得よう。

筆者は近年牧草育癒についても実験を進めている。青

刈飼料を生灌する場合に剥種の分雑世代である理（雑

種蕊2代）集団が十分に謝廊材料として使えることが判
明した。それには幹鑿，葉などの実用形質がポリヅーン

に麦配されていることが一つのカギになっている。今一

つのカギはタネマキに当って1個所に6～10粒をまきつ

け，発芽して来た個体の間に競争（せりあい）を起させ

て，最後には勢いの強いものばかりを育て上げることで

ある。この方法によるとFg集団でも立派に揃った作柄

が得られる。林木の場合がまったく同じだとはいえまい

が，近似の現象が苗畑などでは一般に認められるのでは

なかろうか｡この場含に娃溺などの淘汰手段が大きな
役割をつとめる可能性がある。

一歩を進めて緊鱸の分雑集団を栽植材料として造林す

る場合を]反上げて見よう。造林地でもせりあいは起るの

が普通と考えられる。立地条件からの直接影響を考慮し

なければ，間伐は成長の悪いものから先きにする方が正

しいことになる。

遺蹟的に余りに均質な材料を造林することが，病虫害

の大被害をまねき易い芝いう意見がある。一つのクロー

ンを植える場合がその典型的な例であるが，ドイツ式の

単純林には確かに反省すべき多くのものを含んでいる。
最近のドイツでは針広混合林が憲石になっているときく
が，わが国でも生態学者の中には古くから針広混合林を
主張する人が多かった。筆者は遺伝学の立場からいわわ

ゆる忌地（イヤヂ）現象に関心をもっている。この現象
はぜま､､意味でば同じ種瘻の植物から出される化学物質
によって受ける一種の自家中毒と見られる。この場合に
特に根群間の交渉が問題になる可能性が大きく，一般的
にいって遺伝的に近いものが隣り合うことが忌地をさけ

る手段として考えられるわけである。こう考えて来ると
荊鍾の分離泄代を造林に用いることにも‘侭肋薯新しい意味
が出て来そうでああ。造林の実地に従っておられる方の
御意見を伺わせて頂ければ幸いである。

おわり に

倍数性,細胞遺伝学の林木育種における役割りについ
て大いに嘗くつもりが，すでに与えられた紙面がなくな

ってしまった。これらについては別の議会に譲りたいと
思う。

れた数百坪のそれに優る」とは，自家用車に恵まれた米

国のある一研究者の言葉である。「いきもの」は静止し

ている時がない。絶えず周りの環境変化に応じて生理的

に反応を示めしている。このような新陳代謝の集職が吾

盈の眼に成長や発育となって映ずる。今日多くの林学者

も樹木が幾10年の年月を風雪に堪えて作り上げた最後の

成果だけを眺めて’粗雑な環境論議から勝手な結論を出

しているきらいがなかろうか。生産凌術面から大切なの

ば結果よりもその形成過程であって，刻盈に動いて行く

生活のありかたを動的に追及することによっての象，こ

れらの問題の樋本的な解決が生承出される。

育種の場を実地のヤマ（造林地）に求めよという主張
がある○その考え方はその限りにおいて正しく，林木育

種の究極の目標が「その場所に少しでも早く育つ木を作

り上げる」ことである限り，実地のヤマから遊離してな

らないことは当然である。しかしだからといって育種の

仕諜特に生塵力検定に関する実験を全部ﾔﾏﾍ持斗む必
要はある叢い○毎日の本業に追われている事業場へまっ

たく肌合いの異った侭雲や材料を持込むこと自身が問題

である｡いきおい管理の面ではどうしても片手間の仕事

になり易い○一方実験施行の責任者の方も動線が長くな

るほど観察が識馬になる必然性をもっている。その上に

困ることは現場担当者の頻繁な移動である。これらのこ

とは眼立たないようで案外大きい旧焼上の障害となって

いることを指摘しておきたい。

以上に書いたように赫木育種の中央研究磯関設澄は急

を要する○諸外扇の研究については癖目教授から解説が

あると思うが，今日日本だけが先進諸国の実情から限を

蔽うこと催許されない。今日以後の林木育種は林業試験

場の一研究室なんかに止めて置いてよいものでなく，叉

林野庁の動きにしても「育種班」などでお茶を濁すには

問題が余りに大きすぎる。やりかけたからには最後まで
やり通すべきである。

品種の問題

昭和28年1月だったか，林総協のお世話で開かれた

科木育種懇談会以来，品種問題は禁句になった感があ
る。たしかにあの時は論繊がエキサイトして愉快だつ

、

た。厳格派の雄である戸田さんもその後中庸派の考え方
にある意味で嫁歩承よりを見せておられるようだし，こ

の辺で一度この問題にふれて見よう。

戸岡さんの最近書かれたものの中に品種の固定無用論

があ為･考え方の根本は集団であって夜りはないが,喧

伝的構成」の内容に弾力性が出て来たように思える。き

まった両親個体の間でタネをとった場合,その子孫の集
団は「一定の遺伝的溝成」をもつ。その通りであるが，

その集団を赫業品種と呼ぶからにほ品種識別の条件とし

て，その場所の環境に反応して作り上げられた実用形質

を第一義に考えるべきであろう。こう考えて来ると佐藤

敬二博士の定義にある「一定の形質を有し」も，寺尾博

博士のそれの「或る特定の遺伝型」も，これを林業上の

一
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いものが多い。それぞれ，甲地松，東山松，霧上掻，霧

島松などの名称で呼ばれているが，これらのものが，地

方品種と認められるものであるかどうかはまだよく分ら

なb､｡おそらく環境の影響が大きく働いているとは考え
られるが，しかし山形県の白脚公のように，必らずしも

環境の影響だけではないように思われるものもある。こ

のようなものの中から，よい地方品種を選び出して増殖

することも比較的手っとり早い育種の方法である。ただ

し，それが地方品種として認められるものかどうかは，

柵栽試験の結果にまたねばならないことは云うまでもな

い。

I・選抜育種

’
マツ類の育種

塗▽△

四
石 川盈夫

わが国でマツ類，ことにアカマツが重視されるように

なったのは，比較自龍丘年で，とくにパルプ原木として大

量に使用されるようになってからで，それ以前には，マ

ツ類についての研究は甚だ少なかったし，ある時代に

は，アカマツ亡国論が唱えられたほどであったことは御

承知のとおりである。しかし，欧米諸国では，マツ類は

昔から重蚕封種であって，各種の研究がよく進められて

い為。育種に関してもまた同議で，いろいろの点で，も

っともよく調べられている猿腫の1つである。以下これ

らの点にふれながら，今後の育種の進め方について私見

をのべて承たぃ。

1．地方品種の問題

選抜育種というのは，いうまでもなく自然にでき上っ

ている遺伝的な変異の中から，実用価値の高いものを選

び出して，これを利用する方法である。これには2つの

方法が実行されている。

1．，集団選抜

この方法は，優良ﾎ隣や多数の優良個体からタネを採

取して，これを次の造林用に使うという，かんたんなや

りかたで，無論マツには限らずどの獅重でも実行でき

る。実施が比較的容易であるために，諸外国でも実行し

ているところが多い。例えばスエーデンでは，全国のマ

ツ林を，プラス澗扮,普通ﾎ粉．，マイナス澗分の3つに

区分けして，タネほ主としてプラスホ紛から癖反し，マ

イナス稀分からの麺は禁Ifﾆするよう指導している。わ

が国では， 〃女ネはよい種木から〃という思想が，すで

に樹1I時代からあったようであるが，現行の行政鐵置と

しては，昭和]4年施行の＃鎌種苗法腫よって，優良な

椛分や何劃を馴封林や剛徴として捧読言，保存して，これ

からとったタネやサシホを使用するように定められてい

る。ただマツぱ前にものべたように，今まであまり重視

されなかったこと。天然下種夏藤『が多いことなどの理由

で，マツの母樹林や鰯封はごくすぐない（総数153,000

本中，アカマツは16,000本，クロマツは20,000本）

ところで，このような集団選抜のやりかたで，林木では

果してどの程度の効果があるだろうかという疑問が起

る。たとえばアカマツ林を眺めて承ると，概して成長の

よい優良彬ﾃ朧土地条件に恵まれた場所に多い。アカマ
ツの場合，職煙そのものも敏感に土地条件の鰐響をうけ

るようにも見られる。このようなもので，いわゆる優良

7；紛､を選んで承ても，その優良性が果して子供漣伝わる

かどうか心配である。しかし，たとえば欧州アカマツで

の巽溌で，戊長のよい僅良蛎悔からタネをとって造林し

た林は，不良擁分からの林にくらべて，平均樹高が1．8

倍，平均胸闇刑罰蚤が2倍になったという例もある。この

ように，優良汐跨には趣云的な素質の良いものがあるこ

とばたしかだが，一方，数多く選ばれる耀良鱈･の中に

〃

I ■

欧州アカマツが産地によってその成育がちがうという

ことが次第にはっきりして来たのは19世紀の終り頃に

なってであって，この事実から，林木にも地方的漣品種

のようなものがあることがわかり，これが導火線になっ

て，各種の林木について品種の研究がはじまり，ひいて

はその品種改良が考えられるようになった。産地による

ちがいは，気候その他の環境の影響で，他の地方のもの

とは，やや性質のちがった集団が自然にできたものと思

われるが，このような，いわゆる地方品種の研究は，世

界各国で枚挙にいとまがないほど高い。わが国では白沢

博士が，すでに明治時代に全国のアカマツ，クロマツな

どについて研究を開始したが，その結果は他の多くの試

験の結果と同じく，造陣地と気候条件が似た地方のもの

がもっとも成長が良いという結論に達している。表日本

のスギを多雪地方に造休して失敗した例は，よく引用さ

れるが，アカマツでも，北部の多雪地帯に植え南方産の

ものが雪に弱いという例もあるとのことで，あれこれ考

え合わすと，マツでも地域性を考えずに品種改良を進め

るわけにはいかないように思われる。

わが国のアカマツには関東地方のように樹型のわるい

地方もあるが，東北方面や高冷地方には非勝に樹型のよ

▲
〆

鉦者・紘試・造林部育菰研究室長
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している。 、

侭体選抜溌匡よる育種計画は，各国とも，ほぼ同じや

りかたで実施されており，ここではその詳細をのべる余

裕がないが，わが国で計画され，実行されているマツ

（アカマッ，ク画マツ）についてのやり方を，ざっと紹
介して承ることにする。

まず，よい木(精“）を探す。さしあたりの育菰目

標ば「鉦」の増大に重点をおいているため，「よい木」
の条件としては，成長がはやいこと，極凝りがなるべく

小さいこと（枝張りが小さいと，鞠<の成長を，あ童り

ギセイ権せずに一定の面責に多くの本数をスれることが

できる）に重点をおいて，その他，幹がひどく曲ってい

ないこと，病虫害にかかっていないことなどの点を老感

して，瀞鋤を決定する。精認の探しかたは輿国有林

のやり方を例にとると，まず現場の営林署や担当区の人

達が，これはと思う候補木を見つけると，必要な一定の

調査を行ってこれを営州言に報告する。営純局の担当豚

は一通り書類審査を行って，よさそうなものを拾い出す
と，現池へ出かけてそれらの候補木を再調査して，良い

と思われるものは糖鶏欝として決定する。

次に，えらばれた聯調を，1本1本区別して増殖す
る。マツ類は鰯譜蹴がむづかしいので，事業用の苗は

ミショウ苗をつかう以外腱，今のところ方法がない。そ

れで,糊錨から大溌のタネをとる必要がおこるが，1
本の糖英樹からとれるタネの趣は知れたもので，到底譲
業量を充すわけにいかない。そのため，まず精英樹から
ツギキ苗を養成して，このツギキ苗で，タネとりのため

の鏑冨園をつくるわけである。

マツのツギキは，わりあい容易である。満2年生のア

カマツかク戸マツを台木にして，ワリツギをやれば，40

～50％潅装は満青する。ものによつては80～90%程庭
の誇誉も困難でばない。かんたんなフレームでも使えば
活着率はさらに高くなる。

採種園はタネをとるだけの目的でつくるのであるか

ら，できるだけ斎鐸が多くなるように，また，タネをと

りやすいように仕立てる。そのためには植付間隔を広く

して（1町歩あたり，500～1,000本濁吏。1，000本植え

の場合でも，木が大きくなれば，すぐに間伐して，滴奇
は500本程度にするのがよいと思う）できるだけ枝を張

らし，適当な剪定を行って，樹高はあまり高くならない

ようにする。この凋鍾園にば，多数の精英樹クローン

（この場合ほ精調封からのツギキ苗）を混植して，各ク
ローンの間で自然菱雑がおこるように配樋する。この場

合，同じクローンの苗が隣りあわせにならないように気
をつける。そのわけは隣りあわせになれば，どうしても
お互に花粉がかかり合う機会が多くなるわけであるが，

は，ただ環境条件がよかったという理由だけで「隈良」

になったものも少くないであろう。このような林からの

子供味普通のものと別に変りが燕いことは当然で，醗封
林としては役に立たない。ただ，こうして選ばれた多く

の母職淋を全体として眺めた場合,その中に何割か含ま
れるであろう遺伝的によい素質をもったもののために，

全体の平均が高められるということが掬蒋できる。
集団選披法は，後にのべる個羅抜法その他の，やや

高級技術を要する方法にくらべて，その効果が小さく，

不確実という短所はあるが，とりあえず,直ちに着手で
きるﾘ定的な手段としては今後も重視する必要がある。

2． 個体選抜法

実用上すぐれた特徴をもった個体を選んで，各個体ご
とに特性の遺伝性を検定して，もっとも良いものを増殖
するという方法である。マツでは，成長の良否，幹の曲
直，ク宿一ネの広狭，マツヤニの疏出量，スI､ローブマ

ツのblisterrustに対する抵抗性などの性質が遺伝する

ことが知られている。したがって，少くともこれらの性

質のとくに錘秀な個体を選出して，その子供をふやすよ
うに努めれば，育種の効果健非常に大きいとと力毒えら

れる。外山氏は「クロマツ26号」を選抜したが，その

子供は9年生現在で，ふつうのクロマツにくらべて樹
高,直径ともに4割大きく，材積ば約2倍になっている。
オーストラリアでテー亥マツの選抜を行った結果では，

僅良f鋤の自然交緊睡子による子供は，普通りタネによ
るものにくらべて，1級の優良木の数が2倍以上淀な

り，艇良餓勤桐互の菱郵でできたタネをつかうと，その

数は3.5倍になった。アメリカ合衆国訓蜘地方に分布す

るスト戸一プ松は，癌膨茜の祇震が多いそうであるが，

祇震をうけた林の中から，病気にかかっていない個体を
選び出して，耐病性品種の育成に成功しようとしてい

る。同じく南部地方では，マツヤニ流出堂の多い個体の

選抜を，かなり大規摸にはじめているようである。

以上，2，3の例をあげたが,実験的にぼ更に以前か
ら実行されていたけれども，本格的に大鏡摸な育種翼諺篶
がはじまったのは，比較的近年のことであって，スエー

デン1941年頃から，主目標を成長愛の増大，縦型の改

良において，精英樹の選抜を大規模にはじめている。デ

ンマークのシーラック・ラルゼン氏らの詫害尋義にもとず

いて，スエーデンではじめられたこの育種事業の様式

は，各国の共鳴をえて，数年前から多くの国々でほぼ一

斉に開始された。わが国でも2，3年前から国有林で，

次いで一部の府果で精鈎鋤の選抜による育彊蕊藤業が大規
模にはじめられており，さらにこの事業を円滑に掴堂す
るための謙訪腫策も政府によって蓋慧さｵ↓つつある状況
で，わが国のこの育種湾諜も，ようやく繩首にのろうと

弓一

』
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P. coutortaVar. 1atifolia×P.banksiana

前の例と同じであるが，この雑種は，さらに成長漆よ
く，ときには両親のどちらよりもよく成長することがあ
る。

P・ echinata×P・ taeda

緬重はeChinf't"より成長がよく，耐頚生もずっと大
きいので, echinataの分布地帯への造撫劉種として有
望である。

P.monticola×P.griffiihi

この鰯I砿はmonticolaより成長がよく，病気にもか

なり強い。

2．雑種強勢の例

やはりU.S､Aの林木育種研究所の成果から拾って

みると，次のようなものがある。
P. a仕enuata×P・ml]ricata

P.ponderosa×P、latifolia
P. rigida×P・taeda ●

P. Inonticola×P・strobus

これらの雑種妹，いずれも両親のどちらよりも成長が
よい。

また，わが国には各地にアカマツとクロマツとの自然
網重と思われるアイノコマツ（アイグロマツ，アイアカ

マツ）があるが，一般に成長がよい場合が多い。「茂道
松」（これは，クロマツの一品種だという説もあるが）
や「似たり松」など，その例である。筆者らが，クロマ

ツを母親にして，これにアカマツの花粉をかけて出来た

子供の成長を承ると表のように，苗木時代にもう差が出
ている。 6

マツはﾗ琵梧，自家巽糟（自分の花粉がかかってタネがで

き為こと）でできた街は戊罠がわるいものである。同じ

クローンのものは，たとえ個体は別でも，その裡質は親

木とまったく同じであるから，それらの個体の間で交雑

がおこっても自家受納と同じであるからである。この採

種園でできる女ネ侭，とりあえずの簔農用に供すること

ができる。

つぎに，はじめに選んだ耀謬調について次代検定をや

る。駕謬錨を選ぶときは，色盈の条件を考えて充分慎重

に遥ぴはするが，結局は見かけの状態だけでえらぶので

あるから，色だのものがまざっている可能性がある。そ

こで，この中から，一番よい遺伝質をもっているものを

選び出すこと。つまり，一番よい子供を生む親を避び出

すことが必要であるが，そのためにほ，実際涯それぞれ

の親からの子供を育てて承て，どれが一番よいかを見る

(次代挨定）ほかはない。これに朧少を時間がかかるが，

どうしてもやらねばならないf露である。

次代検定につかう苗ば，かんたんには耀謬調から直接

とった自然交雛のタネから賓戊した苗をつかうが，この

場合は，母親ほわかっていても，父親がわからないの

で，理想的には，き童つた両親（糖英樹）の間で人工淡

配を行って，両親のはっきりわかった苗をつかうのが一

番よい。

こうして，次代検定の結果，一番よい両親がわかれ

ば，これらを混植した採種園をさらにつくればよい。

M. 交雑育種

祭

種や品種のちがうものを，互にかけあわせて，今まで

無かった新しい品種をつくる方法，つまり交雑育種もマ

ツ類では，かなり行われている。今までのところ，他の
林木と同穣，主として「種」のちがうものの間の交配，
つまり種間交雑が行われた。交雑育種のネライは，両親

の特徴を兼ね備えた新品種の育成および雑種強勢の利用
にあることは，一般の場合と同様である。以下，2，3
の例をあげて象よう。

1．特性の組合わせの例

U.S.AのPlacervilleにある澗木育種研究所でのマ

ツの研究成果から，2，3拾ってみる。

P.attenuata×P・radita

前者ば､彫寒性が強いが成長はおそい。後昔はその反対
である。両者の緬重は，耐震劉生，戊畏とも両親の中間で

あった。

P.contorta×P.banksiana

飾昔はパルプ材として摩だが，成長は後昔に劣る。
出来た荊錘は，成長はbankSianaと同じに朧やく，材
質はcontortaに近く，すぐれている。

ｸﾛﾏﾂ×ｸﾛﾏﾂ|ｸﾛﾏﾂ×ｱカマツ’苗の高さ
＊

１
６
３
２

cxn
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。

フ
ー
４
．
１
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１
０
１

1

’
＊：交配した組の数

苗高は各組の平均値
苗は満2年生

１
２
３

誼く

もつとも，この尭羨で，アカマツを母親にして，これ

にク画マツの裕紛をかけたものは，とれたタネが非常に

少くて，はっきりしたことはいえないが，.とくに成長が
よいとは思えなかった｡

－18－



岩川： マ ツ 類 の 青種

Ⅳ、 問 題 占
〃■巳、 戸）個体選抜の目標

マツ類の育種目標として，木材生産を対象とする場合

「質」か「量」かという問題がある。いわゆる精英樹を

選抜する場合の選抜基準にも，このことは直接関連して

くる。一般に林木の場合は，かなり遠い将来を目標とし

て現在の育種を進めなければならないので，その間，木

材の利用形態がどう変るかも分からない。したがって，

そのような礎化にも即応できるように，種々の育種目標

を立てて，様灸の用途にそれぞれ適するような品種を育

成することが理想ではあるが，これは云うべくして仲を

実施はむづかしい。そこでとりあえず質か錘愈，どちら

に重点を鉛くべきかということになる。ここで筆者の意

見をのべさせていただくと，大ざっぱに云ってマツ材の

用途の主力は,今後ともパルプ材,包装用材,マッチ材な

どの，いわゆる下級材にあるのではないかと思う。かり

に育種目標をバルブ材におけば，重点は質よりも量（伐

期の短縮をも含めて）ということになり，それもあまり

大径木はいらない。比較的若いときの成長堂の犬きいも

のがよいということになりそうだ。もちろん，バルブ材

としての質も問題になるが，さしあたりの目標として

ば，やはり鐙に重点をおくべきであろう。そこで，もし

このような目標のもとに具体的に精英樹を選ぶとすれ

ば，まず,数少い老令赫で苦労して探がす必要はない。
30~40年生の林で充分である。戊蔓のはやい木というこ

とに主眼点をおいて，ク戸一ネの拡りがなるべく小さい

もの（単木の成長をギセイにせずに単位面積あたりの植

栽本数を多くすることが出来て，したがって材積も多く

なる）をえらぶことになる。

ところが，実ほここにも問題があって，成長がよくて

しかも梗農りが小さいというような，たとえばスニーデ

ンなどの写爽に見るような糖麺封は，わが国のアカマツ

やクロマツでは，まず発見困難であろう。椴舵のよいも

のは，大なり小なり側圧をうけて，戊浸のあまりよくな

いような木にほとんど限られるようだ。そこで職形に重

点をおくか，戊長を重く承るかということが問題になる

が，雲誉としては，むろんアパレ木は困るが，クローネ

の形や幹に少を気に入らぬ点があっても，やはり成長壁

に重点をおいて選んだ方がよくはないかと考えている。

パルプ材について考えて承ると，まだ大きな問題力鐵

っている。パルプ材について「量」といえば，いうまで

もなく「パルプの収量」のことである。－鐙にパルプ収

鑓は，材の比重に比例するといわれているようで，戊畏

がはやいと，,伐期を短縮できるという大きな利点嫁ある

が，材の比重は比熱勺軽くなり，したがって単罐積あ

たりのパルプ収量は少くなる。つまり成長量が2倍にな

っても，パルプ豊謹ま必らずしも2倍にはならない。この

2つの僅質は互に相反する性質ではあるが，我をとして

ば，この2つを出来るだけ協調させなければならない。

つまり，成長が同じであれば，比重のより大きいものを

選ぶべしということになるであろう。このことは今後の

問題はいくつもあるが，気のつくままに， 2，3拾っ
て承よう。

1）選抜育種について

優良純分のタネを使用するとか，精英樹を選抜,増殖
して，その女ネを使うなどの手段があるが，いずれも比

較的早くある程度の効果が期待できる方法で，とくに前
者のやり方によれば，すぐにも事業用の種苗が供給でき

る。これらの方法は従来もある程度実行されてきたが，

今後もさらに徹底して，その効果を最大限に発揮するよ
うに努めるべきである。

イ）母樹林の問題：優良株分，優良剛封を指定，保存

してjそのタネを事業用に使うことによって，事業用種

苗の素質を次第に改良しようという思想ば，すでに澗業
種苗法にとり入れられて実施されて来たことは前にのべ

たが，技術的に見て，その現状は必らずしも満足すべき

ものではなく，改善すべき点が少くない。

母樹林の立地：従来の母樹林は，土地条件に恵まれた

場所に選ばれることが多かった。ほんとにすばらしいア

カマツ林は，たしかにこのような場所に多い。しかし，

その母樹林が単に立地がよいために他の林より成績がよ
いということであれば，これは品種改良の立場からは意

味がない。また，かりにその林が生れつきの素質のよい
ものであっても，肥沃地で良いものが，必らずしも土地

のわるい場所でも良いとは限らない。アカマツの最大の
効用が，土地のあまりよくない場所でも，かなりよく育

つという点にあるとすれば，母樹林もそのような土地，

つ富りあ叢り肥沃でない，中厭の地位で選ぶことに主力

をおくべきであり，同じような土地条件の他の林にくら

べて，より良いものを選ぶように努めるべきである。

タネの趣の問題：これ堂で母樹林については，その緒

■

＝

実量が少いこと，タネとり，作業が困難なことが最大の難
関であった。いくら苦労して，よい林からタネをとって

承ても，その量がわずかで，実際に使われる女ネの大部
分が依然として，どこからとったかも分らないタネを使

うということでは困る。素性のわかった良い林からのタ

ネで，現実に霧蕊駄の全部をまかなうことができるよう
な手段を講じなければならない。そのためには，たとえ

母樹林の質が現在のものより著干低下しても（必らずし

も低下するとは思わないが）平均以上の成績を示あす林
で，実際にタネのとれる林を母潅淋とすること。また従
来の母樹林のように伐採を制限して，これを長く･隈存す

るという厳密な考え方だけでなく（もちろん，このよう

なものもあってよいが)，伐採については強い制限を加

えないで，良い林朧，あらかじめ凋麺林として予定して

おいて，伐採直前または伐採のときに大量に女ネをとる

などの手栽を講じた方がよいと思う。豊作年には，良い

林から余分にタネをとって，これを貯蔵しておいて凶作
年に備えるということも当然考えなければならないであ
ろう。

祭

－19－



岩川： マ ツ 類 の 育種

育種目標として考慮にスれておかねばならないと思う。

2）交雑育種について

マツ類の鐸膿育種の2，3の例は前にのべたが,交驚晴

種とくにヘテローシスの利用は林末育種の重要な寺稜の

1つと考えられる。しかし林木について，交斜晴種の部

門でまず成功したと思われる例は現在富でのところ，は

厳はだ少く，ポプラ類，カラマツなど･を数えるにすぎな

い。前述のアメリカのマツ類の識にしても，鋤的に

は多くの成果をえているが，種苗の量産という点で，ま

だ成功の域に達したとはいえないようである。マツ類で
はポプラやスギのような事業的な無1鐸殖が，今のとこ

ろ困難で，趣直臓.女ネによらざるをえない。したがって

実用的に充分使用にたえうる品種となるには,側交雑稔
性が高く，多量のタネが容易にえられること,(b)交雑に

よってえられた子供の全体の平均値が高いことの2つの
条件を満足しなければならない。アメリカでのマツ類の
錘催がまだ成功の誠に達したと考えられないに反して，

日本カラマツと欧州カラマツの菱難が一応成功したと思

われることの違いは,側の理由によるものである。

識による新品種の育成，とくに一代擁閤重のヘテ画一

シスをねらう場合，どれとどれを組合わせたらよいかと

いう予想は困難である。とにかく，やたらに色凌と菱郵
して翠なければ，どれがよいか分らない。このような仕

事が1つの育寝轄津として実行可能かどうかは間擢蕊:あ
ろうが，少くとも試験としてやる場合でも，かなりの規

模において実施しなければ，おそらく大した成果織誠寺
できないように思える。

アカマツ，クロマツその他のわが国在来種と外国績種

との種間交雑の可能性は今後の問題であるが，ただ1つ
アカマツとクロマツとの熱種，つまりアイノコ,マツは前

にものべたように，成長は概してよいようだし，交鐸

性も，わりあい高いようであるから，カラマツの例のよ
うな,両者を交互に混値した銅鐵園をつくって,F1を利

用するようにすれば成功の可能性は大きいように思う。

3）人爲突然変異について

人為音数体は今までのところ，あまり大きな期待がも
てそうにない。もつとも，今までの融察は,せいぜい10

年く．らいまでであるから,今後なお観蕊を続ける必要が
あるかも知れな､､が。ただ，今蚕での例臓いずれも同質
倍数体であって，異磁倍数体については，まだよく知ら
れていない。異質倍数体は同質倍数体よりも変異が大き
いことが知られているから，この方面の研究も今後の問

題であろう。

放射線などによる突然変異をおこすという方法もある

が，集団選抜がようやく翰菖に乗ろうという時，つまり

より確簔な乏風菱によって，やるべきことが山桜している

時期に，これをさしおいて，例えば巨大なガンマ－．フ
ィールドを設けて人為突然変異の研究をはじめるという

ことは，これはたしかにI齢明尚早のそしりをまぬかれな
いが，しかし研究としてほ，林木でもその可能性をたし

かめるという仕事獄，今でも決して早すぎはしないであ

ろう。

4）外国樹種導入の問題

交雑育種の材料として外国樹種をとり入れることは無

論実行されるであろうが，さらにわが国では未知の外国

種，品種のうちから，わが国の風土に適するものを拾い

出して，導入することも広い意味の育種手段と考えられ
るがそれはともかくとして，現在すでに相当数が試植さ

れて，ほぼ成功したと考えられるものに北方でのス1､ロ

ープマツ，南部地誠でのテ戸灰マツがある。このような

ものについては，さらに原産地での産地の問題を吟味し

てより良い地域性品種を選択することタすでにわが国に

植えられたものの中から，よい個体を選抜して積極的な

欧良を加えることなど，今後の興味ある問題であろう。

5）無性繁殖法の問題

とくに林木の育種にあたっては，無性繁殖が事業的に

可能かどうかということ緯，実に大きな意味をもってい

る。現在，世界でもっとも改良力確んでいると思われる

鑪ブラは，成長がはやくて，伐期が短いという理由のほ

かに，無性繁殖がやさしいという点にその大きな原因が
ある。もしマツ類で容易にサシキができるとなると，前

に交雑育種の項でのべた2つの条件は問題にしなくても
よいことになる。

a)サシキさえ可能ならば，交雑稔性が低くても，た

とえ1粒の女ネしかとれなかったとしても，もしそれが

非常によいものであれば，これをサシキで増殖すれば立

派な,聯瞳になるであろう。

b)もし，子供全体としての平均値は低くても，その

中に少数の優良個体があれば，それを選び出してク輝一

ンとして増殖すればよい。

つまり，サシキができるということによって，育種手

段は棚易化され，より大きい成果が，より早くえられる

わけである。マツ類のサシ･キは甚だ困難な問題であるが

実験的には成功した例もないわけではないし，できるこ

とならなんとか解決したい問題である。

おおりに

さて以上,､マツを中心にした育種について，色女とり

とめもなく，のべつづけてきたが，実はその間中，われ

われの手のとどく育種の領域の外側で，ニヤニヤ笑&,な

がら，われわれを眺めていた大きな問題が，ここでいよ

いよ，われわれの面前にその姿をあらわしたことに気付

く。品種改良は一応人工造林を前提として考えている。

環境条件に恵まれた場所では，アカマツの人工Ⅲ胤栽にも

成功している例が少くないようでばあるが，アカマツの

本領が，あまり環境のよくない場所でも，かなりよく育

つという点にあるとすれば，そして，このような場所で

の満足な人工造林がむづかしいということになると，こ

れは如何にも困ったことで，何とか早く解決して貰いた

い問題である。もつとも，あるいはこの問題自身が1つ

の育種目標にもなりうるかも知れないが。

《
〕
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鍾童から配付まで“《の安全燭潅立の形は整った。しか

しそれが守られてい為のは珍らしい位で何んら昔の方法

とは変らない状態である。

このような混迷50年の溌蚤はなぜ起ったかは，その

根本的な原因は*礫の企謂生の謡離が薄かったことであ

ろう。その中にあって民有林とくにサシキ地帯において

は企業性に富んでおり，妖肥は弁用材を，鰻本地方は薄

プ蝿‘として心材の赤いもの，日田地方朧短健期の促成も

の，京都北山確暦丸太を，千葉県山武肖防は良質の建具

材を，富山地方朧電権材としてポカスギ，掘誹としてり

雪ウワスギというように夫を生産物の利用対象をサシキ

苗の選択が行われて来た。

品種論織の鰯回りは，育種の対象を明らかにせずまた

品種というもののi封骨があいまいであったこと腫もよる

もので，遂には沢山名付けた品種によってかえって品種

をわけの分らぬものとしてしまった。

その間において品種分類以外の育種に関する研究につ

いて承ると，表日本系スギと裏日本系スギの形態上のち

がいが明らかにされた（佐藤1931，村井1947）母樹に

よる生長その他のちがいの遺伝性も明らかにされ（中

村，茅野19“）営林局においても各地緯産地，品種試

験力穀けられたが大笥陽臆戦時中の誠蝿に消失した。

サシキ品種間の生長比較も行われ（片山194ﾉ7，山内

1942,吉川1940,佐を木,桐原1939）品種の選択ぷ企

てられた。交雑による育種も始めて行われたが（野原

1943〕育種よりは遺伝試談の方に重点がおかれた。細胞

遺伝関係でばスギの染色体が観察され（佐藤1930）突

然変異についてはX線処理（外山1950）倍数体の育成

が試承られた（金沢1951,陣内，千葉1951）無性繁

殖ことにサシキについてば非常に多くの報告がある。こ

れらの育種に関する研究は各人各様の研究ではあるが蕊

礎的なデ戸タであり，まだ良い品種が生れるに臓鍵い

ものである。

以上が明治末期より戦後に至る森抹資源の比較的豊涛

な時代の育種の歩象の概略である。戦後我国の称業聯間

も一変し，森林貸源の弱体化は抹業の生産性向上への関

心が高まり，生長の早い苗を一刻も早く作る必要仁せま

られて来た。如何にして早く優秀な品種を作るかという

ことになるとサシキの出来るスギにおいては優秀な親を

選んでそれをふやす個体選抜が最も早道である。しかも

クローンにすれば実用上は純系と同じで固定された品種

が生まれるわけである。戦鐵まもっぱら精英樹の選抜に

よる育種の実行段階に入ったといえる。さていよいよ実

行に入ったときにすでに武藤氏によって生長のよいクロ

ーーン雲通が育成されており叉福田氏等によっていくつか

のクローンが育成されていたことは敬服すべきことであ

ると同時に一つの力強い証明を与えるものである。

スギの育種
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スギの育種の歴史は古く，熊本泉八代管内釈迦院には

100年をこえるメアサの造林地があり，京都の北山には

北山丸太としで最適のシラスギが育成されて来た。最近

欧米各国の育穂騨憎が紹介され我国の育種が立遅れてい

る印象を受けるが，立遅れたのは育種事業の組鷺謝七であ

る。ここ数年赫木育種の関心が高まり本年からいよいよ

林野庁に育種班が設けられて国有林，民有林を通じて育

種事業を推進して行くことになったことは誠に喜ぶべき

ことでありその成果を鰯待して止まない。

いざ育種を始めるということになるとスギばサシキが

出来るし人工林も多く坂付きやすい樹種である。スギ育

種の歴史は古い力職に曲折をへて現在に至っている。そ

こで現在までの育種の歩歌を省承ながら今後の進め方に

っL､て考えて承たぃ。

I スギ育種の歩み

サシキ地謡こおける育種の始まりば明治以前に遡り，

育種における無性繁殖の威力を遺憾なく発揮しており，

今日の美林を形作って来た｡実生地補における育種えの

関心は明治の末期からであり，人工造赫地の増加にとも

ない釿角の造林地が無残な不成績地として現われ始めた

結果である。その始まりは白沢博士の「林木種子の産地

及び遺伝性挺関する試験」（1905～29）で順当なすくり

出しであった。その後寺崎博士の「杉の淡態種につき造

林家の注意左乞う」（1913）として表日本系のスギと裏

日本系のスギの存在が指摘された。それがおかしな方向

に発展し，大正末期から終戦頃までのスギ育種の混迷期

を作ってしまった。この期間はサシキ地帯，実生地帯何

れもいわゆる品種の分類と新品種の紹介力罐んに行われ

品種の数が殖えると同時に品種の大家が殖えるだけで実

用とはおよそ縁の遠いものであった。その間ヨシノスギ

大造赫の失敗から束幟されて造林の安全性を図るため昭

和9年農林省告示をもって林木種子配船区域が制定され

気候の異なる地方への種苗移動が禁止された。さらに昭

和13年母樹及び母樹林の指定が実施され一応優良種繭の

－
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で，今後ブナ帯への造林に際してば安全性の点で価値が

ある。しかし生長についてはこれらの中から育種が行わ

れなければならない。その他鯵ヶ沢のスギはスギを北方

へ移そうとﾚﾔう場合に天然生の最北端という意味で材料

として価値がある。

2）サシキ品種

これには前述の完全に育成されたクローンと九州その

他のサシキ地帯に分化したサシキ品種とがある。前者は

純粋のクロ戸ンであるのに後者ほいくつかのクローンが

混じっているラフなク戸一ンである。このラフなクロー

ンをﾎ酔なクローンにするのがク画一ン分離である。サ

シキ品種といっても数多くの品種があり，諸地方で導ス

しようと思っても選択に迷っている向も多いので参考ま

でに主なものを掲げると次のようなものである。

A九州地方

(1) ヤブクグリ：日田，小国，八女地方の阿鯛上側地

帯において使われているもので，幼時の生長早く短伐期

用として利用されている。比較胤耐蔭性強く枝の枯上り

はあまりよくない。心材はやや黒味を帯び生長も早いの

で板よりはむしろ柱材として適当である。幼時幹の下部

が湾曲する欠点がある。水分の多い川沿いでは生長が非

常によいが，尾辰すじの乾'く所では生長が著しく低下す

る。発根は非常によく小枝が分岐してサシホがとり易

い。八女地方ではカンノウラ，インタロー等と呼ばれて

いる。

（2） ウラセバル：同じく日田地方の短伐期用の品種で

幼時の成長が早いが，心材は黒味がある。枝は太いが比

較的枯上り易い。発根はよい方ではない。

（3） アヤスギ:福岡,熊本,鹿児島の主として中央山

脈西側に多く利用されている。これの成長はあまりよい

方ではないがクローネは狭く枝も瓢く樹幹完滴で形質ほ

よい。'b材は淡紅色で後のメアサと共に樗丸材，良質の

板材として尊重されている。サシキの発根性憾強く枝も

細分しリーシホもとり易い。乾く地帯においては成長が劣

る。

（4） メアサ：これはアオバ，アオスギ，インスギとも

呼ばれ，日田，小国地方から鹿児島まで分布しており，

材色が美しく成長はあまり早くないが平均しており，漣

丸，板制･として尊重されてきた。メアサは比較的土地を

選ばないといわれ，谷沿いには上述のような品種を使い

尾擾すじにメアサを植えるのも一つの方法である。発根

は九州のサシスギの中で悪し､方である。耐蔭性強く枝の

枯上りほよくない。

（5）妖肥スギ：妖肥地方は弁甲材生産という特殊な育

て方で，直挿しが行われて来たためか他のサシキ地帯よ

りは品種の揃い方が少い°名付けられた品種は沢山あり

I在来のスギ品種の性格と内容

1． スギのい7bゆる品種の性格

今まで品種と名付けられたものは30O近い数にのぼ

り，今後の育種にどう取扱うかを一応明らかにしておく

必要があろう。

品種というものは薩拳上と植物学上とでその挫賂が異

り，塞農上の品種はその肇蕊に役立つ特徴をもっていな

ければ育成する価値がなく，またその特徴がタネまたは

苗を手にしたときに収量とか，栽培上の特性が予め分ら

なければならない。このような意味で在来のいわゆる品

種を眺めて難るとサシキ品種を除いて殆んどが該当しな

いことになる。それは，植”類的な品種は赫集と直接

の結びつきは少いことと，さらに今まで品種と呼ばれて

いる特徴が子供に伝わるかどうかが明らかでないことで

ある。いくら品種と呼ばれる現在の林または個体が鍵秀

であっても，それが苗またはタネに伝わらなければ実用

にならない。もう一つ鎚来の品種蹄篭の犯した誤りは，

遺伝によって確められるべき混質の関連という現象の観

念的に作り上げたことである。例えばI型とかⅡ型と

か現在の外畜I形態によってあるいは樹皮型によって分類

し，それに生長とか耐雪，脈隠劉生，心材の色，材痩等の

諸性質を結びつけ母樹選択の基準としようとしたことで

あり，これらはかえって品種概念を混箭Lさせるだけで実

際の育種には役立たなない。

2． 実用上品種として堀扱えるもの

在来のいわゆる品種は赫業上まったく役立たないかと

いうとそうではなく，ヨシノスギを裏日本に植栽して苦

い経験をしている。またサシキ地滞では写真に示めすよ

うな美事な林が出来ている。そこで在来品種の中から実

用上品種として取扱えるものを挙げて承ると次の通りで

ある。

1）実生品種

A気候品種

オモテスギ，ウラスギがこれに該当し表日本，裏日本

の気候的ちがいにもとづくもので，造林上の取扱いに大

きなちがいがある一つの大きな区分である。裏日本には

北は秋田から南は山口県に至るまで多くの天然生がある

が，表には少く魚梁瀬，静岡県下の須山，神調ll架下の

丹沢，宮城県下の牧の崎等である。これらのオモテス

ギ，ウラスギの中に種々の品種が現われたわけである

が，その中でも次に挙げるものは地理的条件から一応品

種と見倣せるものである。

B立地品種

紗銅スギ（秋田県）鳥海山ムラスギ（秋田県）立山ス

ギ（富山県）等は何れも隔離された高山多雪地帯のスギ
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混生している所が多い。イf表的なものはマスギ（アカ）

で枝細く権上りやすく樹幹請閥で弗墳がよいが壁畏は早

い方ではない。虚長のよいものとしては枝ばやや太くな

るがアオドテであり，その中間としてアラカワが成長，

､形質の点で優っている。主なものは以上の3種である

が，妖肥地方は寮だ品種の選抜が必要である。

Bその他の池方

（1）松下1号：兵庫県富稲村で松下仙蔵氏が妖肥スギ

の中から選抜したもので1号から3号まである。成長が

地スギに較べて良好であるといわれている。これば移入

した輝巴スギ林分の中から成長･葉型から似たものを集
団として選抜したもので純粋なクローンではないが一つ

の育成種である。

（2）北山スギ：こればシラスギの中にホンジロ他数種

が分けられ何れも純粋なクローンとはいえない。特殊用
途なのでここでば省脇する。

（8） リヨウワスギ：富山県了輪地方の品種でウラスギ

中のサシキ品種である。成長は後述のボカスギに劣るが

平均した成長を示めし，材質良く耐蔭性，耐雪性に富ん
でいる。裏日本の多雪地帯用の品種として利用出来ると

思う。

（4）ボカスギ：前者と同一地方であるがリョウワスギ

にくらべて幼時の成長が早いが，枝太く材色も悪く短伐

期用の電柱材を目的として使われている。これはリヨウ

ワスギと好対照で乾燥には耐えるが雪害には弱いといわ

れ，おそらくオモテスギの一種と思われる。

（5） クマスギ：長野采柏原付近のサシキ品種でこれも

ウラスギの一種であるがクローンの荊酔さは大分低いよ

うである。耐雪性，立条性に富桑戊罠もよいといわれ為

が，材色は悪い。多雪地帯向けとして利用出来る。

⑥サシプスギ：千蕊展山銅蝿方でカンノウスギと

呼んでおり，非常な乾潔池のスギ品種として特色があ

る。成長ほ早くはないが，枝細<枯上りもよくアカジン

で材質よく建具材として賞用されている。純粋なクロー

ンではないが，林は写其に示めすように非常によく揃っ

ている。成長の点ではサンプスギ中に混生している実生

スギの方がよいものが多い。サンプスギばサシキ品種中

でも赤枯病にかかり易い欠点がある。サシキの発根性は

特に優れており小枝が分岐してサシホも採りやすい。

以上が琴の品種の中の実用鋤ir値のある主なもので

ある。このようなすでにある品種を使うことも一つの方

法であるが，導入しようと思ってもどんなものを導入し

たらよいかその選択に迷っている所．もあるので参考まで

に解説した。これらの地方品種は夫盈の気候立地条件に

適合して発達したものでその地方でよいからといって事

業的に一時に大量を灘入するに臓一応危険性がある。九

I

へ

1

サンプスギの林相

（千葉県山武郡成東町，林令50年）

州のサシキ地帯は何れも春から夏にかけて極わめて雨量

の多い所であり，スギの成育条件としては恵まれた地帯

である。地方品種の導入にあたっては早速林野庁の育種

班が組識を活用して，気候区分，土地区分によって数カ

所に分け，同じ苗で同じ方法で試験地を設うけ，導ス範

囲並びに立地適応性を明らかにする適応試験を実施して

もらいたいものである。

I これからのスギ育種の対象と現況 夕

精英樹の選抜による育種が各地で採用され育種が現場

技術者によって着手されたことは選抜の範囲が拡まり，

夫々の地方に適した実用的な品種が育成されることにな

り稼業技術の圃確ということが出来る．しかしそれだけ

で育種が解決される訳でもなく，まだまだ多くの問題が

山積している。育種の具体的方法については今までに沢

山紹介もされているので省略す為が選抜，交雑，検定が

繰返されるわけであ為。今後のスギ育種の対象を何処に

おくべきかを明らかにしその現況について簡単に解説す

る。

1．差当っての種苗の素質の向上

精英樹の選抜に着手したからといって，それからのサ

シキ苗が事業的に使えるようになるにはなお相当の年数
がかかる。また交雑による育種でも同様である。そこで

差当りの種苗の素質の向上には催秀な親木の女ネを使う

ことすなわち母樹林を事業に活かすことである。母樹林

寸
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を使用して恥な詣幣要鍾を満せない場合は伐採予走の林

分を予め調査し優良抹分を選定しその中から採種用とし

ての優良個体を指燈してタネをとる位の配慮があってほ

しいものである。現在指定されている母樹林も表現型に

よって選定されているので母樹林毎に称分を作り母繊隊

の次代検定を行い母縦淋の選択を行うべきである．

次に腱現在のサシキ品種の導入であるが,‐これはすで

に獅扮･として種灸の立地条件の所に植栽されていて，お

よその…誇っているから大きな失敗催ないと思われ

る。導入して見たいと思われる品種臓既に前節に述べた
ので省略する。

2． スギ育種の対象と現況

育種の目標は収謹遥の増大と時間的短縮を図るための

遼的な育種と育苗‘育林過程における種盈な被害に対し

て抵抗性があり，あるいは林地の利用度を高めるための

賛的な育種とに大別される。さらに以上の育種を進めて

行く上の基礎的事項，付随する問題も'崎して解決され

なければならない。

1）収穫量の増大

精英撤の選抜は各地で実施されすでにク戸一ンの養成

に入った所もある。この方法は現場技術者の活躍に期待

すぉ所が大きい。しかし，いくら精英樹といっても表現

型であるから折角クローンを養成してみても一向に感心

しなﾙ､ものも出てくるのは当然で，それは菌書してかか

らなければならない。叉選抜の対象林分も種なの立地に

応じて行うことが望ましい。これによって夫禽の立地に

適応出来る品種の育成も可能である。

交雑による育種は，スギは一属一種でマツ鏡カラマ

ツ類のように種間交雑が出来ないので，精英樹相互間の

交雑によるすぐ．れたF1をクローンにして利用するか，

採穂園等で毎年すぐれたF1をタネによって供給すると

いうことになる。スギの交雑はウラスギとオモテスギの

FIが野原(1943)によって作られている。筆者が静岡県

下で選出した精英樹相互間の交雑を行ったが， 2年生苗

の大いさは交雑の組合わせによって苗畑において段が出

来，また人工交雑苗は自然交雑苗より大いさの変異巾が
小さいことが認められた。

2）土地利用範囲の拡大

明治から大正にかけての特別経営時代の造林地は諸地

方に不成讃造林地が現われた。一つには土地の選定の誤

りといわれ，一つには苗の素質が悪かったともいわれて

いる。このような蝿喋地に耐えるスギ品種の育成は，土
則痢用の拡大となり澗誰上大きなプラスになる。ことに

スギにおいては“乾燥地に耐え為品種の育成侭重雲な

目標であろう。辮群ド地における優良個体の錘が四国
で行われクローンの養成にとりかかっている（堀内，杉

一
一

4

スギ精英樹の一例
（静岡県選定）

本1955）しかし不成績造林地の原因には土地的なもの

と苗の素質に関するものとの二面があるから実施にあた

っては周到な土壊鯛査が併行して行われなければならな

い｡

3）諸害に対する抵抗性の育種

（1）気象因子

耐寒性の育種:寒さの被害は養苗時代と山出し後数年

の問題であり低温と乾燥の両作用によるものである。耐

寒性の品種分猿は古くからあるが(正木1933,森1934）
耐雪性と混同されている。最近は耐寒性精英樹として林

分からの選抜と併行して苗畑，造林地からの選抜も試承

られ（千葉1955）また,産地,母樹林によってもちがい

があることが2，3の試肇で認められている（岩手采赫
試,栃木果導指所1954～56)。寒風害を予想される地帯

への造林には，低温で雪の少い岩手県中北部,青森県東

南部または栃木，群馬県下の母樹林産のもの鋸適当と思

われ愚。立山スギ等の高山性のものは耐寒より耐雪性の
方が適当であろう。

耐雪性の育種：オモテスギとウラスギとで臓著るし

いちがいが認められるが，いざ雪響地で選抜するという

ことになると雪害の条件が一操でないのでなかなか困難

である。一部には雪害地からの選抜が試承られている。

、
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することも無塁があるようで，栃木県の燭〈剃蒙を始め

としてズk湿地のものはアカジンでも色がきたない。これ

らのことから承ると遡云的なものにしても色に関する遺

伝因子が2つ以上あり，一つはク画ジンを現#づす因子と

その他に環寛条件によって濃淡を異にする因子があるの

ではないかと繼驍される。

5）熱憶に関する琴p頁

糖英樹の選抜とともに老令木からのサシキ試験が多く
行われ，掛令と発根性，お“位置と調艮姓等について多
くの研究が行われた｡枝についている不定芽,下枝から
のサシホが発根がよいようである。老令木からの調艮率
は著しく低く差当りのクローンの増殖に障害になるから

ツギキも併行して研究さるべきである。

採穂園もまもなく設定される段階にあるが，従来の褒

日本で行われている採聴用台木嫁ウラスギ､のように耐蔭

性の大きいものにはよいが，オモテスギのように下殺の
枯上りやすいものおよび老木からのサシ木苗は下枝の張
りが弱くかつ高いので従来の台木育成法をそのまま適用

するには無理がある。もう少し台木の形態について研究

する必要がある。採穂園の台木は連年睡識な枝が刈駁ら

れ台木にとっては相当の打撃であり台木の肥培管理なら
びにMMEとサシホの発擬龍力等の関係も明らかにしてお

く必要がある。

採種園についてば開花し易いオモテスギはそれほど問
題はないが，ウラスギ系統のものやサシスギ品種のよう

に開花し難いものの着花促進の方法を研究しておくこと

が獅鍾園の造成および凌淵扉罰雷にとり必要である。
以上がこれからのスギの育種目標の主なものであ･る

が，姶あからこれらの性質を鵜a備えたものを作ること

は不可能で，現在は上述のような種なの特徴をもった個

体の題友が蒲手された状態でその後に麺M靖種力確めら
れるわけである。

結 び

育種は実際によい品種を作り出していくことであり，
スギは幾多の先輩の努力によって多くのサシキ品種が育

成されて来たことば世界に誇るに足る業蟻である。溌近

の育種えの関心臓遂誕現場技術者を動かし更にそれが育
種郡の下に組識化されようとしていることは必ずや第

2，第3の雲邇が生れて来ることであろう。品種を使う
ことにより，槌来の，木を植えてさえおけば山になると

いう制簔から秘舗鐸へと大きく挫錨が変ってくる。林

の栂豈も詑来の凌異の多い野生種を仕立‘てているものと
は大分変り旅業撫術も大きな変革をもたらすことであろ
う。その基礎となる優秀な糖麺封が各地に選出されるこ

とを期待して止含ない。

終りに「スギの育種」について書くよう割当られた

が，最近職場が変り文献も未だ箱の中に入っている状態

の上に建設業務に追われて考える暇もなく，思いつくま

まに書き連ねて頁を埋め合わせる鑑果になってしまった

ことをお詫びする。

雪に強い品種としては長野県のクマスギ，富山県のリヨ

ウワスギ,1その他天然生の立山スギ，桃洞スギ等は一応

期待がもてる。

偶）耐病性の育種

スギでは赤桔病が最も問題であり，薬剤で防除畠来る

にしても漠大な経擬を翻しており，また造林地において

もなお相当の被害があり，更に溝腐病の原因にも厳ると

ことである。雲識ま1953年から耐病性個体の選抜を行､、

うい病巣苗畑からいくつかの健全個体の選出が出来たが

未だクローン, F1によって校定するに至っていない。

（3）耐虫性の育種

スギの虫害としてはカミキリ，キクイムシ類，スギハ

ムシ，スギタマバェ，アカダニ等である。中でもスギタ

マバエ，云力ダニ等は盛んに蔓延しつつあり，これの育

種の必要性が強調されている。スギタマバエについては

被害の多い鹿児島県下でハライガワスギ（スケェモング

戸）が他の品種にくらべて耐虫性があり心材は黒い方が

成長もよいので注目されてL､る。なお四国，兵庫県下で

朧ウラズギ系統のものが被害にかかり易いともいわれて

いる。

スギのアカ亥二は苗から幼令時代において被腎を受け
易く，宙が枯死することはまづないとしても葉の組織汁

が吸われ箸るしく生長が衰へまた駆除が甚だ厄介なもの

でサシホに付着して容易に移動するので警戒すべきもの

である。叉被害を受けたサシホの発根率も低下するよう

である。筆者もクローン別台木に付着されて困ったが，

その際の観察ではクローンの間に被害の差がありそうに

見え抵抗性のもの力泌来るのではないかと思われる。

以上が被害に対する育種対象の主なものであるが，被

害の種類によっては成長はそれ低どでなくても被害に強

いことだけでも価値のあるものも出てくる。また抵抗性

の育種は苗畑時代のものより防除の困難な山出し後のも

のが大切である。

4）用途に関連する育種

スギのように用途が主に建築用材の場合には利用され

たときのﾀ噸，狂い，強度等また板材か柱材かの用い方

も育種糎関係してくる。これらは勿論育林法によっても
大きく影響されてくる。主なものは用途区分と心材の色

であろう。

（1）板材向けと柱材･向品種の青戒

これは品種の成長経路の問題になる力罎作物のワセ，

オクテに該当するもので育林法とも密接な関係をもって

くる。ワセ系品種の育成は幼令林分からの精英樹の選抜

によって達せられるであろう。巨大苗の選抜もワセ系育

種の一つの方法であろう。

②心材の色

アカジン，クロジンの遺伝性の問題は古くから論議さ

れているが確実な証明はない。しかし九州その他のサシ

キ品種を見ると品種によって』上湖･の色がほぼ一定してお

り遺伝的なものと思われる。土地的影響をまったく無視

･軸

ロ
庁

込

Ｌ
一

－25－



その大捌莫の試験が計画されている。

I外国樹種の導入

わが国に導入されたカラマツ属樹種は欧州カラマツ

(L・decidua)朝鮮カラマツ(L.Gmelinivar.01gensis)

グイマツ(L:Gmelinivar.japonica)が主なもので，

その他L.Griffithiana(ヒマラヤカラマツ)L.Gmelini

（ダフリカカラマツ)L.GmelinivarPrincipisRupp-

rechtii (北麦カラマツ)L.sibirica(シペリヤカラマ,ﾂ〕

などがある。本州における外国産カラマツは前記の塩野

苗畑の試騨也の成績によると， 朝鮮カラマツ， グイマ

ツ，変ブリカカラマツ，欧州カラマツはいずれもその成

長が悪く，最もよい成長を示めす朝鮮カラマツで恥同地

に植えられてい，る日本のカラマツの樹高，胸高直径の

50％以下であり， ヒマラヤカラマツば全部枯死した。

北掘莨には朝鮮カラマツ，グイマツおよび欧州カラマツ

の造林地が各地に点在して､､るが，錘昔の訳瞳した範囲

でば，朝鮮カラマツは信州カラマツについて樹高，胸高

画釜成長量がよく，信ﾂNカラマツの約80～90％の成長

を示めす。またノネズミの被害はグイマツについて抵抗

性が大きい。しかしこのカラマツは落鶏茜に対してはグ

イマツと畠ともに蔀性がないようである。他のカラマツ

類にくらべて成長が劣る傾向があって，特に幼時の成長

がよくない。しかし北緬首の東北部では通常30年以上

になれば，次第に日本カラマツの成長量に近ずく。この；

捜癒はノネズミの被害については最も抵抗力があるよう

である。欧州カラマツは樹古病(Physalosporalaricina

菌によるものとゑなされる）の被害の箸るしい造林地が

多く，またノネズミの被害に対しては日本カラマツと同

藩装にかかりやすい。しかしこれらの被害が軽微な場合

は日本カラマツに近い成長を示めすヵ所がある。これら

導入されたカラマツ類の生理，生態学的憧捜，病虫害な

どの麹充性および立地への適応性を調査研究して，その

育赫的価値を求めると同時に，甘木カラマツに有利な遺

伝子の導スも考えてゆかねばならない。

Ⅳ交雑育種

英国のDImIKeld公園で生じた天然蛎重(L.eurolepiS

日本カラマツ×欧州カラマツの第1‘嘩種）がA.

HenryとMarg.FlOodによって1919年はじめて報告

されて，その両親の同年令のカラマツより成長がよいこ

とが認められてから，英国，ドイツ，デンマーク，スエ

ーデン，オランダ，フィンランド，ソビエットなど多く

の国産で欧州カラマツと日本カラマツ，あるいばその他

のカラマツ類の雑種がつくられている。それらの交雑試

験の結果を要約すると，まず日本の力･ラマツと欧州カラ

マツの種間雑種では一般に雑種弦鍔が認あられていて特

に苗木時代から幼令剣に成長がよいようである。そして

その一例としてLangnerのGahrenbe電の実例を示珍

カラマツの寶種分
８
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柳沢聰雄
一Dー~二 レー～▲ ヨーヨー国内一一七 回一軍ヨエ】…一例

I はじめに

造林織重として，カラマツは(1)“”頓くてよいこ

と， (2)高麹蝿においても成長がよいこと，などによっ

て北溌首では短(韓用樹種として，また，東北地方では

ブナ調地帯の更敦樹種として葦すます広く造抹される傾

向にある。しかしその反面，各種の病虫害，獣害および

気象毅書などによって，必ずしもその成林を安心して期

待できない現状である。むろん上記の諸破害に対しては

それぞれ専門の立場からそのえ際を研究していただくと

して，＃諭<育種の観点から，さらに成長がよく，かつ各

種の被害に対し抵抗力のある品種を創ることが必要であ

ろう。そこでいままでのカラマツの育種の進んできた道

をふりかえって象て，今後の方向を考えてみたい。

I産 地

欧州カラマツ(Larixdecidua)の塵池問題について

はヨーロッパ各国でそれぞれ試験が行われており，タネ

の塵也によって，またその海抜高の差によって各種の生

態型(ecotype)に分けられている。日本カデマツ(L.

leptolepis)については筒橋松尾はカラマツの天緬布

によって8系統に分けて，そのタネや苗木の祷敷をかか

げている。しかしタネの醇也別の植栽試崎鑪也としてかな

り不完全なものが岩村田営林署部内塩野苗畑にあ為だけ

である。そこでは天然林9塵池，人工造林地2塵池を比

較したものである。 27年生の調査では産地による差が

ほとんど認められないし，また海抜高による差もほとん

どないようであるが，試蝿uの設計からして統計的処理

をして吟味するわけにゆかないのではっきりした結論は

だしえない。英国における長野県下ﾕ4地方から集めら

れた日本カラマツの鱈池試験で惇成長率，鞠膠，ガン腫

病に対する撫充性などに明らかな差が認め,られないと報

告している。そこでわが国でも，また欧州とくに西ドイ

ツでは，日本カラマツ産地問題をさらによく擬詩する意

峠で，今年度（昭和31年）のカラマツタネの豊作時に，

《
一

@

ヴ

』
型

筆者・林業試験場造林部研究室長
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第2図欧州カラマツ・グイマツおよび
その淵聴の成長比較

(Rohmeder,Dimpflmeierによる）

成長錐による胸高部位(1.3m)
・13年間の半径成長

2図に示めすように箸るしく成長の良好な点が認められ

る。な鐙スエーデンでつくられたカラマツ淵鍾として，

欧州カラマツ×シベリアカラマツ(L.sibirica)があら
て樹幹が真すぐで枝がほそく，病崖唐に対する“力が

大きい。北繊津識晃における日本カラマツ，朝鮮カラマ

ツ，グイマツの種間淵癒は3年生苗木の成績を調査した
ものによると，日本カラマツ×朝鮮カラマツ緊鰯:ぱ日本
カラマツ種内雑種より樹高,根ﾗ司菖径において，成長が

すぐれている。しかし日本カラマツ×グイマツ雑種は日

本カラマツの種内雑種より成長が劣っていた。その関係

を示めせば第1表の通りである。

これらの雑種の一部を植栽して，11年生のときに調査

第1図欧州カラマツ・日本カラマツと
その雑種の樹高成長比較

』全一

すと第1図の通りであって，日本カラマツの第1代緬壷

朧日本カラマツより13年先端いて約1m樹高が大きい。

しかしSCamoniの例のようにEberswaldeの淵錘は

13年生で欧州カラマツ相互間の人工蚕郵木にその樹高

がおいぬかれた例もあって，さらに長期間の観察が必要

であろうし，また雲霞れた両親の誰冶わせにも関係する

だろう。その他この雛種憾ガン膨両(DasyscyphaWil･

kommi)に対し，欧州カラマツより裡充性が強い点が

あり，さらに早霜の害に対し，日本カラマツが箸るしく

弱いのに対し，この綱重(欧州カラマツ×日本カラマツ）

は溌害に強い欧州カラマツよりさらに被害率が少いと報

告されている。つぎに欧州カラマツとグイマツとの天然

雛錘がドイツのGrafrathで発見され，その雑種の最も

よい成長を示めすものは16年で樹高148m,胸攪道
径28mに達した。その胸高部位における成長量は第

第1表 カラカラマツ淵闘重3年生の成長

樹高 (cm) ｜ 根元直径

最大平均燭最小平均値|総平均|最大平均値脚平均値

(cmj

総平均

（85）
1．0

(100)
1．0

(81)
1．0

測定

苗木数
交雑

組合数

一

交雑組合せ

9（84）
0．9

(10の
1．0

（77）
0．8

(91）
1.2

(100)
1．3

(81)
1．1

（68）
75

(100)
92

（74）
68

一

鋤
認
ゆ
お
鋤
雛

く
１
く

く

（86）
100

(100)
116

(79）
78

401

473

日本カラマツ×日本カラマツ

日本カラマツ×朝鮮カラマツ

日本カラマツ×グイマツ ’’

した続果によると，日本カラマツを燭樹として，朝鮮力 ると，日本カラマツ，朝鮮カラマツ，グイマツの祇轌率
ラマツおよびグイマツの7鏑をかけた剃種は大体におい ほそれぞれ48，40％であるのにたいし日本カラマツ×

て，日本カラマツと等しい成長を示めし，3年生当時の 朝鮮カラマツの雑種は大苗が無被害であるのに，小苗で
ような明らかな差力認められなかった。しかし交配の母 ＃ま33％の被害があった。日本カラマツ×グイマツ調鑓
樹によって同じ樹種間の組合煮つせでも，その辮雷に虚長 は7％の被害率である。そしてこれら種間鶴は両親の
の良否があらわれていて，母樹の選択の重要性を物儲つ 中間室たは朝鮮カラマツやグイマツに近い耐鼠性を示め
ていた。つぎにこれら雑種の而腫性について苗畑に植え すようである。芳賀はこれら鵜重のエゾヤチネズミの嗜
られた4年生の種間鱸重の被害状況を調査した羅深によ 好性について，実験生態学的に調べたが，いづれにして
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柳沢： 力 マツの育種ラ

も日本カラマツよりも種間雑種がいちじるじく耐鼠性が

大きくなるようである。

V信数体による育種

カラマツ属で自然に発見された倍数体では, Chris-
tiansenによる欧州カラマツの約56～58年の辰噴4倍

体の1個体がある。なおLarixdecidua×L.occiden･

talisの交緊鱸に3倍体が見出されている。日本カラマ

ツについては千葉，渡辺は苗畑で趣友を行い，8個体の

4倍体を得ている。これらの4倍体の形態的犠致はおお

むね一般倍数体の特徴を有してい感が，タ郷形態ほ明ら

かなGigasWpeを示めさない。すなわち苗木当時では

4倍体ば2倍体に比し箸るしい外形の相異もなく成長減

退の現象も認められないとした。ｵ群のい童までの人為

または自然の4倍体は成長その他の生理的特性の点につ

も､て育林上あまり謝待をかけられないようであるが，こ

れまでの報告は幼令時の観察が多いので，長年月にわた

る調蕊が必要であるし，さらに多数の倍数体からの育林

上有利な性質をもつ個体の選抜も必要であろう。また同

賀倍数錐は形質の量的変化を来たすだけで質的には変り

がないが，異質倍数体は耐病総耐寒性あるいば特殊成

分をもった性質など有利な形質を交雑の結果，雑種に導

入すること腱より，質的に両親と異なったものが得られ

る可能性がある。したがって異疑倍数体による育種ばカ

ラマツにおいても，今後の識擢であろう。

Ⅵ精英綾繼銭による育種

Aカラマツ精英樹の選抜

わが国のガラマツ精調錨選抜の基準として，成長の早

いこと，ク禧戸ネの狭いことに重点をおき，その他に枝

が細く枯れ上り易いこと，幹に曲りその他の欠点のない

ことおよび病虫害にかかっていないこと，を考慮して行

うことになっている。日本カラマツ人工造林地から精英

樹の選抜を行うにあたって，特に考慮しなければならな

いと思われる点は一般に日本カラマツ似鑛イミの成育，枯

損の状態などによる少しの環境の差異によって，その成

長とくに直径成長や枝張りにおよぼす影響が大きいか

ら，糟英樹の選汝にあたって，周囲隣接木やその伐根の

配漣などを十分識意して，なるべくまわりの環境が特に

よかったために大きくなつ次諄kをさけなければならな

い。この点から考えて，周囲木と候補木の樹高差も考え

に入れて選びたい。カラマツ天然林からは形質に重点を

おいて選抜を行い，胸高直径成長の点については，その

林分の平均以上の木であればよいと考えられる。そして

樹闘が高く，クローネがせまくて枝の細いものが選ばれ

ることが望ましい。

Bツギキと探麓園

0

蕨

属

《
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カラマツ糖英樹臼15号（写真中央）

臼田経営区73わ爾在

樹令55年天然生林より選抜

胸高直径34cm, 樹高23,5m

枝張数38周囲三大木材稜比128

カラマツ精英樹の水を採集じて，これからツギキ苗を

つくるのは比較能容易で，スエーデンにおける欧州カラ

マツのツギキでは94％の活蒲率を示めしているが，日本

カラマツにおいても春，イツギを行えば，その程度の活

蒜率を期待できる。ツギホはクロ戸ネ上部の日当のよい

枝を採集して，その1年生の枝を2年生台木の前年庭伸

長した部分の下端近くに割ツギまたは袋ツギするのが最

もよいようである。温室またはビニール室でツギキを行

えれば最良の活着率を期待できるが，露地においても，

風よけをするか，またツギキ部分にポリエチレン袋を使

用すれば活着率の向_上が鋤待できる。これは貴重なホか

ら多数の個体を増値するのに用いられる。

カラマツの採種園については，3～5In間隔でツギキ

苗をうえる。この際，数〃画一ン以上を混植して，同一

ク画一ンが隣接しないよう配列を考える。種間雑種をう

る目的の採種園では，両親の開梅馴があまり差がない個

体をあらかじめ選んで鎧く必要がある。わが国のカラマ

ツの採種園は昭和29年春に臓岡営林署煙山苗畑に2

haはじめて植付られ，現在はその他，福島，岩村閏営

林署管内の国有林に設定されている。

』
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柳沢： 力ラマツの育種

ついても，その子孫の生理生態的性質を調べることは興

味ある問題であろう。

交雑育種については欧州カラマツと日本カラマツまた

はシベリヤカラマツ間の種間雑種に雑震強勢が承とめら

れ，そのF1弗噸を事業的にうる目的で両種の混植の採

種園が造成されていて，ポプルブ属の品種改良とともに

交雑静霞の成功した実例とせられている。わが国におい

ても，北減首においてば日本カラマツ，朝鮮カラマツま

たはグイマツの種間雑種ば耐鼠性品種をうる目的には相

当希望がもてそうだし，また本州で嫁日本カラマツと欧

州カラマツの種間卿漉はある程度の見込がありそうだか

ら，これらの優良個体相互間の交配試験が組織的に行わ

れなければならない。なおｵ畔産のカラマツは日本には

ほとんど導入されていないようであるが，一応これら未

導ス樹種もできるかぎり､.試植して，その日本における

成績経過とその特性を調査して，将来の交雑育種の材料

とする錘があろう。

カラマツ銅重圃については，標襲挙木あたりの女ネの

牛産健を高めるために，どのような泌培省碧や剪定整枝

を行えばよいかという点については今後の譲冨である。

日本カラマツは一般に糊滅首のような高韓鐵直方はカ

ラマツの原醇也である本州中央部にくらべて，着花期が

早く，かつ瀞慧識度も大きい傾向であるので，鏑重園設

定のヵ所は全国的規模で決過ることが必要であろう。

、

感岡営林悪煙山カラマツ第エ採種園昭和29年4月埴付

左側施肥区右側無施肥区（日本カラマヅ）

右側は雪折を防ぐ．ために支注に結束する
昭和30年10月調査

,今

Ⅶ今後カラマツ育種の方向

今後カラマツの育種を進めるにあたって，まず最初に

個体選抜から始めなけれぽならない。この点については

幸わい，昭和29～30年より，国有林，民有称を通じて組

織的にカラマツ瀞英樹の週友をとりあげられて，目下進

行中であるから，近く相当数の縦樹が決定されるもの

と考えられる。この際ただ人工造ﾎI地の承でなく，広く

天然生赫についても，選抜を行いたい。天然生林では特

に幹が通直で，クローネが狭く，かつ枝の細いものを選

びたい。このような場合には成長がずばぬけてよいこと

が望ましいが，このような個体はなかなか現実には見い

だすことが困難と思われるから，形礎が特にすぐれてお

れば，成長はその捌分の平均以上であれば一応候蒋沐と

して選定することが望ましい。また落蕊丙の被謹鈍など

で，とくにﾝ蛎腫対して織刺生の強い個体を選抜する必

要がある･その他の病虫害や気象被害に対する抵抗性を

もつと思われるものについても同穣である。これらは今

後麹侭育種を進める場合に貴重な盗料となるだろう。つ

ぎに1圃齢簿こは朝鮮カラマツ，グイマツおよび欧州カラ

マツのi剴氷地からも日本カラマツと同様に精爽封の謹友

を行い，そのクローンの増殖を計りたい。とくに前2樹

種嫁目下の傭勢からは原醇池から優良タネやサシホをス

手することが困難であるからである。

つぎに趣友の埜礎となる日本カラマツの変異の研究

と，その遺伝識験を実施しなければならない。日本カラ

マツの枝条型については欧州においても，2，3の研究

があるように，また田中波慈女のダブリカ系カラマツ，

朝朧系カラマツと仮称しているように，その枝錘!と成

長の関係，さらにその遺伝性について研究を進めること

が望まれる。なお富士山の五合目の森林限界付近の詞伏

型のカラマツと似職姿した立地にある直立型のカラマツに

茜

、

質疑（問）スギ赤枯病の防除に粉剤としての撒粉
サンボルドー，三共銅粉剤b,黄色亜酸化

応答銅粉剤がよいとのことですが,市販されて
いるのでしょうか，もし市販されていまし

たら誠に恐縮に存じますが販売先を教示願います。

埼玉県久間郡轄§誌i差f二峰次

→
一

(答）粉剤は3種とも市販になってい蓑す諏売先は次の
とおりです。

名 販売先

東京都中央区日本橋本町2丁目3番地

日本製薬梯式会社東京支店

薬 剤

#錨サンポルド戸

三共銅粉剤b東京都中央区日本橋本町3丁目1番地

三共株式会社農薬部

黄色亜酸化銅粉剤宮城県船岡町広小路

東斗鯵鳴同化学工業株式会社

一一一一一一一一
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も，内地だけの想像ではおよそ遠いものであり，トドマ

ツふたいな』【坊系の織重の分布を調べて承ると，吉良

氏の+5｡Cを基準とするよりは，加藤亮助氏がいうよう

に, 0｡Cを基準とした温霊旨数の方がよく一致すぢとい

った現象がおこるのである。

また，北繊菖は戦前から戦争中にかけて日本休業の宝

庫といわれ，内地では熟られないﾒ調がどんどんとで

た。しかし，今も果してそうだといいうるだろうか。北

湖首の大材というものは，1年で徹づかばかりしか成長

しないエゾマツ・トドマツが，長い年月でようよう大き

くなったものを伐倒したもので，ただ，今まで伐られず

にいたから残っていたものなのである。北海道の澗蒙は

日本称業のドル箱であったけれど，エゾマツにしてもト

ドマツにしても，一番古いi鐡伺くで30年そこそこにす

ぎない。また，材灌毒はともかく，収礎麦というものは

まだ糸たことがない凋業であったのである。

いまでも北獺萱の山は遠くから承ると緑に包堂れ，い

かにも宝庫のように息;くえるが，なか権入って承ると，殆

んどが病虫害木であって，蕊かけほどよいことはない

し，いかに山がよくふえようとも，これからの＃礫をど

のようにすすめていくかということが，紫急な現実のき

びしい問題となってきている。北繊箇のように100年も

たたなければ伐れないという少ない成長鑓の山が，トコ

トン裸になってしまったら，それこそとり返しのつかな

い債耀をひき起すだろう。以上はいい過ぎや間違いがあ

るかも知れないが，これがエゾマツ・ 】､ドマツを育種し

ていく場なのである。

わたくしたち林調上海首支場育種研究室で働いている

者は，研究室ができてまだ新しいが，こういった中で，

エゾマツ・トドマツの優良品種を

ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

エゾマツ・

除ドマツの育種

○③

岡田幸郎

ホリ幌市と豊平町との境にある私の家にはまだストーブ

がすえつけられたままになっている。無輪，たいている

わけではなく，私の祠管の繕果にすぎないが，それでも

つい鍵近童ではストーブに石炭をくくる日もあった。ま

た，現に1週間ほど前にいった阿簑鋸のもう一つ奥にあ

るパンケ湖の湖畔にたてられた山の事業所ではマキをた

いていたが，くつにこのストーブが夏をジャマしていぉ

ふうには象えなかった。

北臓首朧寒いが，冬の冷たさがきびしく，シバれるだ

けではなく，このようにその期間も長い。内地でいう秋

の10月末頃になると，北緬首ではほや初雪が降って来

て，その頃からたき始められるストーブほ霊溶の5月一

杯，榊恩でさえ時にほ6月のはじめ童でもやし続けられ

る。数えてゑると， 12カ月のうち，7カ月から8カ月

はストーブの世話になっていることになり，もつと一年

中たき続けなければならないところもあるのである。

試男鳥に吉良氏のいう札凝の温量指数を計算してみると

次のようになり，釧路も表のようになる。

第1表 ’

Ｐ

▲

＆《
⑳
一

職迦IT｢zla"|5617|5Tn｡1珂豆I温量錆数
札幌 0.31 5.6110.1114.1116.2111 .51 4.9 63.0
釧路 1.71 5.7110.3I13.0l10.01 4.4 45. 1
東京 3.413.81 7.0l12.5116.3119.7123.5125.0121 .1l15.610.85.9 164.6

iつくるべく，すべての育種技術を

つかって品種改良に従噸している

が，考えられることは，やばり選

抜というものが育種の第一歩であ

り，基本であるということであ

《
〕

る。トドマツにもアカトド・アオI､ドというものがある

にはあるが，内地のスギのような造淋の歴史もなく，吟

味もなく，育種的に象れぱエゾマツもトドマツもまった

くバージンであって，まず値群や系統を鋳討し，選抜し

なければどうしようもない。

ここで，北誘首でもはじめた林野庁の糠英樹選抜によ

る淵永育種にピントをしぼって話をすすめることにしよ
う。

エゾマツ・トドマツの精英樹選抜でまず問題にな為こ

とば，内地のスギ・マツと違って，対象となる林分が天

然生体であ為ということである。このことは，ご承知の

ように，樹令がまちまちであるため戊浸の良否判定がむ

エゾマツ・トドマツはこのような北繊首の山に生育し

てい没成長のおそいことは今さらいう必要もないが，
伐採されるものはゑな100年生以上であり，円板をゑる

と，その中心には殆んど氷が小さい時にナサなどにウツ

閑された，10何年から20～30年の被圧時代のケルンを

もっている。そして，成長がおそいばかりでなく，戊畏

緬圖も春一時に成長してしまう独得の濯鑑をたどってい
る。

こういった獅職首の実情というものは，内地とはまっ

たく違ったもので，いくら御製をたKましくしたとして

薙者・林試北海道支場
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岡田： エゾマツ・トドマツの育種

もなく，殊に民有林においてはこのことが基本的命題で

ある。

国有林にしても天然生称に期待ができなくなり，人工

造林によって経営していくことになれば，投下される資
本が判然としてくるからいままでよりはものごとを企業
的に処理していかなければならなくなろう。森林は存在
しさえすれば，水害その他の災害から国土を守ることに

やくだつのであるが”それを育成するにば，いかにして

喪く上げるかということをまず問題にすべきである。

さて，では一体エゾマツ・トドマツの将来性は企業的

に糸て果してどうであろう。このことが即ちエゾマツ・
トドマツの育種にかかる責務なのであるが，わたくし
は，いまはどうともいえない。しかし，北海道の数少な

い造祢地を象て募ると，例えば，池田桝轆謡管内の造休

地や王子造林の温根湯社有林などで， 30年生くらいで

胸高直径25cmくらいになっているi､ドマツがあるこ
とから，たとえ，いますぐ圧倒的に成長の早いエゾマツ

やトドマツができないとしても，糖英樹を選抜し，その

枝をツギキした苗木で採種園をつくり，そこにできたタ

ネを蒔き，さらに高度の造泳凌術をとりスれて造林して
いけば，あながち不可能の翼縛でもないとおもわれる。

というよりは，北海道の山之を承ていると，どうしても

そうしてやらなければならないという何かがこみあげて

くあ。北海道の山左は菰度働けるだけ働いてきた老人の
ようなものである。しかも今後L､つ窪でも必蕊な老人な

のである。おじいさんを楽いん居させぁ気持でエゾマ

ツ・トドマツをもつとゆったりと造林していかなければ

ならない。今ならいくら老人だといっても，北海道の山
はまだ自分でも働ける元気がある。この元気をなくして
しまったらガタツといくだろう。

北海道のﾎi桑に関係している人盈は，国有林も民有林

もこぞってみな同じ思いである。この思いが凝集して，

北海道ﾎ林育種懇談会(会長柳下鋼造氏）ができ，営林
署，道有林，社有林，私有林を一つにして林木育種湾鐸

の発展を図っている。この秋に朧懇談会の今年のビッグ

行事としてトドマツとカラマツの撒週封コンク戸ルが行
われることになっている。まだ育種のW暁機関も全国に

さきがけて北海道にはじめて王子製紙栗山材木育種研究

所ができ，山部iこある東大演習林朧古くから割重の藏事
をしてきた。・

わたくしは1週間潅揃，帯広僅淋局の御戚意で管内の
本別・足篝･匝澪の3営旅署で選抜された精英樹候補木
を承せて頂1，､たが，ネマガリダケの発生した，しかも熊

がでてくるかもしれない森林をくまなく探しまわられた

現場の人含の苦労に頭の下る思いで一杯であった。確か

に現場で精英樹をさがすことば，決して口でいうほどや

さしいものではない。

北減首におけるエゾマツ・トドマツの育種はいろいろ
の意味でこういった現場の問題を解決していくことが，

現在ではもっとも必要なことだろう。

ずかしいということであるが，北海首の森休では更にい

くつかの問題がある。

北減首の森林は原生林というけれども，その認1分ほ

すでに過熟林分であって，戊長は殆んどとまり，気息え

んえんとしてようやく竿きている獺てが多い。その上，
ことば通りのまったく人手の入ら族い処女林ではなく，

何回増択伐が繰返しおこなわれた林分である。糖麹劉の

調査にいくと人夫さんからよく〃この山からは戦争のと

き樹高40mのエゾがでたんだよ〃などと聞かされるこ
とがあるけれど，昔はよほどよかったらしいが，いまは

とり残されたものは大きなサルノコシカケをつけた菌害

木が多く，4本の比竣kをさがすこともそうたやすくな
い薪淋が多い。そして，まだ一達も,伐られてない山もな
いことはないが，そういうところはﾎ繍首もなく，テント

を持っていかなければいけないようなところである。

また，山そのものにも霞して，北繊菖の$襟全般の現

状ということも考えなければならない。

オI揃轤の搾農は前にもいったように天然生林を－f方的

に択伐することがf蝉で，いまでこそ一つの営澗鶚で年
に200から300町歩の進淋をするようになり，民有林も

昭和30年度には年間4万町歩の造淋を行うようになっ
たが，造林をはじめたのはつい最近のことで，古い進淋

地でも30年生くらいである。一だから育種以前の造

林になお解決しなければならない多くの疑問がある。こ
のことはエゾマツ・トドマツの育種にやはり無関係なこ

とではない。

さて，以上のべたことは，北海道における林木育種の

困難さともいえるが，そのことはとりもなおさず，必要

の痛切さといえよう。エゾマツ・ I-ドマツの優良タネを

つくれば，造林のはじめから不良タネをつかわないです
むことになるし，また伐期をもつと下げなければ，これ

からの造林事業にエゾマツ・トドマツを用いることは非

常に困難になるだろう。

現在，北減首の国有林で採用している1,ドマツの伐期
は人工林で80年生，天然林で120年生となっている。エ
ゾマツの鈎朝はさらに高い。しかし，現在おこなわれ，

また売買されているエゾマツの造赫費10,000円，立木
価格石当り350円で計算した赫業利潤2分, 4分および
6分をうるために必要なha当りの蓄積を承ると次表の

ようである。

第2表

＝

■

一

’2分 ’ 6分

（石）
2，938．7
9,425.0

30,227．4

4分

（石）
1,371,7
3,0”､6
6，585．6 口

｜

’

（石）
630．8

937．4

1 ,392.9

これを承ると分るように，林業経営を確実にするため

には，どうしても伐期を下げることが必要になってく

る。林業は収益性の象をいたずらに追求すべきものでな
いことは勿論であるが，収益性を考えたい経営がある筈
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抜方溌樹鍔が異ってくる。農業園芸作物等において

も，豊轌を目的とするか，美朱な品質を要求するか等に

よって，おのずからえらび出さるべき対象がちがってく

る。

現在庁われつつある林木育種は黄源の鐵重な恢復と増

進を翻待する上から成長速度が早いということを第一目

標として，謹鐵の蓮友が行われている。もちろんその

さいｦ露,耐病虫{鐸をも合わせて考慮するのである

が，これらの特性を厳密に茅嚇させようとすれば，する

ほど糖英樹の肇は困難の度を増してくる。あまりにも

二兎を深追いすれば，かえって本命を見失うおそれがあ

る。このことは電鍵準の潅装を下げるという意味では

なく，目的を絞って，むしろ種吏の向上を期したい。

莪駐の森林が一般に野生林木の永年に亘つた自然交雑

による子孫であることは今さら云うまでもない。その間

適者生存の理によって，気候,風土の立場から自然の淘

汰をうけて今日にいたっている。一部スギについては先

覚者によって選抜栽培され，制譲品種と見倣されるもの

が,地方的に存庄する。しかし大部分を占め為天然隊，

人工林ともに幾世代にもわたって雑婚をくり返してきた

タネから成立したものであるから，複雑な巡伝型を包蔵

していることは当鼻轄えられる。加うるに剃永にとって

は後天性たるべき士嬢，気候，立木密度等による成長，

形質への影響，さらにはこれら蕊寛がかもし出す病虫害

の消長等,露封建に当って，思いめぐらす因子は極

めて多い。これらについては･一応選ばれた精鮒から創

り出された次代検定林によって，目的とする巡建辺以外

のものをふるい落してゆくのである。しかしこの繕果を

見るまでには比較的長い年月を必要とするので，実行上

すぐ間に合わせるためには未完成品ではあるが，次代検

定を経ない潔謬調クローンから櫛直した苗木を直ちに造

林用に資することである。ある程度の見込ちがいばでる

かも知れぬが，うじ素性もわからぬ種子や苗木を使うよ

り，数等蓑さることは認､ない。

幸いに精英樹の選抜手法は他の育種法のそれにくらべ

て普及性に富んでいることは大きな総長であり，選抜育

種は育成禰蒙から瀞省洞崇に発展の第一段階として，く

ぐるべき登竜門であろう。

精英樹

△▲△

石川健康

精英樹と･は何か糖麹封というものの解釈に幟二

通りの考え方がある。その一は現徳逼ばれつつあるのは

プラス木，いい換えれば糖調封候補木なり上する見方で

ある。選ばれた艤畏は遺伝的殻ものか潔境的な原因に基

くものか判然としないが，ともかくも見かけ上は精英樹

に値する卓越性を示すものである。これらを将来次代険
定によってふるい分け,造侭型の如何によって，臆じ過

て，さきに選ばれたプラス木のうちから，該当するもの

を正式にエリーテすなわ､お繍譜鋤に昇絡決定するという
のである。

その2は選ばれたものを最初から糖麹徴と称する。む

ろんこの精麹劉は表鍵型によるものであることは意識し

ている｡そして次代検定の綣果,棄てるべきは美て,育
種目的に合致する．鍵秀なものの熟を，新しく品種として

鞠置することとなる。その場合もとの鋤§はつまり前者

で溌謬識と決定命名したものは，強いて言え#鰯f品種の

原樹とでも称することになろう。理論的には詐昔の考え

方が正しいが，実用上からはむしろ撰昔の方が適卸であ

患。精翼賛であるところの原樹は古典的な存在意義はあ

るけれども，すでにそのクローンが原を種として鏑宇き

れ，原産地の適正な記録力竣っている以上，あらためて

羅謬鯛なる称号を追贈されても，されなくても，さした

る不都合は生じないからである。

この2つの考え方が往盈にして混乱をきたし，実佇者

を迷わせているらしいが，現在搾野庁で実施の対象とし

ているのは後者の考え方に属している。

もともとエリーテという言葉は語源的にほエリイケレ

というラテン語からフランズ語に転化されたもので,｢え

らび出されたもの」という意味である。これに織矧封と

いう訳語を与えたのは佐藤敬二氏で，昭和9年「赫木の

変異，品種並びに品種改良」という論文中に用いたのが

はじめてのようである。

精英樹が濡蛎的に「えらび出されたもの」というごと

く，いかなる目標のもとにこれを選ぶかということは当

事者の意図するところによってきまり，それによって選

《
》

●

垂
』

糖英尉の選裁目標精英樹の選抜目標をいずれに

おくべきかという問題ほ，将来の木材の需要用途ならび

にこれに則応して対処すべき造林方策のあり方によって

大きく左右される。すなわち大別して，生産の主たる目

標をどの程度成長本位におくか，または形質（主として

材質）本位におくかということである。

経済5カ年計画によれば，昭和35年度におけるわが

国の年間用材需要量は168百万石であり，そのうち三大

用途としてはユ）建築材57百万石，2）パルプ材31百

一
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石川 ？ 精 英 樹

万石，3）包装材24百万石となっており，その他の各

用途は比較にならぬほど絡段にすぐない。このうち

1）建築材については将来の住宅犠式が順次セメント，

鉄等を材料とした耐火耐久性のものに一部ずつ置き換っ

てゆくとしても，一般住宅としては，建築蜜は木材の方

が格安であるし，また湿度の高いわが国としては開放的

な木造住宅を軽視することは出来ない｡そうすればこの

需要鐘は若干絞るとしても，著しい減少を見ることはま

ずある童い。

2）のパルプ用材は今後合成繊維の大きな進出があると

しても，木材パルプの需要はますます増加する一方であ

ろう。加うるに木材綱ヒエ業が企業の段階に至れば，工

業溌源としての木材消擬量は将来建築材をはるかに上廻

り，想像もつかないほどの大量を必要とすることになろ

う。

3）包装材の需要は各種産業の進震に伴って，これまた

増加するであろう。

今後これらの膨大な需要を賄うべき資源造成対策の一

職として，林木育種がつよく推されていることは当然で

ああ。

将来の木材用途のうち，とび麹けた需要趾をもつであ

ろうと予想ぜられるの，3）特に2）の事項については

何といっても，成長がはやいことが第一義的である。そ

れも単位面積あたりの成長量の多きを筒途とし，加うる

に伐期は出来るだけ短縮が希望されている。しかし単な

る伐期低下はくり返し行われるであろう，再造林蕊を考

えるとき必ずしも有利ではない。林木の一生の成長経過

を通観するとき，いわゆる早生型のものと晩生型のもの

とがあるが，これは樹種で異なり，さらには同一樹種の

間でもこの差異が認められるものがある。

パルプ等木材化学工業の資源木としては，スダートか

ら瀧烈なスピードがあり，すくなくとも前半のラップ，

女イムが素晴らしい選手が必要であって，かかる意味で

の短伐期施業がのぞましい。

次に1）の建築材，溝造材としてば当然形質とくに材

痩が重要視されねばならない。ここに制捜と云ってもそ

の内容は強度漣関係の深い秋材率，節，木理等あるいは

色，光沢，杢等工雲的なものまで含まれる。しかもこれ

らの材質内容め要素のうちには成長が早いこととは逆の

相関を示すものもあろうし，また遺伝鷺以外の他の原因

たとえば立地，林の仕立て方，外界の刺激等にむしろ関

連の深いものがあるかも知れない。これが遺伝的なもの

なりや環境的なものなりやの判定は次代検定にもちこ篭

れねばならない。

以上の考え方から，精英樹のえらび方の主眼点は，当

面成長と形質との二本立てに区分されて，行われるべき

‘のと思う。すなわち

a、成長が早く，とくに早生種であることを主目的と

するもの。犬郁分譲パルプ等の工業資源であるが，その

他包装材の如き板材，蓑たは砺柱，杭の如き丸太材が含

まれる。

樹穂の主なるものとしてはアカマツ，クロマツ，鐵入

外国樹種の大部分,嶋鱗広紫樹，カラマツ，スギの一部

トドマツ，エゾマツ等｡選抜ほ主として，人工林が対象

となるが，一部天然秣でも臂年期まで懸封の被圧影騨が

ないものは対象となり得る、

b.形質がすぐ．れていることを主目的とするもの。建

築材,総造材，ペニアおよび銘木のごとき特殊用材。

樹種の主なるものとしてはスギ，ヒノキ，ヒパ，アカ

ユゾ，内外の宥用広葉樹等。

これらにつ､､ての選抜対象は主として天然林となり，

一部人工林もスるであろうが，いかなる選抜方法を用い

るか妹今後の研究課題である．

今後の問題点現在戊畏を主眼とする選抜育種の

動向は単位面積当りの材犠成長の増加をねらっているこ

とは申すまでもない。木材中に含まれる水分の重蹴はア

カマツ生付の場合，罐屋避のおよそ4割を占めている

が，パルプ或いぼ潟ヒエ業の盗材としては，見かけの大

さや重さの成長でばなく，木材質とくに鯛蕊そのもの
の鼠の増大にある。したがって成長を目途とする精英樹

のえらび方も，将来はその方向に合致するような方法に

よって行われることになるであろう。

次は増殖法の職逼である副<,スギについては当痔育種と

いうほどの意識錘念はなかったとしても，かなり以前か

ら職蜜的手鑑を用いた造休が行われ，ことに九州地方に

は#隙品種と見倣さるべき優良種が準く存している。

また購近ではポプラの新品種が多くの人盈の興味をひい
ている。なぜこれらの樹種が広く一般に関心をもたれて

きたかという犬きな原因としては，第一にサシキが容易

であるということであろう。マツその他の職鱈で，サシ

キが困難とされているものに対して，もしもこのカペを

突き破ることができたならば，育種的増殖手段が簡便と

なり，著しく普及性をますことはまちがいない。

つぎは次代検定期間の短縮である。普通次代検定に朧

2，30年を必要とするが，これを数年以内，さらには苗

木時代におL､て，およその見当をつけることが出来ると

したならば，こんなうまい話はない。このことは育種目

標のうち，或るものについてば必ずしも不可能ではなさ

そうである。

、

おわりに きくところによると鐸簔議験の動向ほ

辨揃と戦後とではかなり逢っており，戦前までは改良，

一

盛
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おくれているであろうか。農作物や家畜の原種は現
在殆んど絶滅しており，薑た農業の歴史はすぐなく
も2,000年を経過している。野生品が沢山あった時
代に，農業の育種はどの程髭佇われていたであろう
か。林業では野生品たる天然林がまだ攪富にある時
代背景のもとで，推進されていることを思いくらべ
ると，林木育種はおくれているどころか1,000年な
いし2,000年他よりも進んでいるとも言える。

この佐藤氏の所論はいわゆ誠襟の後進性に由来し
て，とかく自らを卑屈に考えがちな剃叢家を勇気づけ，

明るい気持で技術の大道を潤歩させようとする親心を，
奇抜な構想で述べられたものである。

ともあれ林木育種も農業育種の過程と同様，やはり一
般I的な養苗御愉の素地の上喉育まるべきものであり，さ
らに高度の栽培技術によって，成果の向上をもたらすべ
きものと信ぜられる°

増産の主役が育種にかけられ，多くの効果をあげてきた

のであるが，戦後は栽培試羨それも肥料,病虫害防除等
に主点が移ったということである。これは察するに育種
成果がかなりの程度まで到達した一方，その弱点も錨つ
れ始めたこと，或いは成果の一層の発揚のために高度の
栽培技術を必要とするに至ったからであろう。

一般に作物の育成技術については(1)一般的栽壗痴侭
(2)育種技術③特殊栽培技術と云ったように進展の段
階がある。林業でば(1)の段階から今やようやく②の
段階にスつたというところであろう。

これを以って紘業の後進性を云盈する人もあるようだ
が，佐藤敬二氏が本誌1954年4月号「林木育種への展
望」において述べられている要旨を摘記すると

農業の品種改良が非常な効果をおさめていること
ば雲であり，これらと林木育種をくらべた場合，
大差があることは否定し得ない。しかし時間との相
対性において考えてゑたときに，林木育種は果して 一
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ー

－
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してきめる唇とは，いちおう，もっともなことだ。f罰封

林のそとの木の花粉がかかる心配があるわけだが，潅綴

のとんでくる量は踞誰の函数としてへっていくから，母

臘淋のなかにあ石良い木がじゆうぷりんな量の花粉をつげ

るかぎり，それらの花粉の量のワリアイとして見れば，

そとの木の花粉の量はたいしたことはなく，母樹林のな

かの良い木の花粉のかかる確率のほうがはるかに高いと

考えられるから，あまり近くに悪いﾎ秘・や木がないかぎ

り，それぼど気にやむ必要もなかろう。また，母樹林の

なかにも，母樹の個体による優劣はあるにちがいない

が》母職休に指定されるような林では，すでにある程度

震で，悪い木臓間伐に上って淘汰されており，個体のあ

いだの優劣の差臓，ほかの悪い林分の木との差にくらべ

れば，それほど大きなものではなく，そのうえ，おなじ

林分にあ潟個体には，だいたい一様にまざった多くの木

の花粉がかかってくるのだから，実用の上からは，これ

を区別しなければならないほどのチガイはおこらないだ

ろう。蘂堯,東大演習林奮のスギについての試験でば，

良い林分の良い木と悪い木のコドモのあいだの生長のチ

ガイは，悪い林分の木のコドモとのチガイにくらべる

と，問題にならないほどのものだった。こう考えてくる

と,いまある生長と形質のすぐれた林を母樹林にきめて，

そこから遥赫につかうタネをとることは，たしか曙いい

ことにちがいない。

ところが,母績琳健，ただ,素質のいいタネがとれ葱
というだけではだめなので，それがたくさん，やすくと

れないとこ震るのだ◎そうでないと実壌のツカイモノに

ならない。ところが，いまあの瀧分を見て，この泳分は

生長も形質もすぐれていると考えるようなぱわいは，ど

うしても，かなりとしとったものになる。あまりわかい

林で嫁， いまはよくても， これからさきどうなってい

くかに不凌がある。わかいときに生屋のすぐれていた林

が，かならずしも，いつ霞でもその調子をつづけてはく

れない例がたくさんある。〃材崇種苗法施行に関する件〃

というのにも，母機淋としての適幡性の具体的な基準を

あげているが，たとえば，スギについては，瀞令70年

以上,樹高10間以上，胸高周囲3尺5寸以上としてい

るように，かなりとしとった樹高の高い林だ。このよう

な状態腱なった林は，もともと用材の生産をメアテにこ

れまでそだてられてきたのだから，質のいい幹の材を，

単価面積から最大に得られるような形をとっており，し

たがって，クローネはウシペイし，枝は枯れあがってい

る。ところが，父ネをおおくつけるためには，クローネ

の調薗積はひろく，ク戸宇ネによく日があたることが必

要だ。孤立木は林木よりも，林縁の木は林内の木よりも

多くタネをつけることば，よく知られている。したがっ

て， 一般の用材林は， タネを多くつけるのにもっとも

ふさわしくない状態にあるわけだ。このようになった林

は，つよくきりすかしてタネをよくつけるような状態に

もっていくには， もうおそすぎるし， 用材を生産する

という，その林をしたてた目的とばあいいれないものに

なる。 タネを多くつけるような林にみちびくには， ほ
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母御隊はとくに〃林木育種〃の問題というよりはむし

ろ，一般のi勤ドの問題にすぎないのではなかろうか。

W､うまでもなく，母職淋とは素質のいい］鋤彌の掌ネ

を供給するためにとくに指定された制扮のことで，赫業

種苗法の第3条の1にも，〃行政官庁は命令の定むる所

により優良なる種苗の採取に適する樹木叉はその集団を

母樹叉は母樹陳として指定することを得〃と書いてあ

る。母綴嚇というものを考える目的は，遺伝的な素質の

わるいタネが造林につかわれるのを防ぐことにあるのだ

から，母職淋は遺伝的にすぐれた素質をもった木のアツ

マリであることが必要なわけだが，あるﾎ紛唐が母櫛撒に

鐙這されるときには，その林分をつくっている水が，遺

伝的にのぞましいものかどうかが，はっきりわかってい

ることはほとんどなく，そこにある木が，生長も形質も

すぐれ元いるということから，いちおう，適云的にもす

ぐれているだろうと考えてすましているのｶﾐ普通のよう

だ。むろんわれわれが，ある木を見ただけで知ることの

できるのば，その木のもつ迩云的な素質そのものではな

く，その素質と環覚とトリアツカイのハタラキアイの結

果としてのウワペ型にすぎない。遺伝的な棄質そのもの

は，子孫を見なければ知ることができない。しかし，こ

れ童で，かずおおくの母綴淋が指定されているにもかか

わらず，それからとったタネのユクズエを歌.さだめて，

その母職淋がぼんとうにすぐれた木からできているかど

うかを，たしかめたという話ばきかないようだ。これを

おこなうことによって，その母瀧琳から得られるタネの

遺伝的な素質を，ある程度まで知ることができるうえ，

もとの母樹林自身からのタネがたりないときには,遺体

地から，遺伝的な素質のだいたいひとしいタネを，わり

あいらくに，多量に供給することができる。さらに，い

ろいろの気候や土壌のところに植えこんでくらべれば，

試験というほどのものでなくても，さらにいろいろな性

質がわかってくる。もし，こういうことがおこなわれて

いたら，おおくの母樹林のなかから，さらにすぐれた母

樹休をみつけだすことができたろう。これは，とりもな

おさず，一種の集団選抜だ｡、

しかしながら，趨云的な素質が良いか悪いかわからな

いからといって，わざわざウワベ型のわるいものからタ

ネをとる必要はなく，ウワベ型のいいもののほうが過云

的にすぐれたものを多くふくむと考えるほうがスナオな

カンガエカタだから，ミカケのすぐれた林分を母樹林と

一
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ったタネからしたてた次の代の林を敦なければわからな
い。アリアワセのすぐ＄れた林を母樹休ときめて，そのま

まタネをとるぱわいには， タネは，いわば，副産物だ

が，このぱわいには，タネが主産物なのだ。だから，こ

のような林をしたてるぱわいには，よくよく吟味された

材料でしたてなければなんにもならない。遺伝的な素質

のぼっきりしたものをつかわなければ，たいしたイミを

もたなくなる。このようなかたちの酬鐡林をわざわざし

たてることは，いろいろな本にはよく書いてあるが，実

行されたというハナシはきかないようだ。

こう考えてくると，用材の生産をまったく考えずに，

タネを:とることだけをねらった母樹隊をわざわざしたて

るくらいなら，もっと徹底したカンガエカダがうまれて

くる。おなじく臘沐の実をとるのをメアテとしたもの

に果樹園がある。いうまでもなく，鏑封園ほ，木に日添

よくあたるように，木と木のあいだをひろくとり，素質

のそろった良い実をはやくつけるように，おなじク戸一

ンのツギホをつかったツギキナエを植え，よく実をつ

け，実をとりやすいように,剪定や鐵支をして，低くそ

だてている。澗永の結果もやはり樹木の果実だから，果

樹園とおなじようなソダテカタをすれば，おなじよう

に，たくさんの実，したがってタネがとれるわけだ。こ

のように，タネをとるために，ホ材§を剰封園とおなじよ

うにしたてたのが，ちかごろよく人の口にのぼる臘腫園

だ。この樹種園臓，わがくにでば，最近にそのカンガエ

カタがはいってきたものでありj外国でもまだわずかし

かつくられていない。まったくあたらしいものなので，

まだ解決しなければならないいろいろな問題がある。し

かしながら， タネトリがやさしい点だけをとりあげて

も，これまでの母樹林よりもはるかにすぐれていること

力溺きらかで，そのうえ，得られるタネの遺伝的な素質

も，ぼるかによくそろった良いものにすることができ

る。特種園によっての承，これまでの母樹休のもってい

る，タネが多くつかず。女ネがとりにくいという大きな

欠点にうちかち，さらに，これからの澗永育種のススミ

によって，遺伝的にもさらに離笑にすぐれた素質をも

つそろったタネを多墨に，わりあいやすくつくることが

できるだろう。これまでの母御隊と樹種園との中間的な

ものをあたらしくつくることはたいしたイミをもち得な

いだろうが， これまでの母樹林は，多くの欠点をもっ

ているにもかかわらず，樹種園がじゅうぶんな量のタネ

を供給することができるようになるまでのあいだのツナ

ギとして，ひきつづきたいせつなヤクメをもっている。

タネは，いくら高くても，澗永の生産費のうちではごく
わずかな部分をしめているにすぎないのだから，すぐれ

た林からタネをとって林をしたてることは，質,量とも
にすぐれた木材を生逵するうえにたいせつだ。理想的な

ものができるまではいいかげんにやっておいてもいいと

いうことはない。いまできるかぎりのすぐれたものをつ

かうことがたいせつだ。このイミで，いまある母樹隊や
すぐれた林を大いに活用することがのぞましい。

じあからあらく植えるか，はやくから強い間伐をくりか

えして，とくにクロー!ネが大きく発達するようなソダテ
カタをずる必要がある。また，樹高の高い，枝の枯れか

かった木からタネをとぉこと極，イ襟が危険をともな

い，きわめて能率がわるく，ときにはイノチガケだ。こ

のように，一般の用材生産をメアテとしたりっぱな林か

らタネをとることは，タネの棄質はいいとしても, f馴封

1本あたりにつくタネの量がすぐないうえに，,作業が困

難なので，きわめて能率がわるく，したがって，タネの

生産喪ばきわめて高いものにつくことになる。こういう

わけで，いままでの母樹休がナマエだけのものに‘なって
しまったといわれているのも，ムリのないことだ。そう

だとすると，いわゆる母御隊は，良い週云的な素質をも

つ可能性のたかい林を保存すること以外にほ，たいした

イミのないものになってしまう。すぐれた幹の材を生産

するような林と，タネをたくさんつけるような林とでは

はじめｶﾐら，反対のソダテカタをしなければならないの

だから，このふたつ醤信塒にねらうことは，あんまりム

シがよすぎるのだ．そう.かといつて，テアタリシダイ

に，とりやすいところからばかりタネをとっていたので

は，堂ったくハナシにならず，わがくにの纈隊のもつ遺

伝的な構成を悪くするばかりだ。やほり，タネがとりに

Kくてたかくついても，タネにかかるカネは造林につか

うカネのなかではごくわずかな部分をしめるだけだか

ら，いい木のタネをつかわなければ,質,量ともにすぐ・

れた木材を生産することができないから，すこしぐらい

たかくても，いい木のタネをつかわなければ損だ。しか

し，いつまでも，たかいタネをつかってがまんするので

はなく，遺伝的な素質のたしかなタネを，たくさん，や

すくとれる方法を考えなくてばならない。

用材の生産とタネの生産とがもともとあいいれない性

絡のものだとしたら，やはり，タネの生産童メアテにし

た林をそだてるほうがハヤミチだというカンガエカタが

おこる。篝篝這，ヤサイのタネは，わざわざタネだけをと

るためのタネトリバタケをつくってとっている。1鰄竜だ

ってわざわざタネだけをねらって植えても悪くないだろ

う。そのために母樹林をわざわざしたてることが考えら

れてきた。はじめからあらく植えるか，わかいうちから

つよい間伐をくりかえして，よく発達した大きなクロー

ネをもった木にそだてれば，ク画一ネが大きくヒアタリ

がいいのでタネをたくさんつけ，枝下力X低いから女ネト

リがらくなので，多量のタネをやすくとることができる

わけだ。さらに，タネをよくつけるようにいろいろと手

をくわえることもできる。しかしながら，わかいときの

坐育状態がいいものが，いつまでもそうだとはかぎらな

いので，アリアワセのわかい林について，いまいくらよ

くそだっているとしても，将来までよくそだつ素質をも

っているとハヤガツテンすることは，きわめて危険であ

り，そのうえ特殊なソダテカタをするのだから，その木

がトシをとっても，良いかわるいかが象わけられず，と

~
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ギほか富山県には数種の品種が区別されている。林業種

苗配付区域でも，裏日本地帯のスギは原則として隣接の
表日本地帯への移出を認めているので，これらのスギは

本州内陸の寒冷地帯へ試験的適応議験の対象とすること

が考えられる。そのうち，標高の高い寒冷地帯へ試験的

適応試験の価値あるものは，秋田県の桃洞スギ（付近に
佐渡ノスギがある）と立山スギがある。しかし，蹄同ス

ギや立山スギは当然その環境からみて，成長が遅いであ

II
il 育種と造林
II

|｜ ”・
I Ⅸ□〃≦
||

はじめに

科木は職腫ごとに，それぞれ宥澗方法のちがうことは
衆知のことである。しかし，与えられた地域に，どのよ

うな職腫をえらんで，どのような保育形式(植付から伐

期に至るまでの本数密度の種4《な系列）をとるのが最も

有利か，ということについては，現在のi議学と経営経

涛学とにおいても，まだまだ明確な回答が与えられない
のが現状である。同一秘蔵でも，林木品種の特性に応じ

て育林方法のちがうのは当然である。したがって，育種
の発展は，造林学に一層多くの問題が課せられたことと

なる。

称木の品種改良は，材積成長の多いこと，形質のよい

こと，耐病虫害性のあること，心材率の少ないことな
ど，種々の目的をもって行われるであろう。これらの林

水晶種臓，土壌，植付本数密度，間伐の開始期および繰
返し期間，間伐後の残存主林木本数密度ならびに伐期に
，坐6って，その生態反応を異にしてくる。したがって，林

木の育種を行うにあたっては，あらかじめこれらのこと
がらを十分解析して鐙く必要がある。これらの要因は，
育種と直接関係をもつ第1次的なものと，第2次，第3
次的なものとがあり，かつ，それらの要因は相互に因果
的関係をもち，きわめて複雑な関係をもつものでああ。

デリケートな差をもつ林木品種ゐ選択は，高度の解析を
してかからぬと論議の混乱をおこすおそれがある。

地籍区分と称木育種

林木は，天然自然条件による淘汰によって特定の地域
に繁栄するいわゆる地域性品種と，ある一定の地帯から

選抜された品種とがある。もちろん，後者の人為的選抜

品種のなかにはクローンとク戸一ン・コンプレックスと

があり，ク戸一ン・コンプレックスのなかには，比較的

変異の少ないものから，かなり大きいものまで各種の段

階のものが，いわゆる品種としてよばれている。これら
のものを造休に応用する場合には，その性質に応じて種

会の適用段階をきめなければならない。

例として，スギをとろう。

ミショウのスギ､のなかで，裏日本地帯にある顕著なも

のば，秋田スギ，立山スギ，イトシロスギ等があり，サ

シキスギで同地帯にある顕著なものはクマスギ，ポカス

今

写真1．阿仁経営区の桃洞スギ
天然生林,標高約900m

ろうということ力轌えられるので，これらから成長の早

いもの力篭喜抜できれば幸わいである。しかし，天然生林

から選抜の困難なことは，本特集号においても育種の専

門家がふれるであろう。なお，雪の少ない，高海抜地の

寒冷地帯は，冬期土壌がかなり深く霞で東鰭するので，

冬期も蒸散と根の緩慢な活動をつづけるスギにとっては
生理的に成立が困難なのではなかろうか。

人工で選抜されたスギ品種の移出範囲は，かなり問題

である。品種乃至いわゆる品種の育成されている限られ

た区域においては，その生態的性質の判明している範囲

で造林適地を選ぶことは可能であろう。しかし，それら
の地帯を超えた他地帯に，これを植栽することは試験の
域を脱しない。

例えば，九州の小国地方では,･耐早性ほアオスギが最
も強く，アヤスギおよびエドアヤがこれにつぎ，ヤプク

グリはそれよりも精な強く，ホン菰ギが最も弱いといわ
れている。また，養分要求の庭合はホンスギが一番多

く，ヤプクグリがこれにつぎ，アヤスギおよびエドアキ

の順位であって，アオスギは最も少ないという。その他
九州で確められている。いわゆる品種を本州，四国へ移

スすることは，試験造林にまたなければならない。ま

た，山武スギは千葉県下の風の強い，乾燥型の土壌に適
したものであるが，これが他染でどれ程の特性を示めす

かは試験造林にまたなければならぬ。育成品種のない地
方では，その地方の選抜育種によるのが地帯区分からい

って正道であろう。

一
一
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はヤプクグリに及ばない。幹は通直で偏僑せず，傾斜地

でも翻曲せず，完描度も中庸で利用率が高いが，成長が
迅速なため制質軽軟で，かつ心材が禍色ないし購綿色を
呈し，品質良好とはいえない。ヤプクグリ（インスギ）

は耐陰性が強く，比較的地味の不良な所にもよく生育す

るので造赫面稜が広い。一銭に幹の基部に;擬曲りを生じ
易いが，心材は半赤系で，材質硬く板材としてむく。ア
オスギは，幼時に擬元の鐙曲する傾向をもっているが，
壮令以上のものは完澗通直である。成長は初めから中

位，あるいは梢々早いが，長く持統するので:簿丸材に適
するという。、

このように，林木品種はその地方の土地条件gを特定の
地域に限られているので，現在行われている選抜育種も
おのずから地位の制約をうけると思われる。同時に，成

長の速い品種ば現在では材の用途力:おのずから限定せら
れ，気象条件による制約がともなう。かつ品種の生態的

性質から育林方法がちがってくる。同一品種であっても

育林方法によって，材の物理的性質は一定の範囲内で種

を瑛化させることができる。今日の世論は，林木は質よ
りも鐘を期待すべきであるという説を支持するものが多
い。この観点にたてば，林木育種も壁産を第一目標とす
べきであろうから，与えられた土地条件で成長量が多く

枝張りの少ないものを選抜する理由がわかる。また，育
種学者のなかには，一応成長量のよいものを選べば，そ

の鑓は仕立方によって抑制することが可能であり‘した

がって材の物理的性質はかえられるであろうという期待
をもっている。しかし，品種間の生態的特性をもう少し
ほりさげないと，これもどこまでいえるか疑問である。

次代検定について

育種学では，選抜された精英樹は，次代検定庭よって

はじめて真の精英樹としての立証が行われ，林木品種と
して決定されるという。次代検定は稲英樹の遺伝性を比
較するもので，その特性は一つに選抜目標の立証にある
ものと思われる。ここで考慮すべきは，さきに述べたよ

うに目的を左右する要因として，次代検定に選ぶべき土

壊条件と保育方法の問題がある。

四国では，従来の造林不成績地から比較的成長の速い

ものを選抜することに目標をおいている。このようなも
のは，おのずから次代検定の場がはっきり限定される。
外国では，ユーカリを霜害にかかる地方に植栽し，その
中から耐寒性のものを選抜する努力をしているときく。

この場合も，おのずから次代検定の場がきまってくる。

一般的な造林地から選ばれた精英樹の次代検定も，この
点にかなりの注意を向けなければならないであろう。

林業は泳分を対象とするので，たとえ単木の成長がど

んなに大きくても，アパレ木的のもので1本あたりの占
有面識が大きく，そのため単位面識あたりの収穫がおち
ては採用されないことは一般の通念である。これと関連

して，各品種毎にその生育の全趣塁における本数密鹿の
ちがい，すなわち種盈な保育形式によって，どのような
生産購造のちがいがあるかを明らかにしなければならな
いo

すなわち，次代検定を行う場合は，どのような立地条
件で，どのような本数密度で行うべきかは，なお一鰯の
核尉を要するのではなかろうか。たとえば，富山のポカ

写糞2．小国林業
ヤプクグリ22年生造林地

このような意味で，ある地帯の品種乃至いわゆる品種

を他地帯で試験綾職する場合は,特にその苗木の系統を
明らかにし，その後の成績を記録公表する価値がある。

なお，いわゆ筋品種を育種学的観点から詳しく検討の上

限定し，それを組織的な規模におG､て植栽試験を実施す
べきであろう。このことは，現在行われている選抜によ

るク画一ンを，選抜地帯外へもってゆく場合も同様であ

る。この考えは，何れも試験械栽に属すべきもので，一

般の事業化としては巻地帯の瑛境塵のプラス林分の材料
を用いることと，糖英樹のクロ戸ンを用’いる考えが優先
すべきであろう。

成長の遅速ならびに材質のちがいと林木品種

林木品種によってえられた成長の遅速と材喪のちがい

・朧，育林にいちじるしい影響を与える。

富山県のポカスギは樹高，肥大成長とも非職に速い特

長があり，材渡が軟かく，防腐剤の注スが容易であるか

ら電柱材として適し需用が多いといわれるが，その反面

雪折れや雪倒れの被害をうけ易い。しかし，土地的要求

は，一般に鞘な粘土質の壌土で土暦の深い肥沃地を要求
するという。これに反し，同地方のマスヤマ承ギはポカ

スギより積を癖地に耐え，ポカスギほどの成長臓示めさ

ない淡，樹質すく・れ特に蓮具材，化粧材として重用され

ている。立山スギはさらにやせ地に耐え急斜地にも生育
し，雪や寒さに強いが晩生型であるので，適度の間伐を

すれば50年を過ぎても成長力鐙えない。したがって材質

は強く，強度も強いので建築，土木用材に重用されてい

る。鑑カスギの成長の速いのにひかれて，雪の多い立山

スギの趣也帯へこれを植えたものは，ほとんど失敗に終
っているという。

九州の例を承ると，メアサ，アオスギは樽丸材，アカ

ースギ，ホンスギ，ヤプクグリ賦這鑿鳶化繊材，オピアカは

造船瀞として使われている｡日綱では, ｳﾗｾパﾙ,ア
オスギ，インスギほか数種の品種がわけられているが，

ウラセバルは立地を選び，劣等地でば成長が悪く，木場

作地でば幼時成長が速く，未立木地の地娠不良な場所で

全

一且
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弱い生産繼をとるものでなかろうかと考える。ただ

k舗麓蕊罐毒鯉蕊の璽識を蕊て
材木育種と間伐問題

スギはサシ木が容易にできるので，選抜育種の進展と

ともに，サシ木林業が全国的に行われる気運にある。そ

こで，これと間伐の問題にふれたい。間伐は林木の生態
的特性のもとに，どのよう'な量的質的内容をもつ丸太を

つくることを経営の目標にするかによって，いちじるし

く異なる。経営の目標は，市場性と森林の所有形態と親
一

心』聖

耐 .｡
弓一
両 K郡乳

写真3．富山県西蛎波郡石動町
ポカスギ23年造林地（豊田擬）

Ｌ

▲

ズギ，日田のウラセパルのように，成長の迅速な品種

は，従来植付本数が比較的少なく伐期が短かく，かつ間

伐はきわめて弱鹿なものをとるか，あるいはほとんど保

育間伐は行われないような保育形式が現実である。これ

に反し，低生産の土地に向けられる品種ぼ，その生態的

寮求から自然億期が高く，植付本数の多いことを前提と

する保育形式がとられている。

富山のポカスギは，成長の迅速な点から植付本数が少

ないが，林分閉鎖後は，その速い成長の特性から急速に

校下高が上昇する。しかるに，最初本数密度が少ないた

め幹はウラゴケとなるので，閉鎖後は比較的本数密度を

高くして幹を完滴ならしめ電柱材としての用途に適せし

めている。しかし，この意図は，もともと迅速な成長の

ため材の脆いことに加えて，仕立て方の上からも雪害に

写真5．千翼課鬼泪山国有林
サンブスギのサシ木造林地（後方）と地スギの

ミシヨウ造林地（前方）

模によって左右される。したがって，種々の保育形式が

考えられる。その形式を左右する要因ほ多食あるが，そ

の根幹をなすものは植付から伐期に至る全生育期間中の

本数密度の系列のちがいである。これによって丸太の大

さと材質(年輪密度，フシの多少,完満度等)がいちじ
るしくちがう。

クローンによるサシ木スギ林にあっては林木の変異が

いちじるしく少なくなることについては，中祢畷太郎編

"これからの林業経営，1954〃に筆者が分担した間伐の

章で，ザン･プスギについて具体例を示めしておいた。林

が斉一になれば，全体的にみて本数密度が材の大さなら

びに質を左右する程度は一層高くなる。なお，クローン

によるサシ木でも,環境的差異は当然うけるので,地位，

令階に対応する本数密度が決定されれば，間伐木をきめ

る手段は単緬上きれ,実行は一層容易となる。

なお，今後の造林試験は，このような変異の少ない材

料を用い，かつ均一な場において実行することが必要で

あり，これによって法則性の解明が一層促進されるもの

と思う。

む す び

林木育種を推進するためには，育種によってえられた
材料を無駄なく育成できるよう造林技術が確立している
ことが前提条件である。同時に造林の要諦にそった育種
事業が着実に進展することを念願する次第である。

一

写真4．富山県氷見市内阿尾地区
ポカスギの雪害状況（今井撮）
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たものであり，前後およそ10年間に渉り，平均年900万

石が輸入されたのである。更に加えて当時樺太の風虫害

のため年間1,000万石内外の移スを見たのであるから，

内地材がいかにそれらの圧迫を受け低材価に喘いだか想

像に絶するのである。従って，藩獅静代,青森,秋田，

木曾を初め各藩が木材を貴んで，森林の取扱いには苛酷

な鷲での罰則を設けて，森林の造成に腐心したにも拘ら

ず,新政になって，森林の取扱いは，弛緩放従に流れ，

其の面ではむしろ後退の憾さえあったのである。ただそ

の間幸というにはおかしいぶ，戦争中の溌伐に上る森林

荒廃のため日露戦後の一大水害に際会し，時の桂首相が

新潟から帰京に難渋したことから治山治水の必要が強く

認識され,第1期治山治水事業予算を成立せしめたとい

われ,治山上,造林の助成を僅かに支えた状況であった。

歴史は繰り返すという如く，今次戦争で港大な木材が

需要され，之が充足に非常伐採が行われ，日露戦後の造

林木にお役に立ったが，何れにしても，戦後も引続く成

長鐘以上の過伐迄，水害相次ぎ，再び，治山治水が叫ば

れ政府も基本繩‘策にとりあげるに至った。と同時に国

土綱ﾋｶﾐ全国的に国民運動として大きく展開され，造林

は事業分量としては著しく進展した。即ち造林面機年間

40万町歩といわれ，戦後150万町歩と称せられた過去の

ハケ山は一応今年度で解消する寮でに至った。まことに

慶ぶべきであるが結局今日霞での林政は治山治水という

岐竜の袖にかくれて支えられて来たといえるのである。

前記の木材の需繕の安易さからも亦やむを得なかったと

もいえよう。もとより治山治水は国土の保全という国民

経済の基盤を確立する政治の要諦であることに変りはな

い，否最近は工業用水不足が深刻なテーマとなり，電源

開発,農業用水何れの面からも治水，理水は更に重きを

加えつつある。

しかしながら客観情勢の変貌は単にハゲ山を鰄肖し，

治山，潜水の事業面の完遂の承では，国土保全を期し難

くなったのである。何故ならば，木材.の需給事情がカラ

リと礎って来たためである。即ちわが国の木材の需要量

の伸びに対し，現勢を以ってしては，正常供給(成長量）

が追付かぬにも拘らず，樺太を失い，アメリカが殆んど

輸出力を喪失したことにより，南方広葉樹材とソ連の針

紫樹材以外，輪スの期待がもてない。昨30年度に於い

て，日本流の制積に雲した輪ス材は，南方ラワン800

万石，米材50万石，ソ連材.10万石と可成りの愚にの

ぼるが，ラワン材の翰久の将来は困難性を予測され,米

材，ソ連材共多くを翻待出来ないようである。とすれば

自論力を増大しない限り，森林蓄磯の元本に喰い込んで

過伐せざるを得ない。このような情勢朧木秘需給の逼迫

となってあらわれ，従来，一般物価と餓行して上昇して

きた，木材価格ば25年の朝鮮事変を契機として，独走

木材需給
と

林木育種
1

✩

田中紀夫
リ

I

1 窮せざ乳ば這ぜず

わが国の造林蕊業の歴史は,遠く樹1l時代の初斯に勃

興し，ヨーロッパに200年以上もさきがけているといわ

れ，今も吉野を初め，尾鷲，天竜，日向,"IEといった

地方に，世界的に誇り得る優良な民間人工造休事業が続

いている。にもかかわらず今日，わが国の森林造成事業

の御|酒は，旧藩時代さながらで殆んど進歩が鞭い。同

じく土地生産でありなが･ら，農業における米作が，明治

以来，反当収稚2倍半という驚異的増収に成功した最大

の原因が品種改良にありといわれているのと雲泥の差で

ある。これは，いうまでもなく，米がわが国の主食とし

て，人口の増加に伴い，必然的に増加する需要に対応し

て，国防上からも可及的に自給すべく，増産を至上命令

として，拳闘的努力が傾けられた所産に外ならない。翻

って，林業のおかれた立場は如何であったろう，林野面

識談国土の7割を占め，植物生育上の気候，風土にも恵

まれて，日本は枇界的森林国といわれる基盤を具えてい

あ。事実わが国では，木材ば全国到るところに，極めて

容易に入手され，古来わが国ほど木材･を身近にふんだん

に使ってきた国は少い。日常の家庭燃料ぱいわずもが

な，建築用材･を大宗として，土木，船舶，車輪，桶樽，

包装，下駄用等およそわれわれの身辺をかえり承るなら

ば，如何に多くを木材に依存しているか瞠目する許りで

あるが，わが国は従来これらの木材を自給して余りあ

り，大正の半頃まで妹若干の木材論出国でもあったので

ある。加之鉦ユ0年に至っては，アメリカからの輸入

木材が急激に増加し，昭和3年にほ実に1霞400万石に達

したのである。

これは西部アメリカにおいて．天然林から掠奪作業的

に豊富に生産された安価な長大材が，当時桑港から横浜

までの運蔵が，日本の生産地から消巽地までの輸送饗よ

りも喪いといわれた船賃に乗って，とうとうと輸入され

ヘ

ニダョ
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マ

筆者・林総捜総務理蕊
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ンド，中国及び日本何れも然りであって，余裕のあ遠地

帯はソ這郵，アラスカ，カナダ，ラテンアメリカ，中南

アフリカ及び南方諸島とされている。しかもラテンアメ

リカ，アフリカ及び南方諸島の未開発林は主として識著

の広鶏鋤林であるから，材質的に利用容易な針葉樹材の

盗源は世界的に箸るしく減罷しつつあり,各国共に木材

喪源の将来については深い関心を持っている。例えば西

独であるが,来日中の林学博士クラウス・プレーメ氏嫁，

ミュンヘン鐸で林学を修め，欧洲カラマツの研究で

ドクターを得た人で，一昨年1月来朝，日本カラマツの

研究のため2カ年滞日し，成長の早く1強い，耐乾性の

ある優良種を求過て，浅間，富土，八ケ岳の,代表的カラ

マツ地帯は勿論，北は北減動､ら南は四国，九州霞で山

奥深く駿渉し，若干の優良品種の謹子と撫く用の穂がず

でに本国のﾎ榛試験場に空輸され，引続き大規摸に送る

ことが計画されている。同氏の話で感じ入ったことであ

るが，匪触ば敗戦の綿課，用材1億800万石の需雲にた

いし，正常の供総力（年磯長量)", 7,300万石にすぎ

ず，占領下では不足を凡て過伐で補って来たが，今日で

は木材使用の節減と効率化をはかる一方，尚不足分娃翰

スにより賄い，完全に過伐を防Iとしつつある。が基本的

対策としては，沫#ご育種による泳力の増強を最良の策と

して，非常な努力を払っているというのである。叉スエ

ーデンの*妹育種の研究と琴業が，国全体として，大規

模かつ縦織的に計画実行され，とんにち世界第1位と目

されているが，これは同国の55％が森林でおおわれ，同

国輸出額の半ば近くが，数10年来パルプと木材で占めら

れているという林業国であるにかかわらず，約20年前

から＃鐸の中枢地帯である北部地方で，林木の枯渇問題

がおこり, t彫趣を従来の60%に減じなければならぬ

事膳に追込まれたので，鐵邇的な添辰諭により，探察

の戊霊の増大をはかり減伐を免れんとしている。

更に，〕罐に多趣の木材を日本に輸出したアメリカ;こ

於いても，1951年トルーマン錨領の命により，ペーリ

ー氏等5人の委員が16カ月の日子を掛けて作った〃自由

世界の天然資源〃という所謂ペリー報告の中に，アメリ

ガにおける25年後の木材の需蕊見透しを途ぺ，森林資源

についての対策が勧告されている。すなわち木材消費は

･繕が相当行われながらも増加し，1950年を基準とし，

1975年にほ用材22％の増加，薪炭材は18％の減少

合計では11％の増加を予想し，認伏のまま推移すれば，

将来50％の過伐を余儀なくされるため，森林資源の増

強による正常な供給力の増加と火災，虫害による鋳詫防

止を勧告している。木材の主な用途別増加は，1950年を

100として，1975年には，製材.nO,パルプ材150,<

ニヤ原木143，坑木110,棚用材109,桶鱒用材94,枕

的に高騰し，29年3月には物価の基準年次（昭和9～11

年）を100として，平均一銭物価指数が368であるに対

じ，木材は602の高位を示めし，土建,紙パルプ,石炭

等木材を大量に需要する側を震憾さを為と共に，2年間

に亘りソ連材の輸入に狂奔せしむるに至り，木材の需給

緩和問題が大きくクローズアップして来たのである。

このことば後述木材の需要量の増加並びに構造の変化

に応ずる生産の増強並びに林業経営の近代化をもねらい

として，単位面積あたりの成長量を劃期的に増大せんと

する熾烈な欲求となり，林木育種が立役者として脚光を

浴びることとなったと思うのである。事実イタリーが改

良ポプラの増殖により10年足らずで町当700石の収穫

をあげていることが何人かの視察者により紹介されたこ

とや，スエーデン，西独，デンマーク等の林木育種に対

する国家的関心と努力は，わが国林学,林業界にも異常

な刺戦を与え，林木育種協会の誕生，王子製紙の育種研

究所の設置等活溌な動きとなってあらわれ，林野庁に於

いても林木育種が造林事業として成果を挙げるべく，積

極的に踏み§出す情勢に朧りあがるに至った。

ただ，斯くの如く，わが国の木材需給も昔と異なり，

輸入も多くを期待出来ず，需要は増加する一方なので，

挙国一体となって，林力の増強を図るべきであるが，現

実の問題として29年森以来，デフレ政策に続く，北海

道風濤木の臨時供給などで，一時的に需給が楽になり，

材・価もピークより2割低下する一方，ハザ山が解消する

程，造称が振興したり，従来60億石と公表されている

森林蓄積も，森林計画調査の中間的観察から現実には70

億石を超えるだろう。従って成長量も従来の推定より遙

かに多い等の観測から，実際には各府県において，森称

過伐力湊感されるにも拘らず，一部に，殊に関西以西に

は，数字的に惟何等根拠のない，木材需給の楽観論も流

れており，林業家としては今後の植林鐸挺対する漠然

たる不安観もなきにあらず，叉木材関連産業等大量需要

者側としては，木材の生産が長期を要するだけに，木材

需給の将来に付特に関心が深い。林総協としても，現勢

程度で推移すれば将来の木材の需給並びに森林賢源はど

うなるのかは，重要なテーマであるので，困難な問題乍

ら，多くの前提をもうけて大胆乍ら試案として取り童と

めて象た次第である。た寮た蓑，ア:メリカ腫於いても長
期的に木材需給問題をとらえた二つの報告があり，参考

に併せて，結論的な一端をも紹介することとした。

I外国の木材需給事情

木材の需要は人口の増加と経済の進展に伴い世界的渥

増大の蹟向にあるにもかかわらず，その供給は天然林の

掠奪姓採取が多いために急速に森林蓄穣ば減退しつつあ

り，世界の大部分は木材不足国である。西欧，近東，イ

▲

＝
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田中：木材.需給と木材育種

木67，鯨主85であり，用材の合計では1950年の9億

5,000万石から1975年には11億6,000万石に増える

と見込まれているので，著干の木材輸入は必至としてい

る。

なお，右ペリー報告の背景となっている主な経済掴票

は1950年をユ00とし，1975年は，人口127，労働力

127,国民総生産200,民間国内織資140,週蘂136,

鍾窒者用新耐久設備篇懐150,消費者用新耐久設術幣謹

140等であり，この這大な経済の戊屍（匡混総生産が2

倍となる）を支えるための全原料の織需巽萱は50乃至

60％増となると予想されている。

叉ペリー報告とは別個にウエァハゥザー木材会社の依

頼によって，スタンブオF-ドW蔵所が調査した〃米国に

おける今後20年間の木材癖要と関違垂崖驚の動向〃なる

調適藩が出ていて，それによれば這築におけるハ岸ドポ

ードの7倍，段ボール，絶錘関爆等の増加ば特に藷る

しいと予想されている。

N 日本における見透し

アメリカに鼈ける2つの報告は今後20年乃至25年

間の鐸朝見透しであるので，〃林総協〃としても，幾く

つかの前提条件をつけて，昭和27年を麹灌として，同

57年までの30年間の見透しをたててみたのである。

設けた大前提は。

（1）期間ほ昭和27年から57年までの30年間の作
業である。

（2）世界的規模における戦争等による経済の大変動は

ないものとする。

（8）需要面にも生産面にも技術的な大飛躍はないもの

と仮定する。

仏）供給は全部国内盗源から伐採されるものとした。

Ⅳ需 要

（1）用材の需要

国内の用材需要を推定するのに次の方法によった。

1．過去の消費量から将来の需要量を推定した。

2． この場合消費鐘は，人口と国内経済活動の規模に

関係鰯あるものと考え，過去の用材消寶量と，人ロ，国

民所得，鉱工業生産指数にひっぱられるものと考えた。

3．将来の経済鏡摸を測定する場合に，過去の実績と

しては，比較的安定した期間として，昭和5～17年をと

った。

4． 以上のことから，昭和5年から17年までの12年

間に，人口が112，鉱工業生灌指数208とい，う上昇傾

向にあるとき，用材消麺が140であることから，昭和

27年から57年の30年間に（昭和27年をﾕ00とし）人

口125，鉱ゴ業隼薩諦旨数268の上昇傾向をたどるもの

とすれば，用材消費量は172になると推定した。

（註）人口は厚生省人口問題研究所,鉱工業指数瞼経
済企画庁の舞料によあ。

5．針，広別需諺謹量は今後はパルプ材等の瀞曽加の

ため，広潤鋤の需要が増加し27年ユ3％が30年後潅

は全用材需冨錘の20%をしめるものと推定した。

6．針，広別の歩どまりは若干の向上を承て，次の通

り推定した。

針 広

27年 82 57

57年 85 65

7．用材織窪

27年の需要は, 14,000万石(100)

37年，〃 17,700 〃（126）

47年〃 21,000 〃（150）

57年〃 24,100 〃（172）

8．針溺封の需要は

27年 12,200万石（100）

37年 15,000 〃（123）

47年 17,200 〃（141）

57年 19,300 " (160)
9． 広謀鋤の需要It1,800万石がバﾙﾌﾟ洞･の需蕊曽加

のため，急激に伸び30年後に隙, 4,800万石(265)と

なる。

10． 29年誠ら35年までの部門別の需諺遷量は，繕卜

において14,100万石が6年間に16,800万石となり約

20％の増加となっている。主な需要部門別糯諺肇萱は次

表の通り。（単位100万石）

I

▲

4

甫墓~こ運’2，年 鑪年 |増減率％
(＋)34

(＋)27

(＋)36

(＋）8

0

(＋）8

(＋）6

(一）7

(＋）2

(＋)14

パノレプ

達 築

建 具

枕 木

杭丸太

車 輔

包 装

坑 木

家 具

電 柱

３
３
７
０
２
３
９
９
０
７

●

●
時
⑧
甲
●
●
・
Ｇ

３
５
３
３
１
１
２
８
５
０

２
４
今
２

31．1

57．5

5．0

3．3
P

1．2

1．4

24．3

8．3

5．1

1．1

‐

(註）本数字は，経審，農林,通産，建設等関係官庁
と林総協他関係業が検討して概算されたもので，

31年3月5日次官会議了解事項となったもので
ある。

②薪炭材の需要

薪炭材の需要は，薪炭林からの伐採材と用材の伐採よ

り生ずる山元廃材，製材漢調等の一部により賄われる。
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庁は敦正調淋法に基づく，森林計画を進めて，その基礎

となる実態を5カ年計画で固めつつあるが，あと1年を

残して完成していない。叉昭和29年全国霧調調査がサン

フ・リング法により，全国一せいに同一方法Fで実施された

が，これが集罰発表にはまだ検討を要するものがあり発

表の段階にならない。そこで林総協で推定することとし

71億滴としたが，これは従来発表の60艤石よりかなり

多いが，最近専門家の間にも，盗源墨の問題がやかまし

く，いろいろな推遥がなされているが，その内上限と思

われるものを使い，その場合どうなるかを見ることとし

た。人工造休地は30年後に1,000万町歩にな馬。

最近の人工造林面積ば，昭和26年に年間30万町歩

を達成してから，好調をたどり30年度は45万町歩に

達すると象られ定いる。この好調を持続するならば，30
年を待たずに,造泳量1,000万町歩にも到達しようが，

これからの造休地拡大には謂誠林などの林種転換をする

ものが多く困難が予測される。すでに一段民有林では

29年度をピークに伸びがとまり，これ働亀わり国家投資
による進淋（国有林造溌，舜肖地の官行ﾇ鋪:，水源稀萱

林）が伸張している。これらのことから最初の10年間

は，年平均24万町歩，つぎの10年間は17万町歩，

更につぎの10年間は10万町歩の拡大造林が行われて

1,000万町歩に達すると推定した。この他に伐採跡地の

再造林が生じてくるから，これらも合算すると，

第1期は，年平均35万町歩

第2期は， 〃 32万町歩

第3期は， 〃 28万町歩

となって，そうかんたんに達成できなし造娠童を見込ん

でいる。また造林地拡大の方向は，一部読赫の転換を

伴う他は，主として現在の造彬也の上部地帯に拡大され

ることになる。従ってスギの迩池は少く，カラマツ及び

高山魁鋤薗の造林に向ってゆき，北減首の＃僕進展の悩

勢はトドマツの造休を拡大するだろう。その維浅謹聴の

情勢から将来の比率は次の如く推定される。

30年後の人工造林比率

総儒謹選萱ほ，ぼぽ900万石の瀧冒いであると推定した｡

この内薪炭林の伐採によって支えられる量は，戦時中の

変則的な期間を除いた走法の伐癖の傾向から今後は徐
徐に下降を始め, 30年鑑には25%減少するものと推定
した。従って需要との差鑪すなわち用材の礎深，加工の

遮径から出る廃材によって賄われる麓は増大する。現在
は1,600万石であるが， 30年後には3,700万石とな

る。…ぴ蝿趨とも針25,広75の劉陰で，今後も
この割合は変らないものとした。

（3）木材総需誕

1．鍔需要鐙は23,900万石から，30年後には34,000
万石（142％）となる‘'。

2．用，薪別に象ると，27年には用材59％，識材

41％であったものが，30籍には，用材71％，爵談

材29％と相当の開きを生ずる。

3．鉢広別には，当初61対39であったものが，

30年後には64対36となり，僅づかに針の増加の傾向
が承られる。

前魅の需麺を賄うために必要とする伐採は，

（4）用材伐採量

今

｜総計

’百万石|％
27年 181 100
57年 301 1 169

(5)薪炭林伐採遼

総計｜ 針
’百万石| ％百万石|％

｜‘洲‘:：
82

62

広
一
％
お
お

’

’

１

壁
％
笏
溺

志
洲’年

年
一

７
７

２
５一

(6)総伐採錘 、

|善,蔓言鰯,雪鯵競辮年

1，柵'靴:洲
27 263 100 169 10

57 1 8631238 243 14
|評’

46．8

38．0

エゾマ’
その他

ツ・ト 広
針ドマツ

0．91 0.8 8.8

16．1 l 5．0 5．0

ヒノキ

,9.61
12．0

ラ
ツ

カ
マ

｜
，
訂
師

年 計

7．0

15．0

100

100V林地生産の条件

林野緬函積27,523,000町歩の内林地24,358町歩，

この内更に，この計画(30年間)期間中には開発困難であ

ると考えられる場所及び開発可能であっても，治山治水

上禁伐とすべき場所を力蟻↑象から除外し，茄諜の対象

となりうる林地を，2,286万脚J歩，識を717,200万石

とした。この響識71憾日には大いに問題がある。林野

1．伐期は一般に低下する

需要構造の変化が大きさの要求魔を蕊えつつあり，こ

のことは一般に小跡亀と大形木の価格差を縮めつつあ

る。また企業としての林業への方向は，林池施肥,林木

育種により伐期を短縮して金利負担を軽減しようとして

いる。この傾向はさらに続くと承られ，従来からの国有
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田中：木材需給と木材育種

第3期10年間年平均13,000万石

とならざるを得ない。したがって，藷雑穀責は次の如く

減少する。

27年 717千万石 100
37〃 660 〃 92

47〃 570 〃 80

57〃 465 〃 “

3．国内産木材で賄わんとする場合

要するに，現在程度の施策で推移するならば，元金た

る森林資源は漸減して，30年後に64％となるため，そ

こに至る過程において請そらく木材の供論は箸るしく困

難に陥り，木材関連産業なり，国民生活なりは深刻な苦

境に当面せざるを得ないであろう。したがって森林資源

の増強殊に林木育種による成長促進により伐期を短縮す

ることは,木材の需給見透Lに鑑象て喫緊の対策だと思

う次第である。

（註）前掲次官会議了解の今後6カ年間の木材需獺

侭，30年度の毒責を目下舞試中で，パルプ材について，

いうならばすでに31年度の見込に到達し，32年度には

最終35年産の数字に達する見込で，計画推定鐘を遥る

かに上廻ることを付言しておく。

林からは長大材とい･う傾向ば継続されても，需要職造の

変化は,量謹妻議を助長して，国，民有林の鐸溺のひら

きはちぢまるだろう。かかる情勢から，国，露有林を通

じ，人工造林地の伐期を次の通りとした。
今後30年間の伐期

|…|簿|習総'‘
21～"､ 61 | 61 |21

l謝り|ﾎ ルム

’
ヒノマ

キツ

51 31
l l l

60 40

ス
朧
一
似
、
曲 ’伐期の

範囲

国有林の縄翻ほ長い間にほぼ20年位ちぢまったがま

だ前鯛のものより10年～30年位は長い。こんご30年

間iこはほぼこの伐期になるものとした。この推定でその

｛錐f蕊封ばモミなど高山性の績艤を考え，伐期を高く，

広諜鏑の進淋は工業原料材として，とくに成長の早い，

低伐期樹種を考えて,低く想定している。
人工林の年成長量は町当り14～5石である。植栽され

た林が1．年にgれほど成長するかは，その林の場所，樹

種職冷によって喪ってくる。この推計では樹種毎に，

林令別に町歩当りの年成長量を定めた。この掛令と旅令

の組合わせが，推定年にどうなるかによって全人工林の

年成霊は変るが，この推定の結果でば12．6石から

14.5石の間にあることになる。

2．識費源は減少する

以上により，木材需要の傾向と生建件とその変化の

棚震を述べた。これらを総合してふると森林資源に与え

る影響が描郵出来る。すなわち需要はかなりの急角庭で
上昇し，それにつれ森林の伐採朧前述の如く増大する。

しかして戊農の低い天癖縫成壷の大きい人工林に職

換する事業罪進行するが，蕊溌怪度で需要は量の上昇テ
ム鱸に追いつけない。従って蓄積費本の喰い込みとなり

成長量は伸びない。

成霊は昭和27年を100とし，10年後102，20年後

106とやや上昇し， 30年後にほ，この力が保持できず

92となる。この需謹と正常な森休の供給力（年成長麹

との開きを明瞭にするために， 各期の成長量を100と
し，各謝の必要伐窪との比率をみると，

27年 37年 4』7年 57年

成雲100 100 100 100
f…100 150 163 206

となり過伐度は期を追うて進行する。この過伐度は，針

葉樹ば現在が非常に大きいが，針葉樹の造林増加によっ

て，その後の上昇ばゆるく，広葉樹のそれは，現在は極

めて少いが期を追うて上昇は急となる。各蕊の過伐量は

第1期10年間年平均･7,200万石

第2期10年間年平均11,000万石
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"く日林協が発行する
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新らし

森林航空等真の雑誌

森林航測
一購請予細震実一

航空写真のこと

航空写真を称業に応用する.こと等についての

研究発表，調査報告，解 説

応用講座，文献の紹介，内外の情報

その他

本誌は森林航測に関する唯一の機関となりませう

購読希望者の予約を募集し霞す

◇当分の間年4回（1，4，7，10の各月）発行

◇第1号は10月10日発行予定

◇定価（送料共1部30円1カ年分（4佃100厩100円

《
血
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を与えられ，そしてこの環境から得た特徴は子孫に伝え

られるとともにつぎの世代に詩読され強化されるという

ことである。つまり，生物の這伝蛙はその発育の段階で

外部環境の影響のもとで長い間艇形づくられた緒“尋

されたものであるが，それは環境条件によって変化し，

発展し，永久不変なものではない。

こうした点でミチユーリンの学説は，外部環境の影響

からの生物体の不変性やその濫立を証明しようとすると

ころのメンデル，ワイズマン，モルガンらのいわゆる正

統派遺伝学とは根本的に対立している。

ミチユーリンの生物学上の考え方はがかれの有名な言

葉『われわれは自然の恩恵を待っていてはならない。自

然から恩恵を獲得すること，これこそわれわれの任務で

ある｡』がしめすように，唯物論によって人間の好む方

向に自然を改造することであり，かれの研究は選抜育種

の“で，植物の適上過程を支配するところの全生獅学

の法則を明らかにしたといわれる。

ミチニーリンの生物学は，ソウエトでば栽培学上ばか

りでなく，生物化学,微生物学，医学，土壌掌上にも広

く応用され，かれの後続者達によってさらに発展させら

れた。たとえば，ルイセンコは植物の発育段階論をとな

え，テチンは非黒土地帯でコムギの収量を高めるために

コムギとカモジグサとの遠隔雑菌をつくり，ヤコブレ

プ，ヤブ宿フ，鑓よびピアトニツキーら腿果樹や林木の

改良に種間卿噸を応用し，マリチエブは土壌肥沃度の研

究から新しい耕作法を考案したことなどである。

ゾヴェトの林木育種
(抄 訳）

☆☆☆ノ

高 橋 清

昨年（1955）秋，ミチユーリンの生誕百年を記念して

ソウエト国内の跨鴬・自然奉岸関係の淵鋳ば，この作物

改良錘で生物学者の謡責をあらためてたたえるととも

に，かれの学説がその後ソウエ1､の…産や生物学研

究の上に，どのように発展し応用されているかについ

て，多くの専F弾者の論文を獄威した。

ミチユーリンの錘やソヴエトの作物霊についてば

これまでいろいろ紹介されているものが多いけれども，

ﾎ妹育種の領域ではわが国であまり発表されたものがな

いように思われるので，いまこれらの論文のなかから，

主として雑誌『制桑』（リエスノエ・ハジャイス鑑ウ‘）

に掲職されたレニングラード，キーロブ記釦棒鈎術ア

カデミー雑ニキチン『ミチユーリン学説とﾎ緯』プク
シトイノブ『造林におけるミチニーリン学説の発展』そ

の嫁かから一部を抄録して，ソヴエトの林木育種の現状

について，概略を紹介したい。

二
心

1

可

2．林木育種の方法

林木の改良で意点のおかれているところは，まずいか

にして樹木の生長を早め，伐謝を短縮し，高い生産をあ

げるかということである。また，寒冷な地方に南方の有

用樹種を導入し；ステップ地帯,乾腫地帯に強い樹種を

育成することに努力している。ミチニーリンの学説を基

礎として行われる実際の育種方法ほつぎのようである。

（1）人工交配と雑種子孫の選抜淘沫

ちがった系統，異品種間に交配をおこない，一定の藻

境条件のもとで選抜淘汰する。

（2）気候馴化法

交配による雑種子孫を寒冷な気候，または不良環境の

もとで育成し，環境への適応性を高めて選抜する。

（3）蓮隔交雑

種間，属間，あるいは地理的に遠隔地のもの，形態や

性磁に距たりのあるものを相互に交配して新しい形質を
もった子孫をつくり，薑た雑種強勢を得る。授精の困難

なものにば混合花粉の授粉を行い，接木によって栄義接

近法，あるいはメントール法を応用して交配を容易にす

る。

1． ミチューリンの育種妻里論

ソヴェトの淨重方法は-殻に知られているように，ミ

チューリンの作物改良方法とその謁祭砿方法を理論づけ

たルイセンコ学説を基礎においている。

ソウエトでは自然窓際史上現傾学のなかで，ミチニ

ーリンはダーウィン，メンデルとともにもつとも顕著な

地位をしめている。ミチニーリンの偉大な功績の一つは

生物界の現象の認識に弁証法的唯鋤論を応用したことで

あり，これによってかれは生物科学上に一時代を劃し,，

新しい原理と正しい理論的な基礎をおいたことであると

されている。

ミチ二F-リンの科学的および実際的な仕事のもっとも

特徴的なところは，研究の方法として生物の生活に対す

る外界の影響を大きく認めたことであって，いわば生物

と外部環境と，その矛盾の統一から出発することであっ

た。すなわちかれの生物学の基礎になっている理論は，

すべて生物は外部環鐡の影響をうけてその本質的な特徴

一
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（4）混合花粉の授粉

普通の人工交配に異種の混合花粉を授務して雑種をつ

くり，花粉親のいろいろな性質を錘する。また，遠隔

交雑の授精率を高め，雑種強勢の効果も箸るしい。

⑤栄養雑種

枝接,梗接などの人為的な接木法，または自然の梗部

癒合によって制噸が得られる。この栄謹雑種は授粉によ

る雑種の場合と同様に柵蝿強勢，遺伝形質の組合わせが

でき為。

現在林木育種に主として利用されているのは遠隔交雑

法と気候馴化法とであって，雑種強勢の利用によ･る林木

の生長促進の効果が大きく，普通には25～50％，とき

によると70％も生長を増し，伐期の短縮に成功して↓、

る。

ヴイソーツキーナラQ.WIlssofzhyjRjatn.

(Q.""""鮒2m×Q.'9d"zczfZEf"

チミリヤゼブナ･ラ Q.T劾鰯’ゾ"s""Pjztn.

(Q."""極"鮒"海×Q.7""o""の

コマロブナラ Q.K"z"""Pjatn.

(Q.""""鱗g”×Q.αあの

である。

がイソーツキーブーラはステップ地帯で地方種の親より

も2倍半も早く生長し，聡紘に対するj率力が強く，チ

ミリヤゼプナうば高山地帯,乾燥池帯でよく生農する。

これらの両親はステップ地帯でいずれも生長がよくなか

ったものである。チミリヤゼブナラの1年生波は長さ1

m以上にも達したといっている。このQ"2"z鰯の新し

い品種は，現在ステップの遥淋に大きな貢献をしてい

る。

また，ピヤトニッキーによってゴルクガシ(Q.s""･)

の坊への気候卿II化が研究されている。Q."""""Z""

xQ.sz必2'‘の緊晦実生はキ口蓋グラドスク埴方，ドリ

ンスク州の凝寛で3年間植栽され，質影寒筵対して強い抵

抗力をもって生農している。

②カラマツ(Larix)

ソヴエトでよい成績をあげているのはカラマツの遠隔

菱雛である。シペリヤカ・ﾗマツ(L. si""cのと日本カ

ラマツ仏ル"郷""M),シベリヤカラマツと欧洲カラ

マツ(L.d""z",L・ez""g"),欧洲カラマツと日本

カラマツなどの弗噸はスカチエブによってレニングラー

ドで，また，アリペンスキーらによってモスクワで育成

された。それらはいずれも両親に比較して全農が早く，

樹高で25～50％まさっている。これらの雑種からは

10～12年生で，自然授粉により多くの発巍]のある種
子が得られた。

なお，カラマツの淵鍾で成功しているものにばヤプロ

コフとク亥一シエ.フによって行われたZ"'姪の各系統

間および種間の緊睡がある。これらの母本にはシベリヤ

カラマツ，欧洲カラマツ，日本カラマツ，ダフリヤカラ

マツα,aaA"'･ic｡が用いられた。

属間蛎重も行われていて，欧洲カラマツをセコイヤ・

ギガンテヤ，センペル・セゴイャ，イトスギ(C""ss"

Z"s"α"cの，ヒマラヤシダーの混合7鴎で採務して得た

雑種が研究されている。

(B)マツ(Pinus)

マツ進淋の収謹量を高めるために多くの種間制種を，

1913年に朧じめてクルジアニが行ったが，その後モス

クワでA.B.カメロフがつぎの組合わせによってよい

成績をおさめた。

欧洲アカマツ(P""ss""sjγ庵）×アメリカマツ

へ

3．林木育種の研謝幾関

新しい形質をもった樹種を意戊し，選抜することの研

究は，ソヴエト稗学アカデミー森掛研多鏑；が中心になっ

て行っている。また，実際の研究，ならびに育種事業は

つぎのそれぞれの地方の研究所で実施している。

全ソ同盟森纈ﾐ岸,＃燦機械化研究所,全ソ同盟林地

改良研究所,中央,白戸シア，ウクライナ,中央アジヤ，

極東"坊ﾎ礒瀧岸研究所，レニングラード，キーロブ記

念林業技術アカデミー，叢ロネーーズ材隷営研究所。

最近はソブォーズ，コルホーズ，レスホ戸ズもその地

方に必蕊な樹種の改良を行っている。

4．林木育種の実際

（1）ナラ，カシワ(Quercus)

制永育種のために，はじめて大きな関心をもってとり

かかったのはナラ，カシワ類の改良であった。こればソ

ヴエトではひじように重要な樹種の一つであるからであ

る。

1925年に，カプラノフははじめてナラ類の選抜を試承

た。かれはミチニーリンのすぐれた弟子の一人であり，

ソウエトの初期の造林家であった。 『ナラ類の育種』

〈1925）の著書がある。

Q"”℃2Jsの雑種に成功したのは1937年ウクライナに

おいてC，C.ピヤトニツキーである。地方産のナラ

(Q・〃”"糎"""･Mz), コーカサス高山性のカシワ, (Q.
Pe"""""",アカガシワ(Q."#"の，アメリカ産の

大実ナラ(Q."""""抄の，シロガシワ(Q.αJ”な

どの交配組合わせによって多くの雑種を得た。そのうち

すぐれた組合わせは

ミチユーリンナラQ峰γα鱈Micz"""Pjatn.

(Q"""s"""""e'海×Q.7'"wO

▲
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(P.加"dW"OS,の

欧洲アカマツ×ムルレイマツ(P・亜郷"Yzya"Balf.)

欧洲アカマツ×ク詞マツ(P. 7zig7の

欧洲アカマツ×バンクスマツ(P.BIz"ksi""

これらの雑種は而襯のいずれよりも生長がすぐれてい

る。

（4）シラカバ(Betura)

シラカバ類の育種はﾚﾆﾝグﾗｰにてﾆｷﾁﾝｶ職

間淵噸をつくった。

B・'"69sce"s×B.ひ"'γ“Csαの雑瞳によってBetula

の品種改良に成功し，数10年来の苦心の問題が解決した

といっている。

⑤クルミ(JuglanS)

クルミの致良はソヴエトでは大きなfi雲であった。ミ

チユーリン,\r-プロコブらの指導でヱルモレンコ,パプ

レンコが迩騎郵噌の方法で多くの縛種を育成した。テウ

チグルミq. jegi"), -ﾏンシウグルミ(J."z"zs曲郷γfcの，

･J.ci""",J. "igwzなどの菱郵で生長わ早い,而鍵牲
で溌籠のよい品種が得られた。

また，オゾールはミチユーリンの気候馴化法を応用し

て南方種のうちからモスクワの冬に耐える収量の多いも

のを育成した。それは8年生で3mの高さになり，雲
をはじめた。中央アジアでもラプスキーによってクルミ

の良品種が選抜された。

（6）ポプラ，ヤマナラシ(Populus)

よい成績をあげているものにポプラ，ヤマナラシの遠

隔交雑がある。ヤブロコフによって多くの淵鑪が育成さ

れた。 ソヴエトの各地から得たギンドロ（ハクヨウ）

(P.α必のとP.Bo"e,α犯aLaucheの菱郵によってモ

スクワで新しい脈洩劉生のポプラがつくられた。

ソウエトポプラPO"ZzzsSozUie""-py"""zid"iS

Jabl.

モスコーポプラP. "20s"o""?zsis-"gE"fefzJabl.
ウクライナポプラP.〃ん'"J'"ewsiS-"9wzt"Jabl.

ボプラの荊随面はこのようにしてアリベンスキー，ポグ

ダノフ，ベレズイナらによっても多数つくりだされた。

（7）そのほかの林木

なお，そのほか遠隔交雑や栄議課陶重によって改良さ

れ，成績のよいものにつぎの樹種がある。

ニレノキ(UI"wJssp.)についてアリベンスキー，カ

エデ(Ac"'sp.)のうち4. 7zg9""oについてアリベ

ンスキー，シナノキ(T""sp.)についてピエホフ，セ

コイヤ(Se9z""についてカザルチエフが研究してい

る。

ヤブ戸コフによって巨大ポプラが豊塾麦された。また生

長が早くて制質のよいPicggexcgJs"Link.がウエレ

シンらによってつくりだされている。

ヤプロゴフは異種間相互葬侭の方法によってハシバミ

(Caｼ"鱈sp.)の改良をなし，北方で大きな実をならせ

る脈携劉生の窟鎭をつくった。これはモスクワ付近でもよ

く坐青して，味のよい錘の果実をつけた。

遠隔交雑と自然淘汰によってスカチエブはヤナギ

(Sα峰sp.)の新しい溜燕頁をつくった。これは材摸がよ

く木工に適し，生長も旺醗である。

奇一ニンはグツタベルカのとれるマユミ属(EUo"y･

郷”のチョ'ウセンマユミ (E."""),E.〃〃蝿"“α

などの謡ifによってグッタペルカの多くとれる租瀕をつ

くり，そのうちからE.ど"γ""αを選抜した。

中央アジヤではル誘ノブがギョリウ(T""""の選

抜を行った。

ソウエトにおいて重茎莫なものは湾也保謹隊,農用林の

ための職腫である。気候馴化法,蕊躍重法によってコルク

用のコルクガシ(Q.s""', Q,0""e"""s), キハダ

(P""o"e""'0〃α噸""7zse),ベカン，ヒコリ， クルミ

(J"JIzms'zgi{z),J."igwz, &r."z"zs"""",ユ戸カリ，

クスノキなどの謂種がつくられた。

⑧マツの栄蕊雑種

ミチユーリンの学説にもとづいてニキチンは林木の栄

辮間彌の研究をしている。

キF-ロブ記念レスホ戸ズで, 12年生のシペリヤマツ

(Pf"'ssi6"icのの桟先を3年生の欧洲アカマツ(P.

s""es"isjに擬kした。シペリヤマツの生長は自根のも

のにくらべて坐艮が1倍半童さった。6年の間に生狸的

な変異をおこし，シペリヤマツ健強い錨更性をうけて普

通このマツがかかりやすい雁諦扉営の松繧をまぬがれた。

また，砧木の欧洲アカマツは新芽漣しばしば3本の金嘩

を生じた。このマツは2本の針葉である。子葉撫員のシ

ペリヤマツを欧洲アカマツに接いだが， 75～80％活着

し，生罠は自檸生のものの2倍になった。窪kによっ

て両者の剥種が生じたことはわかったが，まだ採種によ

って剥鞭子孫の特性を調査するまでにいたっていない。

（9）ハシバミ(COryluS)とシラカバ(Betula)の栄
謹雑種

ニキチンは広蕊樹について栄調I鱸の実験を行い，ハ

シバミの一種CofyZzzssp・をB.""'z"osαに接木した。

また反対にシラカバ砧にハシバミを鐵這した。ハシバミ

に耐寒性を与え，食用価値の高い果実をつけるようにな

った。そして，シラカバの生受を早くし，材質をよくす

ることに成功した。

ミチユーリンが述べているように，理論約にも実際に

も，栄菱緊嶬と授粉雑種との間には差異のないことが認

められた。

▲
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（1の根部の癒合による栄菱雑種

接木によって栄菱雑種が生ずるように，自然に起る樹

木の根部癒合も栄義雑種の叡尿をあらわすことが考えら

れる。

林地の各樹種について根部癒合状態を調査して，森林

の手久方法の参考にするとともに，総腫強勢の効果がし

らべられた。

レニングラード地区の欧洲アカマツの90～n0年生林

では， 85～90％が芯郵の癒合をおこしていることがわ

かった。クローネの広がりの占有面溌から立湖積を比

較すると，癒合組織をもったマツぱ腿立の木よりも同じ

直職で1.5～2倍の生長をしていた。

キー面プ記念*鱗技術アカデミーのカエデ林でニキチ

ンが調査したところ，16年生のカエデ林で70％が椎郵

総合して粘り，独立木に比して約5倍の生長をしてい

た。

スタ腰一リングラP-ド地方カムイシンスクで, 30～45年

生マツ林について調査したところ（1954年)，根部の癒

合したものはしないものに比して樹高,蔵蚤とも約2倍

の生長を示した。しかもこの林地に腱欧洲アカマツ，パ

ンクスマツ,P.""αsi""が混生していて，それらの

間に鶴Iの癒合をしたものはことに強い生長(感僅がみら

れたと報告している。

ニキチンは広い澗地において澗沐の栄麹罐による効

果をあげる-も方法として，このような自然の栄鍵種一

識聴合の応用が存利であるとのべている。そしてそれ

を確定するつぎのような実験を行った。

ある捜腫，たとえば欧洲アカマツの地理的に遠い地方

から坂寄せた種子を混合し，造休予診uの一雫方米に対

し2～3儲所の割合に一定間隔に穴をあけ，ユ箇所に5

～7粒ずつ識する。あるいは伺猿に異なる地方から得

たマツの1～2年生苗を数本ずつ正確に植付ける。5～

6年間にこれらのほとんどの樹木が鑑B癒合組織をつく

り，地理的に距たりをもった形質の間に栄養雑種が得ら

れる。薑た，樹木の生長後，それらの系統間に授粉交雑

により雑種をつくることもできるわけである。ほかに，

ただ一地方から坂寄せた種子の承を同雛に播種して同一

地方産の樹種間の根部癒合による生育状態を調査して比

較号~ることもできる。また，この癒合組織を寂除いた場

合の生長をも比較する。

栄養雑種による林木の新種はまだおおむね試験時期

で，現在の林木育種には遠隔交雑と気候馴化法が主に応

用されていることは前述のとおりである。 ．

最後に，プクシトイノフは国内の広大なステップ欝鰐

造林や農地保護林事業計画を実行するたあには，す幕や

かにこれら改良された職種の種苗を早く，大鐘に生産す

ることが必要であり，したがって，国家による採種,育

苗組織解確立し，施設が充実をねばならないといってい
る。

ヘ
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キュライトについてﾉミ一
、
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《

猪熊泰三・梅本信一郎

ついていても無害であり，しかも掘取りが容易で根をい

ためないで好都合である。

③土壌改良畑土に適宜の趣のパーミキュライトを

混入することにより土壌を軟かくし通気をよくする。こ

の場合挿木床や播種床で使い古したものを充てて充分で

ある。

の挺震い熱の絶縁性が高いため鉢土･伽陸などの

表面に撒布して高温の害を防ぎ，また潅水量が少なくて

すむ。霞た降雨などによる畑土表層の固化を防ぐ．に有効

である。

⑤肥料試験まったく肥料分をふく蓑ぬから肥料試

験剛こ理想的であるc

（6）球根類の貯蔵用の詰物として用いる。

（7）活花にバーミキニライトに一旦充分水をふくま

せたものは各種の活花の容器にスれて水を補給する必要

がなく家庭やオフィスで便利がられている。

最後に目下わが国で輸入市販されているパーミキュラ

イトは

○米種Chicago市のZonoliteCo.辻の製品で商標

名では"4IErra･lite'' とよぶものである。

○輸入販売取扱業者は日本バアミクライト株式会社
（東京渚K中央区蔀睡2丁目3番地）である。

尚最近米国の一部では‘‘ステイロヘーンStyrofOan''

がバーミキュライトと感謝諭穂などに用いられるように

なりつつある。ステイロヘーンは純白色の海綿鯵孑雌

の合成樹脂製品で，これを細屑としミヅゴケ・砂など混

合して挿木床に使用が賞揚されている。

わが国の園蓑界では挿洞宋に，また鉢土などとしてし

ばしば鹿沼土を使用することは周知のことであり，また

＃辮野でも時折鹿沼土が使用されている。

欧米では鹿沼土のようなものに善るものとして新鮮な

ミヅゴケ・泥炭の乾燥末叉はこれらに砂を混じたものな

どが一般に使用されている。近年はバーミキュライト

,cVermiCulite''がこれに代って普及され賞用されつつ

ある。殊に育苗琴鴬就中挿木発根の困難な捜感に用いて

効果的であるとされている。欧米各国の制永育種研笑釿

などでば崇識用挿木床・掃蒲勵未にしばしば実用されてい

る。

ここに米国の文献を基としてのパ戸ミキュライ1､を紹

介する。

ラ球バーミキュライトはヒルイシ（蛭石）とよばれる

雲母系の鉱石を呼び，これを1,200｡Cの高熱で鍵捲さ

せたものであるために, $4Exfoliatedmica'' とよばれ

ている｡．そして近時わが国でも米国製品が輸入さ淑布販

品（下記）となっている。

培謡三として市販のパーミキニライ1,は淡灰色で光沢

をもち鋤迩形の形態をそなえ，異常なほど＊自由水と空
気とをふく承，しかもジメジメし雄い。上記のように製

造にあたり筒熱が加えられているために菌やバクテリヤ

がまったくなく，薑た揮発性･可溶性の物質もふく蓑れ

ていない。したがって肥料用となるのではない。また植

物の根によって吸収されるものは何物もふく童れていな

いし，玄た根に作用されても変化はまったく起らない。

＊米国のR・班・カーリン1､ン氏はパーミキニライト

の多孑腱という点で一粒の内部面積は3平方プイートに

及び腐植などの水の蛎霞力とは比較にならぬほど吸着水

量が多いといっている。

米国での実際の用途例を列記しよう。

“挿木床砂などの挿木床の場合に比し発榎期間が

2/3位に短縮できて，潅水回数を減じてよい。また発根

ホルモン剤処理の効果力稿められる。

（2）播鰯床の場合は稚苗が立ち枯れ艇ほとんどかから

ない。配合肥料液の施用が容易である。パーミキュライ

トと畑土との等還混合がしばしば採用される。移植の場

合挿木苗．癖霞苗の根毛にバーミキニライトがよくくつ

▲
円

凸

戸

－一

筆者・東京大学農学部・森林植物学教室
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王子の林木育種研究所

を訪ねて

◆◇◆
研
究
所
本
館

寺田 喜 助

＝

わたくしばまず千蕊義さんに会いた 研究所などをそれも栗山などに蓮て

いと思っていた。ちょうど昼どきだ ようとしたんでしようか」

つだのでたぶん家の方におられるの 「昨年の3月にこの計画に着手した

で嫁ないかと思うと足は自然その方 が，そもそものはじめは彬裳の考え

にむいていた。千葉さんは九州でわ 方というものがだいぶん変って来た

たくしの3年先輩なのである。 ことにさかのぼるんだ。つまり最近

「いいところに着いた。いまめしを の欧州のﾎ榛はい霞童での形態から

くうところだった。じゃ君も昼にせ 脱皮して，農業とおなじように栽培
〃

よ」と遠慮するわたしをむりやりウ して経済林業を営むという観点にた

イリスに乗せた。そしておん承ずか っている。木材の需要が増加すれ嬢

ら運渥して街の方へふたたび連れも 生産を上げなければならない。そう

どされた。和光荘とかいうところだ なれば短期間にできる限り多くの木

つた。 ~"X.' …蕊篝蕊” "寧箪寵鰯§？蝉、_諦鈍:‘

｢いい社宅ですね｣ ゞ:" 、 ､:鍵蕊f i "' 9≦露＃“ 、「うん，社の上の人

女は研究所員はそう

たびたび家を変えら ；

れないから，せめて I

合理的に立派なもの ｜

を造ってやろうと温

情的に考えてくれた

んだよ」。

ペチカ造りで水道 喪の苗畑より見た本鯛， 右端がガラス室及び

もあり，王子では部 温室，中央部のレンガ造りが水道施設の郵物

長クラスの社宅であ

る。こうした考えは ~

篭蜜一ﾐﾝ鑿鎮J＆蕊
と，みな同じだと考

えやすいお役人とは

チヨッピリ違うよう

だ。

rどうして制永育種

函館本線の浅見沢という駅で室蘭

線に乗りかえると，なおも汽車は広

漠たる田園を2つに断ち切って走

る。およそ30分で栗山という駅に

着く。栗山は北繊首では古くからひ

らけた街で，明治21年5月宮城泉

角田蓉川光認とその一族が夕張

開墾鍔､合を織戦して入植したの

がその曙じめといわれている。その

名をとってか，夕張線に栗山駅の‘ら

ようど隣りだが角田駅というのがあ

る。また役場もこの角田にあって，

栗山には出張所があるだけ。しかし

．市街としては栗山がいちばん大き

く，およそユ,500戸, 15,000人ぐ

らい住んでいる。

ここは稲作の中Jt鈍で｢北の錦｣と

いう酒に，日本一と銘うつた谷田の

キピダンゴの製造元などがある。ま

た興麻工場やヒユーム管工場なども
ある。しかしなんというても農家が

多く，ついでこの製造工業である。

駅前から徽薗行きのバスに乗る
と，およそ10分もせぬうちに王子

＃妹育種研究所前というところに着

く。この停留所ができたのもごく最

近のことだという。ここで下りると

まだ開拓当時をしのばせるような広

野がひろびろと続くそのかたす桑

に，銭鏥づくりの越物が目に入る。

これがいまわたくしが訪れようとす

る王子の育種研究所なのである。

その左の奥の方にブロックの新ら

しい社宅が5棟朧かり並んでいる。

へ

~

ざ

今

筆者・北海道林務部道有林課 研究員の社宅

－50－－



寺田： 王子の林木育種研究所を訪ねて

材を供給することだ。これは蓑たも

つとも経済發深を上げる所以のもの

でもある｡紙･パルプ産業ほ称木以外

の原料にあおぎえない。そこでます

ますこの問題が痛切になってくる。

これには赫木育種と適地適木という

ことになるわけだ。たまたまリンキ

もいうべぎ育種，第2科は育苗，育

林の研究に，第3科は土壌，肥料を

担当する。したがって研究員はこの

3名，これに補助員が各1名づつ，

これ以上は増員せず。あとは機械化

して行く方針だというのである。苗

畑の方は王子造林に協力をあおぐ。

った･草1本見当らない。とりあえ

ずこしらえたムシロ製防鴎著の際に

白いポットが20～30個並べてある。

ここには各エリーi､の接木苗が植え

られ，トドマツの腿婆,割接からス

トローブ，シナノキ，トウヒなどの

鐸kも見られる。 I､ドマツは60％
スト氏のう陣崩や，耀熊,蔚喬，

戸田さんなど，欧米の林ｵ靖

種研究所などの事憎の紹介に

よって刺激され，それが昨年

8月藤原諭の北海道来遊を機

会に，この匝測的な転換を決

意したということになるん

だ。イタリーのプルゴー製紙

会社はポプラの菅種を夷施し

て輝しい戊果を上げている。
と云うことになるんだ。研究

所の設置について栗山町はと

ても熱心に応援し，15町歩蓑

とめて擬池を提供してくれた

んだ。もちろん土地代は弧つ

たが一一それにここから1里

ほど離れたところに社の栗山

山林が5,000町ある。7万町

の社有詠のうち6,500町薑で

北繊首にあるのだから，二I確

道を舞台に研究することはな

んの不思議もない。そしてエ

ゾ・トドオンリーの北海道林

業はこのさい反省しなければ

ならないと思うんだ。あんな

成長のおそいものよりマツ類

や広蕊蓄にそれをもとめて行

かなければならんと考えてい

る一

9月8日が落成式というの

でその完成に拍車をかけ璃篇

におおわらはいまはその仮事

務所に第1科の千葉さん，第

2科の佐藤さん，第3科の今

さん，それに漁蕊§課の小早さ

しか活着しないがストロープ

臆95％も活着したという。

これに平行して癖床があ

る。やはり北鰄蘆に多い板伜

が使用されていた。これは土

崩れを防ぐためだc2坪く・ら

いづつにくぎられながら実生

の苗が美しく並んでいる。ト

ドマツ，カラマツからアメリ

カ産のピヌス･キャリバェャ，

欧州アカマツ，鼈れにスエー

デン，イタリヤ産のハンノキ

など，そのほか多くの樹種が

ここに集められている。俺長

ぶりもなかなかいい。土ばこ

の辺は洪瀞鯛時代火山灰が水

中に降灰堆稜し，後にこれが

鱈屋して塵也になったという

いわゆる洪榔W火山灰であ・

る･下層土憾いくぶん塾､重

粘な層で，水はけが悪いとこ

ぼしていた。表土はくるぐろ

として細粒の亜j鍵士系，

まあ翻澗土壌としては上等の

ぶるい。

また，このなか臆どに肥掛

試験をやっていたところがあ

る。トドマツよりハンノキの

方が墨藷にその比較がなされ

ている。無塞蓋区と蜘巴料区

がおなじように一番わるく，

無加里，無燐酸区では完全区

少周繧汁隼樗蕊I）漆っ我・へっ

▲

各エリートのつぎ木

。

q

アオギリの幼樹

△皇

謹駕鰹驚塞蕊
まりここの土は窒蕊が一番不

足しているということになるのだろ

う。

苗畑の篤端にポプラの挿木があ

る。ドイツ産のものからベルギ,戸，

ポプラのつぎ木

千葉さんはまず街畑の方から説明

してくれた。

苗畑はこの春からはじめたのだと

いうが，とても整然として見事であ

－51－

んたちがゴツタ返すような華とと

もにスっていた。そこは10坪ほど

あろうか。

第1科はこの研究所のプロパーと

I
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寺田：王子の林木育種研究所を訪ねて

あるかが想像できよう。

この研究所員は率話しにならない

ほど忙しい。工事が進むにつれて思

わぬ難関に夢つかる。何せ北海首で

はあまり請負ったことのない建物だ

からだ。工事現場からあれこれ聞き

にくる。うっかりするととんでもな

い工事をする。簡単に水道を引いて

も実験用のものと普通用のジヤグチ

とは違うのである。これに工場や，

名士の方がひつぎりなしに来客をあ

びせる。「よく体も続くものだ」と

その忙しさをもらしていた。

「一切のほじあは難し」である。し

かし，よくこれを打かつてここ童で

たどりついたものだ。新聞にも報道

されたはじめのあの計画はたしか

3,000万ぐらいであった。しかし今

ではその施設蓋だけでおよそ8,000

万ぐらいに昇るという。それも関係

者達がどうせ建てるならチヤチなも

のにしたくないという熱心な協力の

賜なのだそうだ。 8Qを越えた藤原

翁の投じたアオギリ植栽の粒種がい

まここに画期的な林木育種所研究と

して実ったのだ。翁をはじめこれを

推進した人為の感慨はいかばかりで

あろう。東洋一の施設と陣容をもつ

この研究所ほ，あらゆる点で深い尊

敬とそして反省の念を起させるに充

分である。

駅まで送ってこられた千葉さんに

「しっかりやって下さい。期待して

います」と心からいわざるを得なか

った。

イラー室に変電室，低温室などから

できている。変電室には20Kのト

ランスが数本も並んでいる。また低

温室は．0度からマイナス20度まで

4段階に調節されるようになってい

る。その隣りは人工霜をつくる部屋

だ。頭く・らいの円い穴が壁にあいて

いる。ここから湿った空気を送り込

んで結霜さ登るのだという。そのな

かに配電された装置は異様に思われ

る。正面入るとすぐ2階に昇る階段

がある。少し急なので不安な気持が

ふと湧L､た･2階の奥は所長室と会

議室の兼用部塁育種と育林の研究

室がそれぞれ別にある。実験台はま

だ入っていなかったが水道津§床か

らのぞいている。ガスはう‘ロパンガ

スを使用するのだという。余り大き

く健ないがどれも小じん寮りと童と

蚕つた感じの部屋である。サイドの

実験台ほぜんぜん無い。育林研究室

に天秤台とドラフト室があったが，

これは余りキャシャでこの建物に臓

ふさわしくないように思う。その他

タイル張りの洗漁室や常時25度に

調節できる恒温室などがある。つ室

りこれは冷却と暖房とが同時にでき

る装置がついているのである。

媛後に本館の後ろに縦いている水

道の施設室を案内された。ここが研

究にはもちろん飲料水から苗畑の潅

水まで一きよに引受けている大切な

水源室なのだ。地下の一方に大きな

水槽があってこれから水が吸い上げ

られる。消毒管を通して再び一方の

貯水槽に入れられる。ここから直径

6尺もある横型の貯水女ンクに吸収

されて，プレッシャーがかけられ，

方々に送られるようになっている。

苗畑に行くものは消撫されないで直

接ポンプで送られる。これで乾燥期

の苗畑も万事オーケーである。実に

豪勢な水道装置で，これだけでも

120～130万かけたというのだから，

如何にその他が完壁で讓華なもので

イタリー産のものまで－1本1本

ていねいに袷のそえ木にくくりつけ

られている。そのわきに小板で作ら

れたスケールがそれぞれ立って･い

る。これは10日満きに印され，そ

の伸びがわかるようになっている･

たいていこの間が1尺く・らいある。

これでゆくと1日に1寸確伸びる勘

定になる。オ翻獄首ですらこんなに伸

びる鑪プラは何んとたのもしいもの

だろう。

それから再びウイリスで採種園や

樹木園，ク戸戸ン保存地などの予定

地を一周する。幅員6メートルもあ

ろう立派な主道である。まだ樹懲1

本も無かったが，最後に着いた見本

園には幾種類がの若い樹が整然と配

されていた。

「なかなか素晴らしいものですね。

もう2～3年もするとたいしたもの

になるでしょうね」

「それ力琴なんだ。どこに東京から

栗山までくるって，この文化の低い

田舎街に－」

この喜びと希望は千葉さんの目に

かくしきれなく輝いていた。そして

混沌たる俗世間を離れて研究にいそ

しむこれらの人々がうらやましくて

ならなかった。

それから温室に入った。その前に

ガラス室がある。つまり温罫慰らガ

ラス室，そして室外への順に温度が

調節されるようになっている。もち

ろんここにはレールが走っている。

ガラス室の両側に白いポットが並べ

られている。アオギリの稚樹であ

る。いわゆる藤原銀次自嘩の奨励す

る有名なアオギリである。生長が著

しく連ﾙ､のである。龍た土を盛った

広いバットの上にヤマナラシの稚苗

が綺麗に生えていた。葉の形に円い

ものや長いものも見られる。個体別

I の試験を瘤るのだそうだ。
いよいよ本館にスる。130坪， 2

階建，謬錨コンクリート。1階はポ

Iへ

ノ

季

、

× ×

××

××

－52－
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仲繊細印画紙〃f睡錫

多言篭 一
（3）鉱山原図用
“）多色刷印刷原図用
（5）精密機械製図用
（6）造船及び航空機設計用
（7）航空写真用
（8）地図複写用

(御引合あれば現品持参の上御説明申上げます）

製品はアルミ箔をサンド

して製作されて居ります。
今

東南方及び世界中の開発工事に

なくてはならぬものです
一一一

製造元

(有）きもと商会
取扱所東京都千代田区六番町七番地

社団法人日本林鑓麦術協会測量指導部

民

一－－－－

編集後記

◇林木趣茸学と＃材靖種ほ，ヨーロッパ大陸とスカンジ
ナビア半島の諾国においても，ア永リカにおいても，最
近念鍾な発展か示している。1，2の例をゑると,，ドイ
ツにおいては，九…の佐藤隊士が参画しておられる
ZeitshriftfiirFoxstgenetikundForstpflanaiChtung
のような専門誌があり，アメリカにおいては, JOurnal
ofForeStry, 1954年9月号の剃球育溌裳集号で,その
全貌を示していることは衆知のとおりである。◇わが国
においても，わが国の環寛を場としてｵ洞ぐ育種が開拓さ
れつつあり，‘林準一郎氏・中村鯉士らによって林木育
種協会も渥助しつつあり。また近時海外にでられた学署
らば，スウエデン，デンマーク，アメリカ，イタリー，

ドイツにおけるこの分野を紹介しておられる。林野庁に
おいては，戦後に残された広大なt瑚采跡地の造隊が一応
完了し,今後は単位種渡あたりの成長量の増加に主力が
そそがれる態勢となり，林木育種擢進の組織と予卯的措
置が着たとすすめられている。◇そこで，泳業穆諦にお
いても，この椴錘にそって，剃赤育鐵寺集号を企画した
ところ，その早急な企てにもかかわらず，多数の方なの
御執筆をえたことを厚く感謝する次第である。◇ｵ鰄竜育
種ほ，対象が永年作物であるだけに，一層堅実な発足を
しなければならないことと，造林，保護，立地ならびに
林鐸の各部門と密接な関連をもつものであるから，林
業全般から，これに関心がそそがれなければならない。
この意珠で，この特集号は今回に限らず，今後も料永育
種の発展に応じて企画され，さらに多方面の論説，批判
をえる機会をもちたいものである。 （坂口勝美記）

口
臨時総会開催通知

下記の通り臨時総会を開催いたしますから会

員の方をば挙ってご出席下さるよう御通知申上
げます。

昭和31年度臨驍総会

昭和31年r0月9日（火曜）
午後1時より

東京都千代田区六番町七番地
森林記念館会議室
第1号議案定款改正の件

題目欧洲林業視察団
林総協遠藤嘉数

へ

時
所

日
場

１
２

3．議題

4．講演会｝

i一
昭和31年9月10日発行

林 業 技 術第]"5=L

編集発行人松 原 茂
印刷所合同印刷株式会社

～

発行所 社団法人日本林業技術協会
東京都千代田区六番町七番地 ’

一一53－
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幽祥墨三葵
麗苗、床士の消毒に

苗木の消毒に

嬬煙方式による新殺虫剤

“

ねずみ退治に

含さめの確かな
三共凝蕊

録 軍蒙都中央区日本溌本町4の15

大阪。福両。仙台・札幌
部
店

》
支詮《

垂式様垂
〈

一
一
一

９
１
０
Ⅱ
。
四
１
０
１
４

L

このマーク／品質を保証する

籍豊歳本鋤保護 4篭&獣。。

ら

へ一

森繍害虫防除用嬬煙剖

蛎謬嗣噸蝿騨
屋外用

貯穀害虫、温室害虫等防除用螺煙剤

曙劉零割琴卿
屋内用

薬株式会社葦腫零篭雷鱈浮W鍋

一

昨



国有林の経営計画改訂林学概論鴨謡欝
瀦雛子幡弘之著 森林土木需倦6畠輔

国有林の経営案編成の基準となる経営規程を制楚し，

鷆懸霧簾罵鎮欝蕪繍P葵林業経営経済学鶚朧輔
竜地方の集約な国有林の実例を示しつつ，編成の方針・
順序,方法並びi迄成果などについて具体的に解明する森林経営計画W,驚糸鰯

☆A5判360頁上製函ス価750円〒50

林業実験実習書育林学新説駕猯鱗罰
霞難皇岡崎文彬蕊謹四手井綱英編 育林綜典端凝淳〒蕊

林学の学生および技術者が実験や実習を行う場合，そ

欝囎蕊縦鱗巌懸鰄議林業事典鴨繍輔
暁懸讓鑑識裟雛示菱職森林土壌蕊詩琉覇

☆A5判310頁上麺蕊入価650円〒50

林業企業形態論木材パルプ難鴨鵺窺
撫鯉野村進行著 測 樹蕊謡33輌二霊

一般企業形態の分類・私企業から説きおこし，国営企

溌熟謝篭鰯呼鰯蓄麓繍木材炭化鱸総播鞘
林国有の実情･森林国有の理論からみたわが国有林野 一一 一一一一一一一一一一一一一

☆A5判390頁上製”価650円〒5．蕊驚蕊轤豊朝倉書店
事業のあり方を解明する学生・技術者の指針
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御観下さいノマッカラー・スーパー33型の
気品の高いデザインを！

一見してマッカラーの秀れた品質と

常に世界チエンソーの王座を占めて居る理由が良.<判り篭す。
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マツカラー・スーパー33型は僅か20ボ

ンドに過ぎません。此の様な商馬力・脚

切断能力のチニンソーが，此の嫌な軽蹴

で而もよく纏った形態に出来上ったのは

世界で妓初でありますb

スーパー33型は鋸の斌蹴に比し1"%

以上のHsZIFをしますので，総ゆる水材切

断に関係ある方なの必備品としてスーパ

ー33型は決定的なものとなって居主寸号b
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世界殿大のチエンツーメーカー，マツカラー・モータース社日本総代理店

瓜擁式会社新宮商行
本社北海道小樽市稲穂町東七丁目-'一稀地飛話555端代表
出眼所諏京都中央区日本橋通一s丁目六番地北海ピル飛臓(2鋤2136番代表
サーピスエ鍋東京都江東区認川加崎町2稀地侭話（64）3091番

〕

獺愈騨靴I畠･論'益灘塾批ｼ罪

種 類’ 17型 ’ 5－30型｜種 類 ’ 17型 ’ 5－30型 ’
型 式｜ 箪曽曹主ヅヅ少

フ画一トレスダイャフラム

型顛倒運転可能気化器

シリンダー 特殊繊維製エヤクリー ナー

自重港込ワイヤー始動装置圧縮比

行程容積 クラツチ

鋸長（吋）

自動遠心クラッチ

強甥籠，｜墨;澱，回転数

’ ’'00co 1500cc燃料容量 手動プランヂヤーポンプ式チエンォイル

☆カタログ陶呈★

日本総代理店 本社：東京都千代田区神田五軒町四番地

三國商工株式會肚蝿諜圃驚 ： 鳶：

50．8×35mm

10．5：1

69．12cc

5600R・P・M

62×38mm

8：1

130cc

4700R・P・M
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